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は じ め に

近 年,わ が国 に お い て コ ン ピュー タを と りま く諸 技術,と くに コン ピュー タ ・

ネ ッ トワー ク,あ るい は デ ー タベ ー スに係 る技 術 の 発展 には 目覚 しい もの が あ

ります。 この 技術 の発 展 を背 景 と して,分 散 デ ー タベ ー ス の総合 的 利 用 を 目覚

した,分 散 型 情 報 処 理 の技 術 に係 る研 究 開 発 の重 要 性 が 認 識 され る と同 時 に,

分 散 型 情報 処 理 に対 す る利 用 面,あ るい は 制度 面 か らの問題 を解 決す る こ とが

要請 され て お ります 。

当財 団 では,情 報 処理 技 術 の一 環 と して この分 散 型情 報処 理 条 におけ る技術

的問 題 と情 報 の組 織 化 と総 合 的 利用 に関 して調 査 を お こない,そ の成 果 を ま と

め た もの が 本報 告 書 で あ ります。 第1章 では,分 散 型情 報 処 理 条 の理 論 的 背景

を歴 史 的観 点 か ら概 観す る と同時 に,情 報 の流 通 に 係 る体 系 を理 論的 な観点 か

ら論 じて お ります。 第2章 では,各 種 の 分散 した情 報 を組 織 的 活 動 の中 で 利用

して い くた めの情 報拠 点 の役 割 と情 報 流通 に係 る現 状 と問 題 点 を検 討 しま とめ

てfoり ます 。 第3章 では,情 報 の総 合 的 利 用 に あた って の情 報 の リン ケー ジに

つ い て利 用 的 側面 か ら把 え,つ づ い て 第4章 で情 報 の リンケー ジにつ い て ,技

術的 側 面 か ら検 討 をteこ な って お りま す。 最 後 の第5章 では,コ ン ピュー タ ・

ネ ッ トワー クや 分散 型情 報 処理 系 を背 景 と した情 報 の総 合 的 利用 技 法 に つ い て

論 じてお ります 。

本 報 告書 が各 方 面 に利 用 され,わ が 国 の情 報処 理 の発 展 に寄 与 す る よ う念 願

す る次第 で あ ります 。

昭和54年3月

財団法人 日本情報処理開発協会
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分散型情報処理系の理論
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1分 散型情報処理系の理論

1.1情 報 の 財 と して の特 性

・・一 バ ー ド大 学 のE・Parker教 授 は1つ の新 しい 仮説 を立 て てい る。 彼 は
,

或 時代 の就 労 人 口が,ど の産 業 に 如何 に分 布 してい るか を分 析 す る こと に よっ

て,そ の時 代 の産 業 構造 を特 性 づ け る こ とが で き る と考 え,今 世 紀 の 初 め か ら

の就労 人 口を,工 業,農 業,サ ー ビス業 と情 報 産業 に つい て分 析 した。 そ れ に

よる と,1900年 代 の初 めの 頃,米 国vateし(て 農 業 が第一 位 で あ った頃 は,

米 国 は 農業 が社 会 に お い て最 も支配 的 な産 業 で あ った。 そ の後 は 工 業 が 最 も支

配 的 で あ った。 しか し1970年 代 〃(おい てt情 報 産 業 は それ ま で第 一位 で あ

った工 業 を抜 い て第 一位 とな り,米 国 は 情 報 の時代 に入 った とす る。 そ して,

今 我 々はす べ ての 社会 の仕 組 み や経 済 の仕 組 み が,工 業 の時 代 か ら情 報 の時 代

に移行 す る時 代 に あ り,そ れ に よる 多 くの矛 質 や混 乱 が,現 代 の多 くの困 難 の

原 因 で あ る と仮 定 す るの で あ る。(Parker,E,B.:Socialimplicat

onsofcomputer./telecommunicationsSestems,Conference

onComputer,/TelecommunicationsPoliey,O,E,C,D,Held

onFeb,4～6,'75,inParis)

情 報 の生 産 ・流通 に携 わ る人 口は,教 育 の 普 及 と共 に増加 す る。 教 育 を受 け

た人 口 の増 加 と共 に社 会 は 知 的 に成 熟 す る。 社 会 の知 的成 熟 と共 に,社 会 の 中

での生 存 競 争 の中 で,よ り頭 脳 的 な業 務 が 増 加 す る。 それ と共 に,よ り頭 脳 的

な能 力 を もつ 入 口の増 加 が社 会 にす べ て要 求 され る。 それ に よっ て社 会 の 知 的

成 熟は 急 速 度 で進 む の で あ る。 国 と して の 人 口の増 加 が低 くな って い る既 開 発

国 に お い て,大 学 卒 業 生 の数 は年 率5～6%で あ る。 開発 途 上 国 にお い て は,

教 育 の普 及 に 力 を注 ぐた め,大 学 卒 業 生 の数 の増 加 は 次第 に既 開 発 国 のそ れ を

上回 る よ うに な るで あろ う。

情 報 が 主 な役 割 を もつ 社 会 に おい ては,情 報 の生 産 と流通 は 従 来 の鉱 工業 生

産 とそ の流 通 よ りも重 要 な意 味 を もつ こ とに な るは ず であ る。 そ の情 報 の生 産

と鉱 工 業 生産 は,ど こで一致 し,ど こで 相違 す るか を観察 す る こ とは 重要 で あ

る。 従来 の鉱 工 業 を 中心 とす る時 代 か ら,情 報 を 中心 とす る時 代 に 移行 す るの
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で あ る とす る な らば,そ の移 行 が 私 達 の社 会 生 活 に,経 済 活 動 に,如 何 な る変

化 が起 こる の か を知 る上 で必 要 で あ るか と思 うか らで ある。

情 報 は,何 らか の 物質 の上 に配 置 され て,規 則 的 な変 化 と して 記録 され る。

例 え ば,白 い紙 の上 に配 置 され た カー ボ ンブ ラ ックの位 置 の規 則性 が文 字 と し

て記 録 さ れ た情 報 で あ る。 磁 気 媒 体 上 の磁 化 さ れた 点 の規 則性 が,コ ン ピュー

タ ・メモ リに記 録 され た情 報 で あ る。

情 報 は上 記 の よ うに物 質 性 を持 って い る。 しか し,2つ の異 な る物 質上 に記

録 さ れ た異 なる規 則 性 が,相 互 に可 送 な,同 型 な写 像 に よって移 り得 る な らば,

そ れ は 同 じ情 報 を表 現 し得 る。 この こ とは,同 じ情 報 が,異 なる物 質 の上 に表

現 で きる こ と,す なわ ち情報 が物 質 性 を脱却 し得 る こ とを示 して い る。 この こ

とは,同 じ情 報 が異 な る物 質 の上 に容 易 に写 しとれ る こ とを意味 して い る。

特 定 の物 質性 に依 存 しない 性質 は,物 の世 界 に もあ り得 る。 液 体 の容 器 とい

う機 能 は,土 器,木,金 属,ガ ラ ス,プ ラス テ ィ ック等 の容 器 に よ って果 し得

る。 しか し,情 報程,自 由 では ない。 そ の最 も極 限 的 に は,情 報 は伝 送媒 体 と

して,あ らゆる物 質 を利用 で き,特 に電磁 媒 体,光 を も利 用 で きる こ とで あ る。

そ して瞬 時 に,わ ず か な エネ ル ギー で,世 界 の如 何 な る所 へ も伝 送 で き る。

も う一 つ の大 きな特 徴 は,情 報 は 移 転 に よ って も,も との所 有 者 の所 に も留

ま り得 る こ とで あ る。 物 の場 合,そ れ を 占有 で きる のは 一 時点 に お いて 一 入 の

み で あ る。 そ れ は,全 く同 じもの を多 量 に,容 易 に複 製 で き ない こ とに よる。

情 報 の商取 り引 きにおいて譲渡 して も売 手 の方 に もそ れ を利 用 が 可能 で あ る。 契

約 に よ って制 限 さ れ ない 限 り,情 報 の 譲渡 は,そ れ を利 用 す る者 を増 加 させ る

こ とに な る。これは,従 来の商取 り引き に は なか った 新 しい財 の運 用 で あ り,新 し

い経 済 学 を生 み 出す。(野 口悠 紀雄i:情 報 の経 済理 論.東 洋経済報社刊'74)

ま た情 報 は,多 くの人 間 に伝 送 で き,ま た 同 じ情 報 を同 時 に多 勢 の 人 間 が処

理 で きる。 これ は,物 に 対 す る人 間 行 動 と情報 に対 す る人 間行 動 とが 全 く異 な

る こ とを示 して い る。 か つ て の ラ イ ン組 織 は,物 と人 間 との か か わ り合 い に お

い て,人 間 の 行動 面 か ら組織 を律 しよ うとす る もの で あ った。 しか し,情 報 と

の かか わ り合 い に お い ては,一 人 の人 間 は多 くの人 間 か ら,そ れ ぞれ の立場 か

らの連 絡 指 示 を うけ,ま た 自 らも多 くの人 達 に影 響 を与 え なが ら行 動 してい る。

只一 人 の,直 属 上 司や 部 下 か らの み の,一 元 的 な情 報 伝 達 では,組 織 行 動 は 不
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可能 で あ る。(中 井 浩:「 コ ミュニ ケー シ ョンの構 造 」ダ イヤ モ ン ド社刊

'74)

ま た,情 報 が 電 磁 媒 体 に よ っ て 記 録,伝 送 さ れ る こ と は,そ して そ れ

らは極 め て少 ない 物質 とエ ネ ル ギー しか要 しない ことは,新 しい 経済 的 な財 と

な り得 る ため の,最 も大 きい 理 由で あ る。 物 の場 合,そ れ を加 工 す るた め には

熱 エネ ル ギー を消費 す る。 また 質量 を もつ か ら,輸 送 には大 きい運 動 エ ネ ル ギ

ー を消 費す る。 す べ てそ の もつ 物 質性 に比例 す る エネ ル ギー が必 要 で ある。 し

か し,情 報 操作 に は殆 どエ ネ ル ギー は要 しない。 そ して記号 の 配 列 を変 え るだ

け で,大 きい 附加 価 値 を生 み 出 し得 る。 現 在,す ぐれ た2,000ス テ ップの ソ

フ トウ ェア を造 る の と,2,000ス テ ップの 出来 の悪 い ソフ トウ ェアを造 る の

に消 費 され る エネ ル ギー は 殆 ど同 じで ある。 優 れ た プ ・グ ラマに よれ ば,す ぐ

れ た ソ フ トウェア を造 るの に 費 され る エネル ギー の 方 が少 ない こ と もあ り得 る

ので ある。

更 に,人 間 の情 報 生産 行 動 に お い て も,物 の生産 とは全 く異 な る特 徴 が あ る。

物 の生 産行 動 を第 一 図 の よ うに表 わそ う

,

(材 料)
労 働 力

(生 産 手 段)
, う

第 図

(製 品)

勺 こ こで,生 産 過 程 に入 力 さ れ るの は原 材料 で あ り,労 働 力 に よ って加 工 を う

け て 出 力 され るの は 製 品 で あ る。 この労 働 力 は次第 に機械 装 置 に お きか え られ

る,す なわ ち生 産手 段 に体 化 さ れ る労 働 力 で あ る。 そ して ,製 品 が 同 じ生 産過

程 に材 料 と して再 入 力 され る こ とは ない 。

情 報 の生産 過 程 を物 のそ れ と対 比 してモ デ ル化 す る と,第2図 の よ うに な る。
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(デ ー タ)

「

労 働 力

c;㌍)
〉 (デ ー タ)

第2図
オ

,

情 報 の生 産 過 程 に入 力 され るの は デ ー タで あ り,出 力 され る もの もデ ー タで

ある。 そ れ を処 理 す る労 働 力 は,ハ ー ドウ ェア と ソ フ トウ ェアの 上 に体 化 さ れ

て生 産手 段 とな る。 この 生産 過程 で は,自 分 の 出力 した デ ー タが,素 材 とな っ

て再 び生産 過 程 に入 力 され 得 る。 場 合 に よって は,知 的 生産 の過 程 か ら外 部 に

デー タが 出力 され る こ とな く,サ イ ク リ ックに生 産 活 動 の 中 で再処 理 され て,

理 論 や 思想 が 熟 成 さ れ る こと もあ る。

全 体 的 に み て,知 的 生 産 過程 か らの外 部 へ の 出 力は,わ ず か な部 分 にす ぎず,

大部 分 は知識 と して生 産 力 の 中 に貯 え られ る。 そ して,そ れ 自身 を熟 成 す る か

或 は,情 報 を 造 り出 す 。 す な わ ち,情 報 の生産 過程 は,み ず か ら造 り出 した

デー タの拡 大 再 生 過 程 なの で あ る。 その 中 で,出 力の 大 部 分 はKnowHowと

して労 働 力 の 中 に貯 え られ,或 部 分 は 再 び 素 材 と し て 生 産 過程 に再 入 力 され ・

或 る部 分 が 整理 さ れ体 系 づ け られ,他 人 に も伝 達 可能 な情 報 と して外 部 に出 力

され る。

情 報 の生 産 過 程 の 中 で,外 部 よ り入 力 され,ま た外 部 へ 出力 され る もの は,

伝 達可 能 な情 報 で あ るが,或 部 分 が 他 人 に は 伝 達 不可 能 な知 識 と して生産 過

程 の 中 に止 ま る ことは,情 報 の伝 達 過程 に おい て 重要 で あ る。 そ して,そ の止

ま る部分 の 中 の,ま だ 整 理 され ず他 人 に伝達 す る こ との で き ないKnow且ow

に属 す る部 分 の伝 達 は,同 じ行動 を繰 り返 す ことを通 して,体 験 的 にの み伝 達 し

得 るので あ る。

肩
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1.2時 間 軸 に 沿 っ た 情報 伝 達 一 フ ァイル の形 成

情 報 の拡 大再 生 産 過 程 にお い て,情 報 が 蓄 え られ る と,フ ァイルが形 成 され る。

フ ァイル の 歴史 は,き わ め て 古 く,人 間 が記 録 手 段 を持 った と きか ら,そ の歴

史 も始 ま って い る。

電 磁媒 体 を用 い る情 報 の即 時 伝 達 は,物 の輸 送 にお け る距 離 概念 を 否定 す る

もの で ある。 い か な る遠 隔地 で も,人 間 の実 生 活 にお いて は無視 で きる時 間 間

隔 で伝 送 が可 能 で ある。 ま た,情 報 の 複製 可 能 性 と媒 体 変 換 の 可能 性 は ,情 報

表現 にお け る物 質性 の否 定 で あ る。 そ して ,フ ァイル は,情 報 伝 達 に お け る時

間 間隔 を否 定 す る。 フ ァ イル内記 録 を通 して何 千年 昔 の 資料 を一 瞬 で利 用 可 能

とな る。 す なわ ち,通 信 技 術 と情 報 処理 技 術 の発 展 は ,空 間的 距 離 と時 間 と物

質 性 の 否定 の上 に コ ミ ュニ ケー シ ョ ンを成 立 させ た の で あ る。

フ ァイル は ,あ る対 象 に対 す る組 織 化 さ れ た情 報 の 集 積 で あ る。 フ ァイル は

対 象 と 目的 を もつ。 対 象 とは フ ァイル とそ の情 報 が収 録 され る個体 の集 合 で あ

る。 目的 はそ の対 象 に つ い ての 情報 を求 め る利 用 者 の利 用 目的 で あ る。 マ ク ロ

経 済 予 測 をす るた め の諸 経済 指 標 の フ ァイ ル で あ った り,人 材 管理 をす る ため

の職 員 の 経 歴 や 資格 ・能 力 に 関 す る フ ァイル で あ ったb ,R&Dに 必 要 な情 報

入 手 の た め の 学 術 論 文 に 関 す る情 報 フ ァ イ ル で あ っ た りす る 。 各個 体 は,

その持 つ属 性 に よっ て,規 定 され る。 属性 とは,1つ の個体 を他 の個 体 と区別

す るた め に,必 要 なデ ー タ要 素 に.与え られ る デ ー タ値 と して表 現 され る。 そ の

属性 は,フ ァイル の対 象 と 目的 よ り定 め られ る。 す なわ ち,フ ァイル の利 用 目

的 に よ って個 々の個 体 を識 別 しなけ れ ば な らない理 由 が定 ま るか らで あ る。 企

業 の財 務 諸 表 の フ ァイ ル にお い て,企 業 名 ・決算 期 ,各 勘定 科 目等 の デ ー タ要

素 に,そ れぞ れ値 が与 え られ る こ とに よって一 つ の企 業 につ い て の財務 デー タ

の属 性 が定 ま る。 特定 の個 体 の属 性 を ど う定 め るか ,す なわ ちそ の 個体 が どの

よ うな もの で あ るが,ど の デ ー タ要 素 に どの デー タ値 を与 え るか の規 則 は
,あ

い ま い さが な く定 ま って い る必要 が あ る。 なぜ な らば ,そ の フ ァイル か ら何 ら

かの 情 報 を得 よ うとす る者 は,い くつ か の属 性 を指 定 し,そ の属 性 を持 つ 個 体

の レコー ドを 出 力 させ る とい う操 作 を行 な う。 この と き,フ ァイル構成 時 に 各 個

体 に属 性 を与 え る与 え方 と,検 索 時 に属 性 を 指定 す る指定 の基 準 に狂 い が ある

と,必 要 レ コー ドが求 め られ ない。 検 索精 度 は ,そ の最 も大 きい部 分 が,こ の
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両 者 の 回 りの ギ ャ ソプを如何 に埋 め るか に かい て い るの で あ る。

す な わ ち,フ ァイルFは,個 体 の 集合1ど デー タ要 素 の集 合Dと,デ ー タ値

の集 合Vと,デ ー タ値 を与 え る規 則 の 集 合Pに よって定 ま る。

F=(1,D,V,P)

P:1×D-2v

この どれ が 異 な って も フ ァイ ルは 異 な っ た もの とな る。 しか し,相 互 に デ ー タ値

間 の関 係 につ い て同型 写 像 で移 り得 る フ ァイル 同志 は,同 値 で あ る。

フ ァイ ル は,対 象 に対 す る属 性 が 明確 に規 定 で き なけれ ば 構成 で きない か ら,

森 羅石 象 に 関す る知 識 の フ ァイル は構 成 で き ない。 デー タ要 素 の設 定 とデー タ

値 の設 定 が 不 可能 だ か らで あ る。 ま た,限 定 され た 同 じ対 象 に対 して も,多 く

の場 合 フ ァイ ル作成 者 に よ って デ ー タ要 素 の 設 定 が異 な る。 経 済 統 計 デ ー タの

フ ァイ ル に おい て,産 業 分 類 が 異 な った り,地 域 区分 が異 な る こ とは よ く見 ら

れ る。 同 じデ ー タ要 素 に対 す る デ ー タ値 集合 に お いて も,数 値 デ ー タの場 合 に

は単位 の とり方 の違 い,有 効数 値 の精 度 の違 い,コ ー ド体 系 の違 い な どが あ り,

文 字 情 報 の 場合 は,国 語 の違 い,文 字 種 の違 い,表 現 語彙 の違 い 等 々,そ の表

現 方法 に 様 々 な違 いが 見 られ る。 デー タ要 素毎 に デー タ値 を与 え る規 則 に おい

て は,数 値 デー タの場 合 に お い て も,測 定機,観 測手 段 の 精度 に よ って必 ず誤

差 はつ き ま と う し,定 性 デ ー タの場 合 は,デ ー タ値 を与 え る者 の主 観 や値 入差

等 の,極 め て属 人 的 な誤差 が つ きま と うの で あ る。 同 じ対 象 に対 して,属 性 の

定 め方 が標 準 化 され てい ない こ とは,フ ァイ ル構成 過 程 が,ま だ手 工 業 的段 階

に あ る こ とを示 して お り,産 業 以 前 の様 相 を呈 して い る。 最近,機 械 可 読形 式

に フ ァイル 化 され た デ ー タ,す なわ ちデ ー タベー スの供 給,デ ー タの交 換 が活

発 に な り,デ ー タベ ー スへ の オ ン ライ ン ・ア クセ スが普 及 す るに つれ て,こ の

標準 化 が 問 題 とな りつ つ あ り,産 業 化 に向 か って動 きつ つ あ る。

も し,フ ァイル作 成 技 術 が 進 歩 し標 準 化 が 徹 底 した と仮定 す る と,同 じ目的

を もつ フ ァイ ルは全 く同 じか,或 は 同 型 写 像 で移 り得 る表 現 を とる こ とと な

るで あろ う。 そ う仮 定 した と して も,こ れ か らの フ ァイル利 用 に は大 きな問 題

が あ る。 そ れ は,フ ァイルとの実 際 の利 用 場 面 にお い ては,こ の フ ァイル 自身 の

目的 とは 全 く異 な る 目的 に利 用 され る とい う問題 で あ る。

あの地 方 自治 体 で,プ ラ イバ シー に属 す る情報 は除 い て,住 民 の家 族 構 成,
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学歴,収 入,持 家 や 自家 用車 の有 無 な どの 情 報 を もつ フ ァイル を作 成 した とす

る。 そ の 目的 は住 民 の生 活状 態 や環 境 の 把 握 と,そ の社 会変 化 の観 測 に基 づ く

行 政 の ため の政 策 立案 で あ る。 しか し,同 じフ ァイル は,各 種 セ ー ル ス マ ンや

ス ー パー ・マー ケ ッ トの経 営 者 に と って は ,そ の販 売作戦 や支 店 進 出 の た め に

極 め て 有 用 な情 報 を提供 す る。 車 の 車検 の報 告 の フ ァイルは ,犯 罪 調査 の有 効

な手 段 で あ り得 る。 納 税 申告 の記録 と不 動 産 登記 の フ ァイ ル を ,同 一 人物 でつ

き合 わせ る と,虚 偽 申告 の 摘 発 に利用 され る。 文 献 検 索用 の フ ァイル も,等 定

テー マの文 献 の 出版 件 数 の 統 計 的 分析 や ,同 一 テ ー マ の 分 野 間 で の 出 現 の時

間的 ず れ や,特 定 企業 の 申請 す る特 許 や そ の従業 員 の発表 す る研 究 論 文 の テ ー

マの経年変化 を調べる こ とに よ り ,そ の 企業 の 開発 戦 略 を分 析 で きる。 等 々,本

来 の 目的以 外 の 目的 に利 用 され る テー マは非 常 に多 い。

フ ァイル供 給 が 乏 しい段 階 にお いて は ,与 え られ た ファイ ル を可 能 なか ぎ り

有 効 に利 用 し よ うとす る。 しか し,フ ァ イルが そ の本来 の 目的 に合 わ せ て 設 計

され て い る以 ≠,そ の 目的 か ら外 れ た利 用 は.効 率 上 問題 が あ るは ず で あ る。

この問 題 解 決 は後 に論 ず る。

そ の よ うな問題 が あ るに もか か わ らず ,目 的 を超 え て フ ァイル を利 用 し合 わ

ね ば な らぬ理 由 は,フ ァイル 間協 力 の ネ ッ トワー クが必要 だ か らで あ る。 情 報

を必 要 とす る人 は,そ れ ぞ れ,そ の 時 そ の 時 の 目的 の下 に情 報 を集 め ,処 理 す

る。 そ の 目的 は千差 万 別 で あ り,人 に よ って異 な る し,同 じ入 で も常 に 変 化 す

る。 そ の 目的 を調 べ上 げ て,系 統 だ って ,そ れ と合 うよ うな フ ァイ ル を設 計 す

る な どは,と うて い不 可 能 で ある。 そ の意 味 で ,真 の ユー ザの ニー ド指 向 の情

報 サ ー ビス機 構 な どは 実 現 不 可能 で あ る。

目下 の所,フ ァイル は,そ れ を作 成 す る所 の作 成 目的 に よ って造 られ る。 作

成 者 に,そ の種 々の 利用 の可 能 性 を分析 し,そ のす べ て を考 慮 して フ ァ イル を

設計す ることを課する ことは,事 実 上できない。文献 サービス用の ファイル,数 値 データサ

ー ビス用 の フ ァイル等 は
,そ の 目的 の た め に造 られ るか ら,そ の 目的 の範 囲 で

は効 率 的 な利 用 が可 能 で あ るが,ユ ー ザ の真 の 利用 目的 は ,一 つ の フ ァイ ルの

み では 表 し切 れ ない の が普 通 で あ る。 とす る と,ユ ー ザは,不 便 を 忍 ん で 多 く

の フ ァイル に ア ク セスせ ざる を得 ない。
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そ こ で,せ め て も フ ァ イ ル 間 で,

・ ユ ー ザ の ニ ー ドに 最 も 近 い フ ァ イ ル は ど こ に あ リド ど う す れ ば ア ク セ ス

で き る か を 教 え る 仕 組 み(ス ウ ィ ッ チ ン グ)

・ も し可 能 な ら ば ,ユ ー ザ の 利 用 目 的 に 合 わ せ て,フ ァ イ ル か ら だ け で は

不 充 分 な 情 報 に 対 し,情 報 を 補 う 仕 組 み が あ り得 る の か(ユ ー ザ ・エ イ ド)

を 模 索 す る こ と と な る 。

t

1.5情 報 に お け る採 取 経 済 段 階 か らの脱 却

一 デー タベ ー ス供 給業 の成 立

コ ン ピ ュー タが単 に ,「 計算 す る機 械 」で ある こ とか ら離 れ て コ ミュニ ケー

シ ョンの世 界 と係 り あい を持 つ よ うに な った の は,一 般 には 次 の3つ の段 階 を

経 る こ とに よって で ある と理 解 され て い る。

(1)符 号 化 理 論 に よる コー ド変換 処 理 を行 うことに よる通 信 精 度 の 向上

(2)TSS或 い は,リ ア ル タ イ ムに よる,多 くの 端 末 との イン タ ラクテ ィブ

交 信 の普 及

(3)通 信 回線 に よる コン ピュー タ相 互 の 結合 に よる コン ピ ュー タネ ッ トワー

ク の形 成

しか し,コ ン ピ ュー タが コ ミュニ ケー シ ョン にお い て重 要 な役 割 を果 す 上 で決

して見 落 して な らない大 きい要 因 と して,情 報検 索 と出版 物 編 集 ・印刷 とそ の

相 互 の結 びつ きが あ る。

情 報 検 索 は,マ ニ ュア ル操 作 に よる フ ァイル が コ ン ピュー タの登場 以 前 に存

在 し,そ れ に よ って仕 事 が行 な われ てい た所 か ら発 生 した コ ン ピュー タ技 術 で

あ る。 そ して最 初 に 「と り出す こ と 」に焦 点 が あて られ,フ ァイル の構 造 に対

す る考 察 が あま りな され なか った。PCSを 用 い る検 索 の試 み は1950年 代

の半 ば か ら始 め られ,1950年 代 の後 半 か ら1960年 の初 頭 に か け て,実

に多 くの 試 み が なさ れ た。 しか し,1つ には フ ァイル構 造 に関 す る理 論 的 背景

が未 熟 で あ り,他 方 で は第 二 世 代 の コ ン ピュー タが フ ァイ ル を処理 す る能 力 を

持 って い なか った た め に,そ の 殆 どが失 敗 した。

社 会 に大 きい役 割 を果 たす で あ ろ う情 報検 索 の将来 は,識 者 の間 で は早 くか

ら認 め られ て い た。 しか しそれ が 技 術 と して確 立 され るた め の要 件 につ い て は,

δ
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`

`

ハードウェア ・ソフ トウェア ・メモリの飛躍的発展が必要 であるとい う技術的側面か らの憶

測が主流 であ った。 確 か にそ れ は1つ の要件 で あ った 。 しか し,そ れ以外 に2っ

の要件 が必 要 で あ っ た。 そ れ は機 械 可読 形 式 の デー タの 大量 な供 給 源 が 存 在 す

る こと と,相 当大 きいCPUと 外 部 メモ リを維 持 す る に足 るだ け の マー ケ ッ ト

の存 在 で あ った。 機 械 可 読 デー タの供 給 は,抄 録 集 や 文 献 目録 を発 行 す る機 関

におけ る,編 集 ・出版 へ の コン ピュー タ利 用 を基 盤 と して起 って来 た。 これ は,

フ ァイルへ の 文字 列 の格 納,フ ァイル 内文字 列 に対 す る文 字単 位 で の処理 必

要 な条 件 を充 たす文 字 列 レコー ドの とり出 し,印 刷原 版 へ の文字 の 出力 な どの

技 術 の集 成 で ある。 これ に よって得 られ た マ ス ター ∵フ ァイルは,検 索 用 フ ァ

イルに容 易 に コ ンバ ー トで きる。 この シス テ ムの開 発 は,1960年 代 の初 頭

か ら試 み られ,1964年 には い くつ か の シス テ ムが オ ペ レー シ ョナル に稼 動

して い る。 そ して次 第 に従 来 の編 集 ・支援 ・組 版,紙 型 と う印刷 術 の概 念 をパ

ン チ ・コン ピ ュー タ編集,電 子 光学 的 印刷原 板作 成 に変 え て行 った。

この 印刷 過 程 で造 られ る マス ター ・フ ァイル か ら,検 索用 フ ァイル を作 成 し,

デー タベ ー ス と して供 給 す る こ と もア メ リカ化 学 会 のCACondensateや

米国,医 学 図書 館 のMEDLARSな ど,最 初 は主 と して 科学 情 報 の研 究 成 果

の文 献情 報 の分 野vateい て,殆 ど併 行 して試 み られ た。 一 方,1960年 代 の

前半 に米 国 の 高等 教 育 の 中 で,コ ン ピ ュー タ利 用 を 中心 とす る情 報 処 理 に 関 す

る教育,研 究 が 重視 さ れ各 大 学 に大 型 計 算機 が 置 か れ,研 究 目的 の ため ば か り

で な く,学 内 外 へ の サー ビスを も行 ない は じめ た。 そ の 中 で,先 述 の科 学 技 術

の文 献情 報 に関 す るデ ー タ ベー スの 供給 を背 景 と して,文 献 検 索 サ ー ビスが 行

わ れは じめ た。1965年 代 に は バ ッチモ ー ドの検 索 サー ビス が,ジ ョー ジア

大学,イ リノ イ工 科 大 学 等,主 要 な大学 の計 算 機 セ ン ター で,一 般 外 部 に対 し

て 商業 的 に行 わ れ て い る。

この 中 で,フ ァイル概 念,フ ァイル操 作技 術 は次 第 に整 理 さ れ,シ ー ケ ン シ

ャル ・フ ァイル,イ ンデ ック ス付 シー ケ ン シ ャル ・フ ァイル,ラ ン ダ マ イ ジ ン

グ,ポ イ ンタの概 念 等 が定 着 し,ポ イ ン タの概 念 に よ る.マル チ ・リス ト,イ ン

バー デ ッ ト㍉ リス トの 構造,樹 型 構造,ネ ッ トワー ク構造 な どの デ ー タ構 造 も,

必 要 に応 じて実 用 され て い った。 検 索技 術 もカー ド時代 に確 立 され た イ ンデ ッ

クスに よる集 合 算(∩,U,一,),そ れ と全 く同 値 な内容 を もつ デ ー タエ レ
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メン トの 内包 関 係 を用 い る論 理算(*,∪,キ)は,現 在 の デ ー タベー ス理 論

の 中 で,デ ー タエ レメ ン トの 関係 と して 把 え られ,集 合 代数 に基 づ く関 係算 と

な って い る。 ま た,ポ イ ン タに よる複 雑 な デー タ構造 記 述 は,画 像 や構 造 情 報

の処 理 や表 示 と結 びつ い て トポ ロジ カル な デー タベ ー ス ・モ デル を生 み 出 して

い るo

これ らの フ ァイル操 作 技 術 は,次 第 に デ ー タベー ス管理 シス テ ム デー タベ ー

ス記 述 言語,デ ー タベー ス操 作 言 語 な どの ソフ トや 入 出力 シス テ ム の姿 を と り,

現 在 は 主 に,そ の 一部 の ハー ド化 が 構想 さ れ てい る。 そ れ と共 に,コ ン ピュー

タ と通信 回線 との 結合 に よ って オ ン ライ ン情報 サー ビス技 術 が 成 立 した こ と と

コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク に よ って,多 くのデ ー タ ベー ス管 理 シ ス テ ム間 の

イ ン タ ラク シ ョンの 可能 性 が生 ま れ た。 一 連 の これ らの動 きは,社 会 の中 の種

々の要 請 に基 づ いた もの で あ る と同 時 に,ま たそ れ らは,社 会 の 中 の種 々の 仕

組 み を変 えつ つ あるの で あ る。

人類 の長 い歴史 の 中 では,学 問 の 師 に つ く,親 方 の徒 弟 とな る等教 育 の場 面

では,貨 幣或 い は労 働 の形 で の対 価 を払 う習 慣 が あ った。 そ れは,情 報化 され

る以 前 の 人 の頭 の 中,体 の 中 に あ る知識 の伝 達 で あ った か らで あ る。 そ の伝 達

には直 接 の 指導 と体 得 が必 要 で あ り,そ の伝 達 の 困難 な もの,す な わ ち情 報 量

の多 い もの 程,対 価 は 高 くな った の で あ る。 しか し,情 報 化 され た ものは,印

刷 され た本 の よ うに,必 ず し も情 報 の 内容 に よ らず,そ れ を載 せ る物件 を造 る

コス トに よ り対価 が 定 め られ る よ うに なる。

この ことは,容 易 に伝 達 可 能 な情 報 が,野 に生 れ る草 や 木 の実 の よ うに,誰

れ で も 自由に利 用 で き る財 で ある とい う考 え方 が根 底 に あ る ことを示 して い る。

そ れ に対 し,苦 労 して体 で覚 え ね ば な らぬ ものは,高 価 な の で あ る。 著 作権 に

せ よ,工 業 所 有権 に せ よ,す べ て の知 識 の社会 帰 属 を前 提 と してい る。 しば ら

くの間,年 限 を限定 して,特 定 の個 人 や機 関 にそ れ を利 用 す る権 利 を認 め て い

る にす ぎない。 それ 以 後 は,す べ て の人 が全 く自由 にそ れ を利 用 して も差 しつ

か え ない。

従 来,特 に研 究論 文 の場 合 は,文 学 作 品 や音 楽 や詩 の よ うに,作 者 ・著者 が

そ の作 品 の出版 に よって 生 活 して い る場 合 とは異 な り広 く読 まれ,新 しい 研 究

に引 用 さ れ る こ とが 評価 の 一 つ で ある ため,著 者 自身 が著 作 権 を主張 す る ケ一
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スが 少 なか った。 そ して ,読 者 の 方 に は公 正 使用fairuseの 権 利 が慣 習

的 に認 め られ てい た。 す なわ ち,研 究 の ため に一 部 だ け の複製 を造 る こ とは ,

読 者 の公 正 な使用 で あ る か ら,著 作権 の 侵害 では ない とす る もの で あ る。

この考 え方 に最 近,根 底 か らの変 革 が起 りつつ あ る。 そ の一 つ は ,情 報 生産

は非 常 に コス トの かか る もの で あ り,そ れ に よる成 果 と して の情 報 は 極 めて 高

価 な もの で あ る との認 識 で あ る。 第 二 次世 界 大 戦 中 か ら起 り,戦 後,特 に米 ソ

間 の 冷戦 を背景 と した 国 家 に よるR&Dへ のX大 な投 資 は,情 報 に対 す る考 え

方 を変 え させ る ので あ る。 国 民 の税金 を,こ の よ うなR&Dに 支 出 す る見 返 り

と して,そ の成 果 の 国 民 に対 して環 元 す る義 務 が ,支 出す る機 関 の 側 に課 せ ら

れ た。 これ が,技 術 移転TechnologyTransferの 基 本 的 な考 え方 で あ る。

第2は,そ の高 価 な情 報 が,国 民 の税 金 に よる もの で ある とい う認 識 は,更 に

進 ん で情 報 を造 り出 す活 動 の背 景 に あ る知 的 労働 の価 値 の認 識 とな り,そ れ を

国家 の 資源 で あ る資産 で あ る とい う主 張 に な った。 そ して資源 ナ シ ョナ リズ ム

と併行 して情報 ナ シ ョナ リズ ムを生 も うと してい る。 第3は ,著 者 と読 者 の 間

に あ る流 通 媒体 の権 利 主 張 で ある。 これ は2つ の形 を もって現 われ た。1つ は

オ ン ラ イン情報 サー ビスが 登場 す る と共 に そ の流通 機 能 の暫 新 さ と迅 速 さ と有

'用 さ に よ
って急 速 に普 及 した。 この新 しい 流通 媒体 の料金 政 策 の 中 で,デ ー タ

ベー ス供 給 者 に対 す る ロイヤ ル テ ィ(そ の デー タベー スを利 用 した利 用者 に 課

す る1レ コー ド当bの 利 用 料 金)の 考 え方 を定着 させ た。 も う一 つ は ,出 版業

界 に複 写機 械 の普 及 に よる読 者 の複製 物 利 用 の増 加 に対 して,出 版権 を強 く出

張 す る動 きが起 った こ とで あ る。 そ して,あ らゆる複 写行 為 に対 し,ロ イヤ ル

テ ィ'を要 求す る著 作 権 法 の改 革 が起bつ つ あ る こ とで ある。 第3の 問題 は 次節

で,少 し違 った 角度 か ら論 ず る。

この よ うな,額 に汗 して体 で 覚 え る知 識 は極 め て高価 な もの で ある の に対 し,

容 易 に 伝達 可能 に情 報 化 され た 知識 が,自 由に採 取 して よい とい う考 え方 か ら

の脱 却 は,次 第 に社 会 の中 に拡 が り,定 着 しつつ ある よ うで あ る。 そ の最 も代

表的 な もの が,オ ン ライ ン情 報 サー ビス で ある。 か っ て図書 館 は,そ の 中 で資

料 を読 む か ぎ りで は,何 時 間 か か って も,何 冊 を読 ん で も無 料 で あ った。 しか

しオ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビス に おい て は,そ れ を利用 す るの に利 用 時 間 と,資 料

を プ リン ト出力 す る時 間 に比 例 す る利 用 料 に,デ ー タベ ー ス供 給 者 へ の ロイや
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ルテ ィが 加算 され て徴 集 され る。 こ こに始 め て,情 報 が 自由採取 経 済 か ら脱 け

出 した姿 を み る ことが で きる。

1.4分 業 の 成 立

一 情 報 の生 産 ・流通 機 構 の形 成

従 来 知 識 の生 産,情 報 化,流 通 とい う過程 をみ る と,1つ は 学会 組織 の形

が あ り,1つ は 出版 業 の 形 が あb,も う1つ は 民間 放 送 の 提 携組 織 の 形 が あ る。

学 会 組織 と出版 業 の間 で は,主 た る流通 媒 体 が 印刷 術 で あ る ことが共 通 で ある

けれ ど も,流 通組 織 は 後 者 が 中間 マー ジ ンの形 で の利 益 配 分 に よる代 理 店形 式

で あ る の に対 し,前 者 は 地 域 に よる階 層 性 を もっ た,会 員 に よる 自治 組 織 で あ

る。 出版 業 と民 間放 送 の間 では,流 通 組 織 が代 理 店 形 式 で あ る こ とは共 通 で あ

るが,利 益 配 分 は ロー カル 局 が 中央局 の番 組 の使 用料 を支 払 う形 を とる。 勿論

流 通 媒 体 は一 方 が 印刷 術 で あ り,他 方 は電 波 で ある。

しか し,こ れ らに共 通 して い る こ とは,流 通 ネ ッ トワー ク をす べ て みず か ら

の 力 で形 成 して い る こ とで あ る。 かっ て,産 業 近 代化 を な した大 航 海時 代 に,

各 国 が,大 洋 の中 に み ず か ら大 活路 を拓 り開 い た よ うに。 そ して,も う一 つ の

重要 な共 通点 は,流 通 過程 に お け る情 報 加工 が極 め て少 ない こ とで あ る・生 産

され た もの をで きるだ け そ の ま ま流 す ことが む しろ 重 要 で あ った。

しか し,最 近 オ ン ライ ン情 報 サー ビスの普 及 の背 景 には,新 しい 状況 が 発生

して い た の で あ る。 研 究 論 文 の場 合,究 極 の生 産 者 は研 究 者 で あ り研 究論 文 の

著者 で あ る。 そ の論 文 は 目下 の所,学 会 の 出版物 か,商 業 的 出版社 の刊 行物 に

よ って 流 通 過程 に乗 せ られ て い る。 しか しそれ が そ の ま まで流 通機 構 を構成 す

るわ け では ない。2次 情 報 と呼 ば れ る抄録,企 数,索 引 等 が 更 に造 られ,そ れ

が 流通 過 程 に乗せ られ る。2次 情 報 に よって 自分 の必 要 な論文(一 次資 料)の

存在 お よび所 在 を知 って,そ れ を入手 す る こ とに よって コ ミュニケ ー シ ョンの

1サ イ クル が完 了す る。 す なわ ち,2次 情 報 の生 産 と流通 が,1次 資 料そ の も

の の流 通 の 間 に介在 す る。現 在,文 献 情報 に関 す る オ ン ライ ン情 報 サ ー ビス は,

この2次 情 報 部分 の み の流通 を行 な ってい る の で あ る 。

これ は,情 報 を流 通 させ るた め には,「 流 通 させ る情 報 」を生産 し流 通 させ

ね ば な らない こ とを意 味 して い る。 これ は,物 流 の 中 で の最 も新 しい形 で あ る。
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す なわ ち物 流 を よ り合 理 化 し,生 産 者,流 通業 者,消 費 者 のい つ れ と も有利 な

状況 を造 るた め に,「 流 通 の ため の情 報 」を供給 せ ね ば な らぬ こ と。 その た め

に多額 の投 資(例 え ばCM等)を 行 な って も,全 体 と しては著 しい 効果 が得 ら

れ る こ とと,本 質 は 同 じで あ る。 物 流 の システ ムが 最 近 や っ と実 現 した形 態 を ,

情報 流 通 は そ の生 まれ つ つ ある段 階 です でに と って い るの で あ る。

も う1つ,特 に最 近起 った重 要 な ものは ,コ モ ン ・キ ャ リヤ の登 場 で ある。

情 報 の流 れ道 は,古 くは郵 便 で あ り,1980年 代 に電 信 が登 場 し,次 い で電

話 が 登場 した。 す な わ ちPostTelephoneandTelegrame(PTT)は

情 報 伝送 にお け る 「道 路 」の主 役 で あ り,殆 どの 国 に お い て国 営 で ある。 す な

わ ち,情 報 に お け る幹 線 道 路 は 国営 で あ った。 これ は ,物 の流 通 にお け る道路

の役割 と同様 で あ り,こ こ数 世 紀 の間 に発 展 した工 業 社 会 に お い て ,道 路 網 の

上 に産 業 は成 立 した ので あ った。 しか し,従 来 のPTTの 事 業 の 中 で ,情 報 の

産 業 化 のた め の幹 線 道路 と な り得 る ものは なか った。 か ろ うじて電 話 網 が そ れ

に近 い が,個 人 レベ ル の会 話 の伝 送 の た めに造 られ た 伝送 路 で あ って ,大 量 の

情 報 伝 送 の ため の産 業 道 路 で は あ り得 ない。

この 状況 の 中 で,最 近ValueAddedNetwork(VAN)の 登場 と,

TSSを 主体 とす る各 種 情 報 サー ビス を行 な う新 しい型 の サー ビス業 の登場 が

注 目され る。 歴.史的 には,GEのMARK,CDCのCybernet ,Tymshare

のTYMNETの 形 で,TSSに よる各種 計算 サ ー ビスが1960年 代 に 先 行

し,ARPANETの 開発 に お い て得 られ た技 術 の移 転形 態 で あ るVANが

1970年 代 の 半 ば か ら成 立 し,そ れ に よってTSSサ ー ビス が逆 に刺戟 され

た とい う形 を とって い る。

VANの 成 立 は,オ ン ライ ン情 報 サー ビスに 大 きい影 響 を与 え た。TSS計

算 サ ー ビスの ネ ッ トワー ク で あ ったTYMNETが,回 線業 の 一 種 で あ る

VAN的 なサ ー ビス を開 始 して い た。 そ れ にNLMのMEDLINEサ ー ビス

が乗 る こ とに よ って 飛躍 的 な利 用 増 加 をみ た こ とは1つ の 注 目す べ き事 件 で あ

った。 これ は 米 国 内 に も,欧 洲 に も刺戟 を与 え た。 米 国 に お け る動 向 を 分析 し

て 欧州 のPTTは,バ ケ ッ ト交換 網 を も もつ デ ジ タル回 線 網 を形 成 しよ うと し

て お り,そ の上 に種 々の オ ン ライ ン,或 いはTSS情 報 サー ビス を乗せ 得 る ,

サ ー ビスネ ッ トワー ク を形 成 しよ うと して いる。
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こ こで情 報 流 通 は,幾 重 もの構 造 を もつ こ とに な る。 先 ず 最 も基 盤 的 な流通

ネ ッ トワー ク と して,コ'モ ン ・キ ャ リヤの ネ ッ トワー クが ある。 これ は 従来 の

ア ナ ・グ電 話 網 の上 に新 しくデ ジタル通 信 網 を サ ー ビスに 乗 せ る。 この上 に,

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク を基 盤 とす る回 線 サ ー ビス ・ネ ソ トワー クが造 ら

れ る。 米 国 に お い ては,コ モ ン ・キ ャ リヤの供 給 す る回線 の上 に,VANが そ

の サー ビス回線 を乗 せ て い る。 そ の 中 に パ ケ ッ ト交 換等 の機 能 を も含む 制 御/

交換 の ノー ドを もつ。 欧州 で は,各 国 の コモ ン ・キ ャ リアが供 給 す るパ ケ ッ ト

交換 等 の技 術 を もつ通 信 回線 の上 に,EURONETの よ うな,各 種情 報 サ ー

ビスを乗 せ,サ ー ビス/ユ ー ザ 間 を持 続 す るネ ッ トワー ク が成 立 しよ うと して

い る。 そ の上 に,欧 州 宇 宙 研 究 の情 報 サー ビス(ESA/SDS)や フ ラン ス

の国立物 理 研 究 セ ン ター の2次 情 報 サー ビス(PASCAL),同 じ く建 築 関

係 の情 報 サ ー ビス(ARIANE),繊 維 関係 の情 報 サー ビス(TITUS)・

ドイ ソの 医学 関係 の 情 報 サー ビス(DIMDI)等 々が接 続 され よ うと して い

る。

この3つ の階層 は物 流 においては,① 道路網 と,② その上に鉄道,バ ス,航 空路,

航海 路等 の各 種 の交 通機 関 を用 い た輸送 業 の サー ビス網 と,③ そ の輸 送 網 を用

い て行 う旅行 業,特 定 物 資 の配 送 業 等 とい う3つ の階 層 と類 比 す る こ とが で き

る。

米 国 に お け る コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク技 術 の 開発 と,VANと い う形 の

新 しい コモ ン ・キ ャ リアの登 場 と,そ れ に乗 ったい くつ か の情報 サー ビスの 欧

州 へ の なだ れ込 み は,欧 州 に 大 きい衝 激 を.与え,そ れ に対 抗 す る手 段 を形 成 す

る ことに,こ こ数 年 多 くの努 力 と各 国 の協 力 が な され て い る。

も う1つ の注 目すべ き現 象 は,先 程 の情 報 の生産,流 通 過程 の 中 に,更 に 分

業 が成 立 しつ つ ある ことで あ る。 第2節 の フ ァイ ル概 念 の所 で触 れ た よ うに,

フ ァイルは対 象(1)と デー タ ・エ レ メ ン ト(D)と そ の ウ ァ リュー(V)と,特 定

の対 象 につ い て各 デ ー タエ レ メン トと特 定 の ウ ァ リュー を.与え る規 則(P)が 与

え られ る ことに よっ て定 ま る。 そ して,フ ァイ ルか ら よ り効 率 よ く情 報 を得 る

ため には,利 用 者 は この1,D,V,Pに つ い て の知 識 を持 たね ば な らぬ。

か つ て,イ ン タ ラク テ ィブ ・シス テ ムが 普 及 す れ ば,エ ン ドユー ザ 自身 が情

報 供給 システ ムに直 接 ア ク セ スす るた め,中 間 の サ ー ビス形 態 が不 要 に な るか
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も しれ ぬ とい う憶 測 が あ った。 そ の た め,米 国 にお い て 図書 館 の司書 達 の 間 で

は,オ ン ラ イ ン情 報 サー ビス の普 及 を,不 安 を もって 見守 って いた。 しか し,

事 実 は そ うで は な か った。 多 くの デ ー タベ ー スが オ ン ライン ・サー ビス に乗 せ

られ る と,そ の各 々の デー タベー スの特 性,す なわ ち1,D,V,Pに つ い て

の充 分 な知 識 を もつ こ とは,エ ン ドユー ザ に と って は事実上 不可 能 で あ る。 ま

た,オ ン ライ ン ・サー ビス の シス テ ムに も,そ の シス テ ムの特 徴 が あ る。 そ の

特 徴 に つ い て の知 識 を持 つ こと もエ ン ドユー ザ とは,非 常 な負担 で あ る。

今 後,情 報 サー ビスは競 争 の時代 に入 る。 今 で も,文 献情 報 サー ビス に お い

ては,米 国 で は ロ ッキー ド情 報 サ ー ビス(LIS),SDC,BRS

(BibliogrophicRetrievalService)が 激 しい競争 を展 開 して い る。

経 済 デ ー タ とモ デ ル や企業 信 用 情報 等,多 くの サー ビスの競 争 の 中で,情 報 サ

ー ビスは産 業 と して の形 を備 え て行 くこ とで あ ろ う。

この競 争 は,サ ー ビス内容 と して の デ ー タの豊 富 さ,正 確 さ,信 頼性 と,サ

ー ビス機 能 と して の ソ フ トウェアの性 能 に お い て行 われ る。 機 能 の 向上 は,ど

うして も操 作 にお い て高 級 とな り,素 人 の扱 う範 囲 を越 えて行 く。 「誰 れ で も,

容 易 に 」とい う性 質 と同時 に,「 プ ロ向 きの 高 級 さ 」が併 行 して求 め られ る。

この こ とは,オ ン ライ ン情 報 サ ー ビスは 素 人 で も容 易 に使 え るデ ー タ と コマ ン

ド系 も用意 さ れ る反 面,情 報 処理 の専 門 家 に よって よ り高度 に 効率 よ く利 用 で

きる機 能 も用意 され る こ とに な る。

こ こに,新 しい企 業 が成 立 す る。 エ ン ドユ… ザに代 って,或 いは そ の 注文 を

受 け て,情 報 サ ー ビス を利 用 して求 め る情 報 を入手 した り,更 に加工 す る業 種

で あ る。・情 報 の供 給 者 は,主 と して国 家 機 関,学 会,大 規 模 な調 査 或 は 研 究 機

関 で あ り,そ の 流通 業 者 は 目下 の所,LISに せ よSDCに せ よ,Standard

Poorに せ よ,Dun&Streetに せ よ,大 規 模 の企業 で ある。 日本 で も 日本

科 学 処 理 情 報 セ ン ター(JICST),日 本 特 許 情 報 セン ター(JAPATIC)

の よ うな公 共 機 関,日 本経 済 新 聞 社 の よ うた 大 企業 で ある。 そ れ に対 して,情

報 の小 売 業 ない し,再 加工 業 は 目下 の所,米 国 に お いて多 く発生 して い るが,

比較 的 小 さ い企業 で あ る。 しか し,こ の よ うな業 種 が発生 して い る こ とは事 実

で あ る。

以 上 の よ うに,情 報 サー ビス を め ぐって,種 々の分業 が 成立 し,業 務 が細 分
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化 しつ つ あ る。1次 情 報 の 流通 に対 し,流 通 の た めの情 報,す な わ ち2次 情 報

の流 通 。 これ は更 に全 体 の動 向 を鳥観 図 的 に把 え る情 報 サ ー ビス(レ ビュー等)

や 更 に 多 くの情 報 サ ー ビス を生 む で あろ う。 また流 通業 と して も,コ モ ン ・

キ ャ リア と特 定 業 務 用 の ネ ッ トワー ク ・サー ビス と,情 報 サー ビスそ の もの と

い う3階 層構 造 の形成。 更 に,生 産,卸 売 業 的 流通 サー ビス と,小 売 業 ない し

再 加工 業 的 サ ー ビス の分業 形 成 。 等,い くつ かの角 度 か ら,そ の複 雑 な流通 機

構整 備 へ の動 きが 始 ま った こと を示 して い る。

物 の 流 通機 構 は,社 会 の,そ して経 済 の発 展 と共 に,社 会 の す みず み まで物

を流 す た めの実 に複雑 な形 態 を も ってい る。 そ して,そ れ は商 品 の種 類 毎 に,

実 に きめ 細 か く,人 体 の毛 細 血 管 や 神経 網 と も似 て デ リケー トに機 能 して い る。

恐 ら く,そ の全 容 を一望 の下 に把 え る こ とは不 可能 で あ る。 現在 の情 報 サー ビ

スは,と うてい,そ の複 雑 さ に及 ぶ もの で は ない。 しか し,次 第 に そ の複雑 さ

に近 づ き,恐 ら く追 い越 す で あ ろ う。 そ して,情 報 の流 通 網 が私 達 の社 会 生 活

の基 盤 とな り,政 治 も行 政 も経 済 もそ の上 に成 立 す る よ うに な るで あろ う。

4

1.5情 報 加 工 とサ ポ ー ト ・シス テ ム

デー タベ ー ス ・シス テ ムの 内部 情 報量

情 報 流 通 にお け る競争 は,1つ は 供 給 す るデ ー タの種 類,内 容 に よ る競 争 で

ある。 よ り良 く,=豊 富 に,よ り正 確 な,よ り信頼 性 の あ る,デ ー タ を供給 す る

こ とに よる競争 で ある。 も う1つ は,同 じデー タを供 給 す る と して も,よ り効

率 よ く,よ り容 易 に デ ー タを利 用 で き る,ソ フ トウ ェア ・ハ ー ドウ ェアの競 争

で あ る。 しか し最 近,デ ー タ を よ り良 く利 用 す るた め の デー タを作 成 す る情 報

加 工 が行 なわ れ て い る。

米 国 に おい て,LISと,SDCと,BRSと,LNMは,激 しい競 争 を展

開 して い る。LISは か つ て 自社 で開 発 し,NASAに 納 入 して そ の オ ン ライ

ン文 献 サー ビスに利 用 され ,欧 州 のESA/SDSに お い て も利 用 さ れ て,10

年 に ものぼ る利用 実 績 を持 つ オ ン ライ ン文 献 検 索 システ ム,DIALOGを 武

器 と して,情 報 サ ー ビスに乗 り出 してい る。SDCは,か つ て 自社 で 開発 し,

NLMのMEDLARSIIシ ス テ ム の 中の オ ン ライ ン検 索 部 分 に 使 用 して,こ

れ も・最 初 の 開発 着 手以 来,15年 の 実 績 を もつORBITを 用 い て.情 報 サー

●

♪
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ビスに 乗 り出 した。BRSは,ニ ュー ヨー ク州立大 学 に おい て ,MEDLARS

を含む オ ン ライ ン文 献 検 索 サー ビスSUNYか ら,Spin-offし た サー ビス

会社 で,IBMの 開発 したSTAIRSを 基 礎 とす る 自社 製 の検 索 シス テ ムに

よって,LIS,SDCに 数 年 遅 れ ての競 争 に参 加 した。

このDIALOG,ORBIT,そ してBRSが そ れ を原 型 とす る

STAIRSは,そ れぞ れ 特 徴 を もつ検 索 システ ムで あ る。 細 部 の仕 様 の違 い

に よる使 い かた や,細 部 に お け る機 能 の違 いは あるけ れ ど も,甲 乙 が つ け 難 い

シス テ ムで あ る。 そ して各 社 と も ・ハ ー ドウ ェアは 全 くの金物 と して扱 い ,ソ

フ トウ ェアはOSか ら 自社 で最 もサー ビス効 率 が良 い よ うに造 った もの で あ る。

そ の意 味 で,検 索 シス テ ム に お け る競争 は 殆 ど互 角 で ある。

この3サ ー ビス にNMLを 加 え て,4サ ー ビスは 供 給す る デー タの 内 容 には,

重 複 して い る もの もあ るけ れ ど,そ れぞ れ 特 徴が あ る。

NLMは,米 国 の 医学 図 書 館 の中心 と して行 な って い る,多 種 の業務 の た め

に造 る マス ター ・フ ァイ ル を,一 般 に対 して 自 らの オ ン ライ ン ・サー ビス に乗

せ る と共 に,MT形 式 で関 係 機 関 に供 給 してい る。 日本 では 日本 科学 技術 情 報

セ ン ター が ,唯 一 の供 給 を うけ て い る機 関 で ある。 これは 米 国 内 では独 占的 で

あ り,LIS,SDCで は 供 給 して い ない。 ただ しBRSは 例 外 で あ る。

LISは,科 学 技 術 か ら人 文科 学 に至 る まで,供 給 す るデ ー タベ ー ス の豊 富

さで他 を抜 い て い る。SDCは,デ ー タベ ー スの豊 富 さ では そ れ に 劣 るけ れ ど

も,特 許 情報 な どLISに ない デ ー タを供 給 して い る。BRSも,デ ー タベ ー

スの数 ではLISに 劣 るけ れ ど も,SUNY時 代 の遺 産 と して,NLMの 供 給

す るデ ー タベ ー ス を,オ ン ライ ン ・サー ビス に載 せ て い る。

この デー タベ ー スの種 類 に よる競 争 の外 に,次 第 に利用 者 の た め の情 報 利 用

を援 助 す るサ ポー ト ・シ ステ ムの 開発 に お け る競 争 が生 ま れ つ つ あ る。1つ の

例 を あ げ よ う。LISは,そ の持 つ デー タ ・ペー ス につ い て,そ れ を検 索 す る

た めに 用 い る キー ワー ドの リス トを,マ イク ロフ ィル ムで供 給 して い る。 これ

は,キ ー ワー ドを アル フ ァペ テ イ カル に配 列 し,そ の キー ワー ドを どの デ ー タ

・ベ ース 内の レ コー ドが もつ頻 度 の合 計 を デー タベ ース毎 に 表示 して ある 。そ

れ に 対 し,SDCは 同 じよ うな内容 を デ ー タベ ー ス化 し,オ ン ライ ン端末 に同

様 の 内容 を出 力 させ る コ マン ドを用 意 した。 また他 の例 で は,米 国 化 学 会 の 供
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給 す るデ ー タベ ース の サ ポ ー ト・シ ステ ム と してLISは,化 学 化合 物 をその

全 構 造 や部 分構 造 か ら検 索 す る システ ムを用意 した。 そ れ に対 しSDCは,数

年 遅 れ は したが 同様 の シ ス テ ム を,よ り包括 的 な化 学物 質 に つい て用意 して

LISと の対 抗 をは か った 。

これ らの シス テ ムの特 徴 は,単 に ソ フ トウ ェア の機能 を向上 させ るだ け で な

く,或 る デー タベ ー ス を よ り良 く利 用 す るた め に,そ の デー タベ ー ス内 の デー

タを利 用 した り,何 らか のR&Dの 結 果 を適 用 して新 しい デー タベー ス及 びそ

の ため の ソフ トウ ェ ア を作 成 して,そ の デー タベ ー ス の利 用 を サ ポー トしよ う

とす る もの で あ る。

デー タベ ー スの 中 の情 報 を利 用 して,そ の デー タ ベー ス を より良 く利 用 す る

シス テ ム を創 り出 す こ とが で きるの は,そ の デ ー タベー スに よる情 報 伝送 系 の

中に,そ の サ ポー ト ・シス テ ム を創 り得 る情報 量 が 内在 して い る こ とを示す 。

す なわ ち,そ の伝 送 系 の 中 の 内部 情 報量 で あ る。

シ ャノ ンに よる通 信理 論 に お い ては,通 信 系 を アル フ ァベ ッ トXと その 各 文

字 に割 当 て られた 確 率Pに よる完 全 事 象 系(X,P)に よって記 述 す る。 そ し

て,そ の完全 事 象 系 に よる最 大 伝送 容 可 能量 と,実 際 に 伝 送 され る情 報量 の差

で あ った。 そ の内部 情 報 量 を利 用 す る こ とに よって,如 何 に雑 音 に よ って歪 ん

だ信号 で あれ,そ れ を補 正 して忠 実 な る信 号 の伝 送 が可 能 に な る。 これ が シ ャ

ノンの符 号 化 の定 理 で あ る。 この 内部 情報 量 は,実 際 に 伝送 に用 い る信 号 の特

性 を知 って い る こ とに よって利 用 で きるの で あ る。 言 い か え れ ばそ の通 信 系 で

伝送 可 能 なす べ て の信 号 の中 で,実 際 に伝送 に用 い る信 号 の統計 的 特 性 に 関す

る知識 を,そ の信 号 を構 成 す る アル フ ァベ ッ トとそ の確 率 とい う確率 事 象 と し

て記 述 す る こ とに よって 雑音 に よる歪み を補 正 す る仕組みを記 述 す るの で あ る。

デー タベ ー ス ・シ ステ ムは,(1,D,V,P)で 定 ま る。 サ ポー ト ・シス

テ ムに は,そ の デー タ ・ペ ー ス の特 性 に関 す る知 識 を,別 の デ ー タベー ス と し

て記 述 した もの で あ る。 或 るデ ー タベー スの,キ ー ワー ドとい うデー タ エ レ メ

ン トの ヴ ァ リュー集 合 につ い て,各 キ ー ワー ドの デ ー タベー ス内使 用 頻 度 は,

どの キー ワー ドで探 す と,い くつ の レ コー ドが 検 索 され る か を教 え て くれ る。

ま た,論 文 を書 い た言 語 が 何 で あるか を示 す デー タ エ レメ ン トに おい て各 国 語

毎 の頻 度 と,特 定 の キー ワー ドの使 用 頻 度 とを組 み 合 わせ る こ とに よって,自
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分 の読 み得 る国 語 の 必要 分 献 を知 る こ とが で きる。 そ の数 が 出 力す る には,多

す ぎる な らば最 も新 しい数 ヵ月 内 に発 表 され た もの の数 と組 み合 わせ て,更 に

出力 す べ き もの の数 を減 少 させ る。、これ を実 現 す る た め には,デ ー タベー ス内

のす べ て の デ ー タエ レメ ン トの ヴ ァ リュー を対 象(1')と し,そ の 「ヴ ァ リュー

集 合 の 頻度 」とい うデー タ エ レ メン ト(D')に つ い て,0～1の 間 の実 数 の集 合

を ヴァ リュー集 合(V')と し,そ の デー タベ ー スの過 去 一 年 分 の 中 の各 ヴ ァ リュ

ー の使 用 頻度 を ,V'の 値 い とす る とい う規 則(f')と な って,新 しい デ ー タベ

ー ス(1'D'V'f')を 造 る こ とに よって,サ ポ ー トシス テ ムを構 成 す る こ

とが で き る。 そ して,そ の 新 しい デー タベ ー スに ア ク セ ス し得 られ る情 報 に よ

って もとの デ ー タベー ス を よ り良 く検 索 す るた め の ス トラテ ジー を立 て る ので

ある。

化 合物 に対 す る サ ポー ト ・シス テ ム の場 合 は,そ の デー タ ベー ス の表 層 的 な

情 報 だ け では サ ポー ト ・シ ス テ ムを造 る ことは で き ない。 化 合物 の 命名 法 や,

原 子 間 結 合 の法 則 に関 す る知 識 を利 用 す るの で あ る。 もとの 文 献情 報 に 関す る,

デ ー タベー ス の 中 に化 合 物 の 正式 名 を格 納 す るデ ー タ エ レメ ン トが ある な らば,

そ の デー タ エ レ メ ン ト内 の ヴ ァ リュー を利用 して,そ の化 合 物 の部 分構 造 か ら,

そ の部 分 構造 を もつ 化 合 物 に関 す る文 献 を探 す手 段 を造 る こ とが で き る。 そ の

た め には,も との デ ー タベ ー ス の中 に あ る化 合 物 名 を,化 学 の知 識 に よ って部

分 構 造 を表 わ す フ ラグ メン トに分解 し,そ の各 部 分 の 名称 につ いて 言語 学 上 の

知 識 を利 用 して屈 折 や音 韻 上 の変 型 を語 幹或 いは 標 準形 で表 現 し,そ の標 準 形

や語 幹 か ら,或 いは そ れ らの組 み合 わせ か らも との 化 合物 の全 名称 を求 め る こ

との で き る,新 しい デー タ ベー スを造 るの で あ る。 この こ とぱ,1つ の デ ー タ

ベ ー スの 内 部情 報 の 中 では ,そ の もつ ヴ ァ リュー を媒 介 と して,そ のヴ ァ リュ

ー に関 す る伝 送 系 の もつ知 識(す な わ ち,デ ー タベ ー スの構 成 者 及 び利 用者 の

もつ専 門 知 識)を も含 ん で い る ことに な る。 これ が,シ ャノ ン の符 号 化定 理 の

デ ー タ ベー スに よる情 報 伝 送 系 へ の拡 張 で ある。

1.6ネ ツ ト ワ ー ク

ー 構 造 の違 うフ ァイル間 の対 話 に向 け て

今 まで の議 論 を別 の角 度 か ら眺 め る ことに す る。 何 らか の デ ー タを用 い て処
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理 す る シ ス テ ム は,か つ て は,そ の ソ フ ト ウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 中 に フ ァ イ ル を

内 蔵 し た 。 デ ー タ ベ ー ス の 考 え 方 が 登 場 し,ソ フ ト ウ ェ ア と デ ー タ の 独 立 性 が

得 ら れ た に せ よ,そ し て1つ の ソ フ ト ウ ェ ア が,自 由 に 多 く の フ ァ イ ル に ア ク

セ ス で き る よ う に な っ た に せ よ,処 理 は そ の ソ フ ト ウ ェ ア の 中 で 行 わ れ る こ と

に は 変 り な い 。 こ れ は 図 式 的 に,図 の(1)の よ う に 表 わ さ れ る で あ ろ う。

(1) ①=◎ 一 ◎

そ し て,多 く の シ ス テ ム は,こ の 構 成 を も っ て い る 。

U

S

D

S

I

S

ユ ー ザ ー

処 理 シ ス テ ム

デ ー タ ベ ー ス

サ ポ ー ト ・シ ス テ ム

イ ン タ ー フ ェ ー ス

これ に対 す る サ ポー ト ・シス テ ムの 介 在 の し方 に は,い くつかのパ ターンが あ

り得 る。 次 の例 を想定 され た い。 シス テ ムが,或 る検 索 シス テ ムで あ る とす る。

デー タ ベー ス に は多 くの 種 類 の フ ァイ ルが あ り,そ の中 に化 学 物 質 に関 す る フ

ァイルが あ る。 化 学 物 質 は そ の名称 の 中 に含 まれ る,そ の物 質 の部分 構 造 を表

わす 部 分 に切 り分 け られ て お り,そ の 部 分構 造 毎 に イ ンバー デ ッ ド ・リス トの

インデ ック スが 立 て られ て い る。 ユー ザは,自 分 の 必要 とす る化学 物 質 に つ い

て,そ の 名前 でQueryを 発 す る。 化 学 物 質 の 名称 には幾 遍bか あ り,そ れ に

より部 分構 造 の表 現 も異 な る。 検 索 シス テ ムは,一 時 的 な もの で あ って,入 力

され たQueryは,'イ ンデ ックスと照合 し,ポ イ ン タに よ って それ を含 む レ コー

ドを呼 び 出す もの で ある。 ユ ー ザの入 力 した化 学物 質 名が,表 現 法 の違 い に よ

って,イ ンデ ックス 内 の表 現 と異 る時 は,検 索不 可 能 で あ る。

この 場合,こb問 題 を解 決 す る1つ の方 法 は,種 々の他 の表 現 法 か ら,デ ー

タベ ー ス 内の 表現 法 に デー タ を変換 す るア ル ゴ リズ ムを もつ サ ポー トシス テ ム

を造 る こ とで あ る。 検 索 シス テ ムは,入 力 さ れ たQueryが 化 学 物 質 に 関 す る

もの で あ る こ とを発 見 す る と,制 御 を サ ポー ト ・シス テ ム に移 す。 サ ポー ト ・

システ ムは,そ の アル ゴ リ ズムに よ って,入 力 され た化 学 物 質 名を,要 素 に分

解 し,各 要 素 を デー タベ ー ス内 表現 に変 換 す る。 そ して 質 問式 に組 み 立 て て,

検 索 シス テ ムに返 す 。 検 索 シス テ ムは,そ れ に よ って正 規 の検 索手 段 に よって

回答 を求 め,編 集 して 出 力 す る。

この サ ポー ト ・シス テ ムは,化 学 物 質 の名称 と構 造 に 関 す る化学 界 に お け る
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知 識 を,ア ル ゴ リ ズ ム の 中 に 体 化 し た も の で あ り,そ の 知 識 に よ っ て 検 索 ス ト

ラ テ ザ ー を 立 て る 仕 事 を,ユ ー ザ の 各 個 人 の 努 力 か ら解 放 し た も の で あ る 。 こ

の タ イ プ の サ ポ ー ト ・ シ ス テ ム は,図 の(2)で 図 式 化 さ れ る で あ ろ う。

(2) ◎◎
‖

◎

=①

これ に対 し,別 の例 を考 え て み る。 化 学 物 質 の場 合 は,そ の命 名 法 が 構 造 と

対応 す る よ うに シス テ マテ ィ ック に構 成 され てい るか ら,他 の表 現 か らの変 換

をア ル ゴ リズ ムに よって行 ない得 る可 能 性 が あ る。 しか し一 般 の用 語 では,そ

れ は不 可 能 で あ る。 一 般 の用 語 の中 に は 「内 閣総 理 大 臣 」と 「首 相 」,「 電 子

計 算 機 」と 「コ ン ピュー タ 」の よ うな同義 語,電 子 計算 機 を は じめ と して種 々

の入 力 機器 や 出 力機 器 な どを含 め た 「情 報 処 理 機 器 」とい う総 称名 等 が あ る。

デー タベ ー ス の 中 にお い て,種 々の事 象 や 事 物 に対 して,定 ま った名称 を与 え,

そ れ以 外 は使 用 しない とい う統 制語 方 式 を とる とす る と,ユ ー ザ には そ の 統 制

語 彙 に サ ク セスす る手 段 を与 え なけれ ば な らない。 この手 段 は,一 般 に

Thesaurusと い う名 で呼 ば れ て い るo

或 る シス テ ム では,検 索 用 デ ー タベー スは,比 較 的 少数(15,000語 程 度)

の統 制 語 で索 引 づ け られ て い る。 そ れ に 対 し,10万 語 に上 る 日常 に 使 わ れ て

い る語 よ り,対 応 す る統制 語 に参 照 が つ け られ て い る辞書 が 用 意 され てい る。

ユー ザ が検 索 システ ムに 日常 用 い られ て い る用語 で ア クセ スす る と
,そ の 語 は

辞 書 を通 して統制 され た語 に変 換 され,そ れ に よ って検 索 シ ステ ムの イ ンデ ッ

クス を参 照 す る。 このサ ポー ト ・シス テ ムは辞 書 デー タベ ー ス を持 ち,そ の 中

の エ ン ト リを用 い て 日常語 一 統 制 語 変換 を 行 な う。 この タ イ プは 図 の(3)に 図

式 化 され る。 この場 合 は,用 語 に関 す る知 識,す な わ ち日常用 語 の どれ が ,ど

の統 制 語 で 表現 され て い るか の知識 が ,自 動 辞 書 の 上 に体 化 して い る。
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(3) ◎

◎

◎
日
‖

㊦

=①

今 後 の情報 処理 シス テ ムは,よ ほ ど単 純 な もの を除 き,必 ず何 らか の サ ポー

ト ・シ ステ ム に よって支 え られ る こ とに な る し,ま た1つ の サ ポー ト ・シス テ

ムは ,い くつ か の シス テ ムを支 え る ことに な る。 所 謂Sofisticatedな シス

テ ム で あれ ば あ る程,そ れ を使 い こなす た め の技 巧 を,サ ポー ト ・シス テ ムの.

上 に体 化 して,非 熟練 者 に も効 率 の よい 使 用 を可 能 とさせ る の で あ る。

デ ー タベ ー ス産 業 が,或 程 度 発展 した時,そ れ ま で は 「デ ー タを供給 す る こ

と 」に お かれ て い た重 点 が,「 よ り使 い 易 くす る こと 」に移 り,そ れ ま では デ

ー タの種 類 や量 の競 争 で あ った ものが,サ ー ビス の競 争 に移 るで あろ う。 この

よ り良 い サー ビス,よ り使 い 易 い シ ステ ム を実現 す る ものが この サ ポー ト ・シ

ス テ ムで あ る。

1つ の処 理 システ ムにお い て,い くつ か の サ ポー ト ・シス テ ムの 援助 を うけ

る ケー ス は,す でに 多 くの システ ムに お いて 実 現 さ れ て い る。 そ して 技 術的 に

み て,実 用,普 及 の段 階 で あ ろ う。 これ に対 し,2つ(或 い は そ れ以 上 の)処

理 シス テ ム の問 い の会 話 の シス テ ムは,現 在 限 られ た範 囲 では 実現 して い るが,

技 術 的 に も,ま だ 多 くの解 決 しな け れば な らない 問題 を含 ん で お り,こ れ か ら

の問 題 と言 え よ う。

現 在 す で に現 実 的 な課 題 と して,巨 大 な フ ァイ ルの分 割 の 問題 が あ る。 多

くの記 録 を保 管 し,各 種 の情 報 処 理 業 務 や 情報 サ ー ビスに 素材 とな るデ ー タを

供給 し よ うとす る時,今 後 如何 に メモ リが安 価 に な り,大 容量 化 し.フ ァイル

・ア ク セ スが 高速 化 した と して も,1つ の ス トア レー ジ拠 点 にす べ て を集 中 す

る こ とは で き ない し,ま だ で きた と して も危険 で あ る。 この分 散 化 に は2つ の

方 向 が あ る。1つ は デ ー タベ ー ス の 中 に,階 層 を造 る方法 が ある。 例 え ば,収

録 デ ー タの年 次 で あ るか,利 用 頻 度 で あ るか,何 らか の基 準 に よ って序 列 を造

り,そ れ に よって 分散 す る。 い くつ か の 機 関 が共 同 してArchiva1を 造 り,

■

,
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自 ら機 関 には使 用 頻度 の 高 い 少量 の もの を残 し,大 部 分 の頻 度 の 少 ない もの を

Archivalに 移 す等 で あ る。

も う1つ は,デ ー タの種 類 に よ って保 管 を分担 す る方法 で あ る。 米 国 の

LISは,非 常 に多 くの デ ー タベ ー ス を,サ ー ビス ・メニ ュー に乗 せ て い る。

欧 州諸 国 でそ れ に対 抗 す るた めに,い くつ か の機 関 が種 々の デー タ ベー ス を分

担 して,そ れぞ れ の 検索 サー ビス に のせ て供 給 し,そ れ をEURONETと い

うネ ッ トワー クに よっ て互 に結 ぶ計 画 を立 て てい る。

ユー ザ は,特 に イ ン タ ラク テ ィブな処 理 の場 合,或 る1つ の処 理 シス テ ムを

呼 ぶ。 そ の シス テ ム との イ ン タ ラク シ ョンの 中 で,分 割 され た デ ー タベ ー ス を,

あた か も1つ の デ ー タベー ス で あ るか の如 く使 い た い とい う要 求 は,極 め て 自

然 で あ る。 一 方,分 割 され た デー タベ ー スは,そ れ ぞ れ管理 シス テ ムの管 理 下

に あ り,そ の管理 シス テ ム の上 に,検 索 ない し何 らか の処理 シス テ ムが あ る。

異 な る検 索 ない し処 理 シス テ ムの下 に あ るデー タベー スを,あ た か も 自己 の管

理 下 に ある かの 如 く使 用 で きる ため には,少 くと も,こ の2つ の検 索 ・処 理 シ

ス テ ムが 同型 で あ ることが必要 である。そ して,こ の2つ の下 に ある デ ー タベー ス

の構 造 が 同型 で あれ ば充 分 で ある。

検 索 オ ペ レー シ ョンが 同 型 で あれ ば,検 索 コ マン ドの外 部 表現 を変 換 すれ ば,

少 くと も同 じ構 造 の デー タに対 して同 じ検 索 が可 能 で ある。 す なわ ち,自 己 の

デー タ を分 割 して分置 す る場 合 か,同 じ設計 思想 を もつデー タ構 造 の シス テ ム

同志 で デー タ と共 有 す る場 合 に有 効 で あ る。 そ の意 味 で必 要 条 件 が あ る。 検 索

オ ペ レー シ ョンが 同型 で あ るた め に は,少 くと も2つ のデー タ ベー ス管理 シス

テム の デー タ操 作 言 語 の 中 の検 索部 分 の 外 部仕様 が一 致 して い る こ とが 必要 で

ある。 そ うす れ ば,一 方 の 検 索 シス テ ムの命 令 が,他 方の シス テ ム に翻 訳 可 能

で あ る。

デー タ構造 の一 致 は,同 じデー タを分 割 す る場 合 を除 き,一 般 に は非 常 に困

難 で あ る。 デ ー タ フ ァイ ルは,対 象1,デ ー タエ レ メ ン トD,ヴ ァリ ューV,規

則Pの そ れ ぞ れ の集 合 に よっ て定 ま る。

F=(1,D,V,P)・

この2つ の フ ァイルが,検 索 オ ペ レー シ ョンに おい てEquivalentで ある と

い うこ とは,
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(1,D,V,P)一(IlDlVlP,)

1=1,で'あ って ,PとP'の 間 に1対1写 像 が 成 立,そ のPに つ い てDとD:

VとVが 同型 で なけ れ ば な らない。 現 在 の所,デ ー タの生 産 ・加工 過 程 にお い

て標 準化 は まだ 進 ん で お らず,異 な る所 で造 られ るデ ー タは,Equivalent

では ない 。 か つ て,米 国農 務 省 図 書 館NationalAgricultural

Library(NAL)V(teViて,多 くの文 献 デ ー タベー ス を総合 して,農 業 関

係 の総合 デ ー タベー ス を造 ろ うと試 み た。 しか し,分 類,イ ンデ ク シン グの違

いか ら,そ の統 分 計 画 は 失 敗 した の で あ る。

デー タに お け る 品質 の概 念 の確立 と加 工 過程 の標 準 化 は必 要 で あ る。 しか し,

これ には 多 くの 問題 が ある。 科 学 技 術 に おけ る測定 デー タや単 純 な統 計 デ ー タ

の場 に は,品 質概 念 や 加工 の標 準 化 は容 易 で あ る。 しか し,意 味 内容 が 問題 と

な る文 献 デー タ や経済 ・社会 現 象 に関 す るデー タ にお い ては,非 常 に 困難 で あ

る。 この た め技 術 的 には 何 らか の便 法 が 必要 で あ る。

この解決 も,シ ス テ ム内 部 情報 量 を利 用 せ ざる を得 ない。2つ の処理 シス テ

ムの間 に イ ン ター フ ェー ス を お き,一 方 の命 令 が厳 密 には他 方 の命 令 と一致 し

な くて も,或 解釈 の下 に近 似 的 に翻訳 し,出 て きた結 果 に何 らか の補 正 を行 な

う方 式 で ある。 これ は一 種 の推 論 過程 で あ る。

推 論 シス テ ムは,人 工 知 能 の研 究 の中 で 古 くよ り行 なわ れ て きた。 そ して,

実験 室 的 規模 で単 純 な モデ ル に よる質 問 応 答が 試 み られ て きた。 そ の 中 で,自

動診 断 システ ムの 開発 や種 々の イ ンス トラク シ ョン ・システ ムの 中 で,少 しず

つ実 用 の場 面 を得 つつ ある。 推 論 には,命 題算 か述 語 算 を用 い て論 理 的 に前 提

か ら結 論 を求 め る論 理 的 推 論 プ ロセ ス と,確 立 モ デ ル を造 る こ とに よって,い

くつ か の可 能 な結 論 の 中 か ら,与 え られ た条 件 の下 で最 も確 か ら しい もの を選

ぶ とい うよ うな確 率 的 推定 プ ロ セス と,経 験的 な ルー ルの集 合 を造 り,そ の適

用 に よって結 論 を求 め る規 則 適 用型 プ ロセ ス な どが あ る。

異 な る デー タ構 造 間 で の交 信 は,純 然 た る論理 的 推 論 では ない。 相 互 のデ ー

タ構 造 とそ の違 い に つ い て の知 識 が,変 換 にお け る規 則 に体 化 され るか,双 方

のデ ー タ利 用 者 の 行動 に 関 す る,語 用 論 的 な知 識 か 確率 モ デ ル の上 に体 化 しな

けれ ば な らな い。 現 在 まだ,こ の よ うな デー タベー ス間 で の デ ー タ交換 に お け
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る推論 シス テ ムは まだ で きてい ない。 しか し,近 い将来 この方 向 での シス テ ム

の分析,モ デ ル ケー ス の作 成 ・運 用 が切 実 な課 題 と な るで あ ろ う。

この タ イ プの 処理 の 流 れ は,図 の(4)に モ デ ル化 され る。

① 三= =〔D:SS〕

1
●

S2=〔D:SS〕

図(4)

と こ で 〔D:SS〕 は,各 処 理 シ ス テ ム に お け る デ ー タ ベ ー ス 及 び,サ ポ ー ト

・シ ス テ ム の タ イ プ か
,(1)～(3)の い ず れ で あ っ て も よ い こ と を 示 す 。 オ ン ラ イ

ン ・ア ク セ ス の 場 合 は(4)の 形 を と る け れ ど も,RJEま た は,オ ー ダ ・エ ン ト

リ ・シ ス テ ム に お い て は,図 の ⑤ の 型 も あ り得 る 。 さ らに,こ の5つ の 型 の 種

々 の 複 合 も 当 然 考 え ら れ る 。

、

〕SSD〔

〕SSD〔

㊤
ー
。
ー
㊤

〉

＼

図
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2わ が国における産業情報流通の実態 と今
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●

2わ が国におけ る産業情報流通の実態 と今

後の組織化の方向性

日本経 済 の急速 な発 展 に伴 って,国 家 戦略,企 業 戦 略 に 関 して も従 来 に ない

全 く新 たな パ タンの 対応 が 必 要 とな って きた。 国 家 戦略 に つ いて言 え ば ,従 来

の東 西問 題,南 北問 題 に 加 え て,西 側 先 進諸 国 内 に お け る新 た な あつ れ きの 問

題 が 生 じ,日 本 は,い や が 応 で も,米,独 と並 ん で,自 由経 済 社 会 の 指導 的役

割 を担 わ ざる を得 な い 状況 に な って きて い る。

企業 戦 略 に つい て も,高 度 成 長 期 後半 に生 じた公 害 問題 等 の社 会 的 責 任 問題

が増 々大 き くな る と ともに,海 外 に お け る活動 の活 発 化 に よ って,従 来 か らあ

る,立 地問 題,雇 用 問題 等 を,国 際 的視 野 で と らえ て ゆ く必要 が生 じてきている。

この ような傾 向 は,全 体 的 に と らえ れ ば,国 家 と しての 日本,あ るい は,個

々の企業 活動 の与 え る イ ンパ ク トの増 大 とい う こと で あ り,ま た別 の意 味 では,

方 針決 定 に際 して考 慮 す べ きパ ラメー タの増 加 とい うこ とで もある。 今後 日本

は,外 交的 に も全方 位 外 交 を基 本 と し,経 済 的 に も,全 方位 的 で あ ら ざる を得

な い こ とを勘案 す ると,内 外 の情 報 の適 確 な把握,正 確 な 分析 能 力は ,国 家戦

略,企 業 戦 略 の基 本 とな るべ き もの で ある と言 え る。

本章 では,現 在 企業 活動 に お いて どの よ うに,外 部 情報 が利 用 され,今 後 ど

の よ うに再編 成 され て ゆ くべ きか 一 とい う点 を 中心 に述 べ る。

Z1企 業が 必 要 とす る外部 情 報 の種 類

企業 が必 要 とす る情 報 は,業 種 に よって か な り異 なる様 想 を呈 す る と考 え ら

れ るが,代 表 的 な例 と して,工 作 機 械,自 動 車,金 融 の各 業 界 が必 要 とす る外

部情 報 の調 査結 果 を表2.1に 示 す。 これ に よれ ば,各 企 業 は,当 然 の こ となが

ら同業 他 社 の 動 きに関 す る情報 を最 も欲 して お り,次 い で 関連 業 界 の受 注 ・生

産 ・出荷 動 向 ・設備 投 資 の情報 を必 要 として い る。 業 界 情報 の うちで も,特 に

重要 度 の高 い もの は,業 界 ・関連 業 界 の統 計 ・業 界報 道,海 外 業 界動 向 な どで

あ り,こ れ らが 業 界 諸 等 に対 す る需要 の根 底 とな ってい る。

この よ うな情 況 は,大 企業 にか ぎ らず,中 小 企業 で も同様 で あ り,表2 .2に

示 す よ うに需 要 予 測,所 属 業 界 の動 向,原 材 料,製 品 の価 格 動 向 等 の情 報 に高

い関 心 が示 され て い るσ
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2.2外 部情 報 の入 手 方 法

企 業 に おけ る外部 情 報 の 入手 は,フ ォーマ ル ・チ ャネ ル を利 用 す る方法 と イ

ン フ ォー マル ・チ ャネルを 利 用 す る方 法が ある 。 フ ォー マ ル ・チ ャネ ルを通 じ

て得 る情報 は,経 済,社 会,政 治,技 術 に関 す る一 般 環境 の情 報 と海 外 の情 報,

及 び業 界 関連 の情 報 で あ る 。 これ らは 主 に官 公庁 や業 界 団 体,経 済 団体 連合 会

等 の情 報 チ ャネ ル と マ ス コ ミに よって流通 して い る。 これ らの流 通 チ ャネル は ・

公共 性が 高 い もので あ り,企 業 の情 報 収集 能 力 とは,無 関係 に存 在 す るもの で

あ る。 した が って企 業 の優 劣 の差 は,情 報 の加 工,分 析 能 力 とい った点 に左 右

され る。一 方 イン フ ォー マル ・チ ャネル で流通 す る情 報 は,機 密性 が 高 く,同

業 他 社 や競合 企 業 の動 向 を示 す もの とか,業 界 の 情報 あ るい は政府 施策 に関す

る ご く一 部 の情 報 に 限 られ る と考 え られ る 。 これ らは一 般 に企 業 や業 界及 び政

治機 密 に属 して お り,公 表 され得 な い もの,及 び期 日が遅 れ て 発表 され る もの

で ある 。 した が って情報 源 は,同 業界 内の 企業,系 列化 した企 業集 団,特 定 官

庁 や 業 界団 体等 に限 定 さ れ,会 議 や 委 員会等 に よる フ ェース ・ッ ウ ・フ ェー ス

に よ って流 通 す る 。企 業 は,こ れ らの チ ャネル を相 互補 完 して活 用 して お り,

そ の有 効活 用 の 如何 が,企 業 間 の優 劣 に 直接影 響 を及 ぼ す と考 え られ る。

情 報 入手 の依 存機 関 は,表2.3に 示す よ うに業 界 団体,業 界 企 業,報 道 機 関,

官公 庁 な どが 大 きな パ ー セ ンテ ー ジを 占め てい る。

●

◆

2.5情 報 提 供 先 の実 態 と問 題 点

前 節 で述 べ た ように,現 在 外 部 情報 の提 供先 と して,機 能 して い るの は,官

公 庁,業 界団 体,金 融機 関,報 道 機 関 な どで あ り,以 下 それ らの機 関 の実 態 と

内在 して い る問題 点 につ い て述 べ る。

●

2.5.1官 公 庁

(1)特 徴

官 公庁 は統計,資 料,文 献 等 の 膨大 な情 報 を保 有 してい る上 に,政 策 主体 で

あ るか ら,官 庁 情報 は計 画 業 務 情 報 と して最 も多 く使 用 さ れ,か つ 信頼 性,使

用 料 金 にお い て も,大 体 満 足 さ れ てい る もの と言 え よ う。 しか し省 庁作 成 の一

次情報 の流通 は,会 計上 ・制 度 上 そ の問題 に よ り省庁 独 自で は不 特 定 多数 者 へ

の提供 は行 なってお らず,各 省庁 の外郭団体 を窓 口として行 なっているのが実態 である。
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表a1工 作機械工業,自 動車工業,金 融業 の必要 とする外 部情報

1

業界 業 界 の 特 徴 `必 要 と す る 情 報 情報に対する臨 点
1・ 設備投資依存産業 1.長 期経 済 見通 し 1.適 時 性

工 作 機 械 は マ ザー ・マ 2情 報の入手 を必要 とする産業分野

工 シ ンの性 格か らあ らゆ る ① 自業界 2情 報量
作
機

産業の動きと関連 してい ② 「般産業用機械工業

械
るo ③ 自動車工業 3非 公開性

工 ④ 鉄鋼業
' 業 2固 有の技術水準が高い ⑤ 電気機器業 4.客 観性

爺 産業であるo ⑥ 造船業

社
労働集約産業 a必 要な情報

を 上記業界の設備投資動向,受 注 ・
θ

調 生産 ・出荷販売在庫動向,製 品開発

套 動向,金 融動向,要 員物流計画の順

に重要な情報である。

,

1.総 合 産 業 1.長 期 経済 見通 し 1.非 公 開性

2ア セン ブ リ産 業 2イ ンタナ シ ョナル な情 報

3関 連産業が広範囲で多 3資 源 エネルギー情 報 に関 す る情報 2客 観性及び信頼性
自 岐 に わた って い る。 4.情 報の入手 を必要とする産業分野

動 ① 自業界 a出 所,前 提の明確化

車 ② 鉄鋼業
工 ③ 石油製品業
業 ④ 輸送業
( ⑤ 商 業
8 ⑥ 建設業
社 ⑦ ゴ ム ・窯業

を ⑧ 電動機 ・発電機業
調 ⑨ 海 運
査 ⑩ 化学工業
) 5必 要な情報

1

上 記業 界 の 「受注 ・生産 ・出荷 動

向」,「 設備投資動向 」が特に重要

な情 報 であ る。

1

1.金 融業の動向が産業界 1.融 資額 の多 い業 種 につ い て,情 報 1.非 公開 性
41

に与える影響はきわめて の必要度が高い。

i

金 大きく,逆 に金融業が外 2他 行同業についての情報の必要度

|

融 部経済環境から受けるイ が 高いo

・
業 ンパ ク トも他産 業 に 比較 a業 界動向の把握,当 該企業の安定

譲 して は るか に大 で ある。 性 ・成長性に関する情報の必要度が

行 なお,本 業 に付随 して
占
高 いo

● 次の業務活動がある。
11

① 国内経済見通 し
社
を ② 海外経済見通し

調 ③ 国内消費動向

査 ④ 各産業設備投資動向
)

⑤ 主要産業一般動向

⑥ 賃金 ・物価動向

⑦ 為替相場動向

(出典)「 経 営 情報 調 査 報告 書(VI)」 日本 情 報処 理 開発 セ ン ター1974.3
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表2.2中 小 企 業 で必 要 とす る経営 情 報 一上位10項 目一

(単 位%)

埼 玉(1972年10月) 三 重(1973年8月) 大 分(1973年10月)

需 要 予 測 ・見 通 し 72 75 56

所 属 業 界 動 向 67 77 56

原 材 料 価 格 動 向 60 80 66

製 品 価 格 動 向 60 78 58

加 工 技 術 59 62 (43)

労 働 賃 金 59 66 51

品 質(製 品 ・素 材)管 理 57 64 (43)

販 路 56 60 44

景 気 動 向 ・見 通 し 55 64 52

省 力 機 械 52 (58) (43)

原 材 料仕入先業界動向 (49) 72 59

金 融 事 情 (42) 60 45

中 小 企 業 向 融 資 制 度 (37) (59) 44

(出典)埼 玉県商工部中小企業総合指導所 「本県中小企業(製 造業)経 営上の必要情報:昭 和

47年 度 中小企業経営上の必要情報調査結果 」1973

三重県商工労働部中小企業指導課 「三重県の中小企業(製 造業)は どのような情報を

望んでいるか:昭 和48年 度 中小企業経営上の必要情報調査結果から」1974

大分県中小企業振興会議情報部会 「情報アンケー ト調査報告書 」1974
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表2.3業 界企業の情報入手機 関依存度

(単 位:%)

情報提供機関

業

界
団

情報の種類 体

業

界

団

体

官

公

庁

金

融

機

関

報

道

機

関

調

査

研

究

機

関

業

界

企

業

系

列

企

業

集

団

各

種

国

際

機

関

活 動 情 報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

36

28

59

19

12

4

2

1

0

9,

13

10

5

9

2

12

21

15

6

7

20

4

4

0

価 格 情 報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

30

20

24

0

0

0

5

0

0

15

10

24

10

30

5

20

40

13

0

0

0

0

0

0

流 通 情 報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

21

17

37

7

17

10

0

0

0

17

33

17

3

8

3

21

16

13

21

8

0

0

0

0

供 給 家 情 報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

29

22

36

17

22

45

5

0

0

10

0

18

7

0

0

12

44

0

5

11

0

5

0

0

需要家生産情報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

25

30

33

16

20

33

9

0

0

15

10

11

7

15

0

13

20

11

4

5

0

4

0

0

需要家一般情報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

12

23

15

4

2

10

4

0

0

26

13

24

12

13

7

9

24

24

16

9

0

2

6

0

製品 ・技術情報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

17

20

25

3

0

0

3

0

0

22

16

18

15

8

9

18

37

22

14

8

0

1

4

0

経済環境情報 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

9

11

20

28

35

27

14

7

0

22

26

24

5

7

0

1

3

10

2

3

0

3

7

0

平 均 軽 金 属 協 会

化 繊 協 会

製 紙 連 合 会

224

21.4

31.1

11.8

135

161

53

0

0

170

150

1&2

&0

1L3

a2

1a3

256

135

11.0

50

0

24

26

0

全.平 均 25.0 138 1.8 167 7.5 1τ5 53 1.7

(出典)「 業 界団 体 を中 心 とす る情 報 流通 シス テムの プ ロ トタ イプの 開 発 」

機 械 振 興協 会 1973.3
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⑦ 官庁情報 の流通窓 口機関

ω

①

②

㈲

省庁作成情報の提 供窓口機関

省庁 図書館 及び国 立国会図書館な どの官公庁図書館

社団法 人 ・財 団法 人な どの省庁関係外郭団体

専門分野情報の提供機関

日本 科学技 術 情 報 セ ン タ ー,日 本 貿 易振 興 会 な どの よ うに専 門分 野の 情 報

を収集 ・蓄 積 し独 自で提 供 を行 な ってい る外郭 団 体

(c)個 別 調 査研 究 所 外郭 団 体(約3,000)

(a)及 び(b)を 除 く外郭 団 体

④ 官庁 情報 の流通

図2-1に 省 庁 流通 の しくみ を示 す 。 これ らの流 通 パ タ ー ンは次 の ケー スに

分 類す る ことが で きる 。

ケ ース①:各 省庁 → 個 別 省庁 的 情報 提 供機 関 → 利 用者(会 員)

ケー ス②:各 省庁 → 大蔵 省 印刷 局(政 府刊 行 物 サ ー ビス セ ン タ ー)→ 利 用

者(不 特 定)

ケ ース③:各 省 庁 → 全省 庁 的情報 提 供機 関→利 用者(会 員)

ケー ス④:各 省 庁 →個 別省 庁的 情報 提供 機関 → 全国 官 報 販 売協 同組 合(→

政 府 刊 行 物 サ ー ビス ・ス テ ーシ ョンお よび セ ン ター)→ 利 用者

(不 特定)

省庁 作 成情 報 の概 要 につ い て 次 に説 明す る。

(a)白 書 類

ケー ス②,④ の ル ー トで提 供 ・販 売 され る。

(b)統 計 報 告書

統 計報 告書 の提 供 ル ー トは ケ ース①,②,④ で あ る。

統 計 を指 定,届 出,承 認 とい うカテ ゴ リーで 「現 行統 計 調査 総 覧 」(行 政 管

理 庁 行政 管 理 局統 計 主 幹)を み る と指 定統 計 に 関 して はそ のほ とん どが公 表 さ

れ てい るが届 出,承 認 統 計 に お い ては公 開 の もの と非 公開 の もの とが あ る。な

お,統 計情報 自身 が持 つ 問 題 点 と して 次 の事 が 指摘 され る 。

① 公 表の 遅 れ ……官 公 庁 が公 表 す る統 計 は 一 般的 に タ イ ム ・ラグが大 き く,
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図2.1省 庁 情 報流 通 の し くみ
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調 査 か ら数 ケ月 ～3年 後 に公 表 され る もの が多 い。

② 分 類 区 分 が不 適 当… …一 般 に分 類 区分 に つ い ては ⑦ 分類 区 分 が現 状 に即

して い ない,④ 統計 間 で統 一 が とれ てい ない,◎ 公 表 され る分類 が粗 す ぎる,

の3種 類 の問 題 が あ る。

③ 時系 列 の喪 失 … …各 種統 計 の共 通 な基 準 に な って い る 「日本 標 準 産業 分

類 」が しば しば改 訂 さ れ る ことが 多 く,そ の た めの 統計 の時 系列 性が失 われ た

り,あ るいは 個 別 の統 計 に独 自の産 業 分 類 が作 成 され ていた りす る。すなわち,分

類 の 統 合,移 動,分 割 を行 う必 要 が あ る。

(c)調 査研 究 報 告書

調 査研 究報 告 書 は,ケ ース①,③ の ル ー トで提供 され て い るが,い か な る調

査 研 究 が な され て い るか,い か な る調査 研究 報 告書 が作 成 され て い るか を ほ と

ん どの機 関が 把握 して いな い(行 政 が 縦 割 りの結果 で ある)。

(d)年 鑑 ・総 覧 ・名 鑑 ・人 名鑑,六 法類,雑 誌 類,そ の他

これ らは,省 庁外 郭 団 体,民 間 出版 社 な どが主 と して編 集 し,省 庁 が 監 修 と

い う形 態 で流 通 して い る。

② 統 計 情報 デー タベ ー ス化

省 庁 は,統 計 関係法 令 に基 づい て各 種 の統 計 デ ー タを収集 してお り,代 表 的

な 資料 の 磁 気 テー プ化 の状況 は表2-4の とtoり で あb,磁 気 テ ー プの販 売,

貸 出の 便 宜 をは か っ て い る省庁 は総理 府 統 計 局,大 蔵 省,通 産 省 の3省 の み で

あ る。 現 在 これ ら3省 につ い て は積 極 的 に 統計 資 料 の 磁気 テー プ化 を進 めてts

り,他 省庁 と比 較 す る と進 歩 的 で ある。この他のにも内 部的 に磁 気 テ ー プに よる

販 売 ・貸 出 を検 討 して い る省 庁 も あるが,ほ とん どの 省庁 は閉 鎖 的 で あ る。

省庁 作 成 の1次 情報 の流通 は,各 省庁 の 外 郭 団体 を窓 口 と して 行 われ て い る

こ とは す で に述 べ た と お りで あ るが,こ れ らの外 郭 団体 と磁気 テー プの貸 出の

有 無 を表2-5,表2-6に 示 す。

③ 情 報 提 供機 関 と しての 問題 点 及 び 今後 の動 向

政 府 省 庁 の情報 は,一 般 に マ ク ロ情報 に片 寄 り,各 種統 計 ・資料 の発 表 が 遅

く,速 報 性 に欠 け て い る。 また情 報 レベル,年 計 年 度,業 種 分 類 な どの考 え方

が統 一 され ず,公 表 さ れ て い る諸統 計 な どは 必 ず しも企業 が使 い易 い形 に ま と

め られ て い な い。 そ のた め企 業 は さ らに細 部 の 情 報 を必 要 とす る場 合 が 多 く,
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表2.4現 在磁 気 テ ー プの販 売 ・貸 出 を行 ってい る資料

資 料 名 省 庁 名 取 り 扱 い に 関 し て の 情 報

日本統 計 協 会 に て昭和45年 メ ッシ ュの み79本 で

総理 府 統 計

国 勢 調 査 報 告 228万5千 円,昭 和50年 に つ い て も47本 作成

総理府統計局
される予定

事業所統計調査報告 〃

'

昭和50年 分について作成される予定

通 商 産 業調査 会 におい て昭和45～50年 まで の分

工 業 統 計 表 通 産 省 に つい て各年 次,各 線毎 に1本4万 円に て販 売 して

い るo

一

上 記調 査 会 に おい て,毎 月工 業 出荷 テ ー プ と して1

生産 ・出荷 ・在庫 ・統 計 〃 本4万 円 にて販 売 して い る。 この 他産業 関連表 も50

本 有 り各4万 円 で販売 してい るo

商 業 統 計 表 〃 上 記,調 査 会 に おいて,テ ー プ作 成 の 計画 有 りo

特 定 の 申請 用紙 に空 テー プを添 え て 申請 し.1巻2

日 本 貿 易 月 表 大 蔵 省 万5千 円の コ ピー料 を納 入す る ことに よっ て,毎 月,

輸 入 ・輸 出の テー プ を購 入す る ことが で きるo
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表2.5省 庁 の磁気 テ ー プ作成 状況

著 名 関 連 団 体 名 磁 気テープ作成 販 売 ・貸 出

1. 総 理 府 統 計 局 日本統計協会 ○ △

2. 自 治 省 一 ○ ×

3. 運 輸 省 (財)自 動車検査登録協会 ○ X

(社)日本自動車販売協会連合会

(社)日 本自動車会議所

4. 農 林 省 農林統計協会 ○ ×

5. 労 働 省 一 ○ △

6. 文 部 省 一 ○ ×

7. 厚 生 省 厚生統計協会 ○ ×

8. 大 蔵 省 一 ○ ○

9. 国 税 庁 一 ○ ×

10. 法 務 省 一 ○ ×

11. 郵 政 省 一 × ×

12. 通 産 省 (財)通 商産業調査会 ○ ○

13. 建 設 省 建設物価調査会 ○ ×

14. 経 済 企 画 庁 一 ○ ×

15. 日本銀 行 統 計 局 日本信用調査株式会社 ○ ×

16. 日 本 放 送 協 会 日本放送出版協会 ○ ×

(注)販 売 ・貸 出 し

○

△

X

販 売 ・貸 出 して い るo

〃 予 定 あ り。

"し ないo

磁 気 テ ー プ

○

×

磁 気 テー プ有

〃 無
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表2.6主 な統 計 情報 と磁 気 テ ー プの作成 状況(そ の1)

⌒ 需要調 磁 気 テ ー プ 作 成 情 報
1

機 関 名 資 料 名
辮

テー プ テ ー プ
(総 理 作 成 販売貸 テープ販売 ・貸出に関しての情報

方 法 府%) 有 無 出有無

総理府統計局 国勢調査報告 魎 57 有 有 各 テ ー プは 中央官 庁,地 方'

住宅統計調査報告 〃 16 〃 無 公共団体,政 府関係機関へ

就業構造基本調査報告 〃 12 〃 〃 は,無 償 で貸 出 しを して い

労働力調査報告 〃 12 〃 〃 るが,民 間 団 体へ は 貸 出 し

事業所統計調査報告 〃 23 〃 有 を行 って い ないoた だ し国

家計調査 〃 30 〃 無 勢調 査 の 昭和45,50年 の

消費者物価指数 〃 21 〃 〃 メ ッ シ ュ につ い て は,日 本

全国消費実態調査報告 〃 14 〃 〃 統 計協 会 に て販売 してお り,

貯蓄動向調査報告 〃 5 〃 〃 昭和45年 分 につ い て は79

本228万5千 円,50年 分

につ い ては47本 販 売す る

予定であるが,価 格は未定o

また50年 分 の事 業 所統 計,

も販売する予定有。

自 治 省 各選挙結果 ⌒ 一 有 無 一 切 の テ ー プは情 報 管理室

公共施設状況調査 〃 一 〃 〃 か らの持 出 しは禁 止 とな っ

地方財政統計 〃 一 〃 〃 て い るo

住民基本台帳人口世帯数表 〃 17 〃 〃

運 輸 省 陸運統計年報 手集計 4 〃 〃 各官庁,地 方公共団体から

新車 自動車登録台数 姦 機械
一 〃 〃 の要請があった場合のみ貸

保有車両数統計 〃 一 〃 〃 出しを行い,民 間団体等に

航空輸送統計年報 〃 一 〃 〃 は 一 切 貸 出し を行 っ て いな

内航船舶輸送統計年報 〃 一 〃 〃 いo

私鉄統計年報 〃 一 〃 〃

農 林 省 農林省統計表 〃 一 〃 〃 官庁関係の機関には貸出し

農林水産統計月報 〃 一 〃 〃 を行 って いるが,民 間団 体

農家経営調査報告 〃 11 〃 〃 等へは一切貸出しは行って

世界農林業センサス 〃 一 〃 〃 い ないoま た,今 後 も,民

農業 セ ンサ ス
〃 13 〃 〃 間団体への貸出しは考えて

漁業 セ ンサ ス
〃 4 〃 〃 い な いo

労 働 省 労働統計年報 〃 一 縮 〃 貸出しは官庁間以外は行 っ

毎月勤労統計調査報告 〃 14 〃 〃 て い ないが,近 い将 来 に テ

賃金構造基本統言1謂★蛆 ロ
〃 5 〃 〃 一 プ販売 等 を行 い た い と考

雇用保険事業年報 〃 一 〃 〃 えて いる○

文 部 省 学校基本調査報告書 〃 12 有 〃 一切外部には公表 していな

社会教育調査報告書 〃 一 〃 〃 馬

地方教育費の調査報告書 〃 一 〃 〃
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表2.6主 な統 計 情 報 と磁 気 テー プの 作 成状 況(そ の2)

⌒ 需要調 磁 気 テ ー プ 作 成 の 情 報

撚
機 関 名 資 料 名 テ ープ テー プ

(総理 作 成 蹴 テープ販 売・貸出に関 しての 情報

方 法 府%) 有 無 出有無

厚 生 省 人口動態統計 … 22 有 無 各種統計類は個表のみテー

医療施設調査 ・病院報告 〃 一 〃 〃 プ に入 力 され てい るo結 果

衛生行政業務報告 〃 一 〃 〃 表 は テ ー プで 作成 され て い

国民生活実態報告 〃 5 〃 〃 な いo

社会福祉行政事業報告 〃 一 〃 〃

水道統計
手 ・機械
処 理

一 一部有 〃

国民健康保険事業報告 手 集計
一 無 一

大 蔵 省 日本貿易月報 = 22 有 有 1巻25万 円,作成期間は1ク月後

国 税 庁 国税庁統計年報書
手集計
こ

一 縮 無 一 切公 表 しな い

法 務 省 出入国管理統計年報 = 一 有 無 他官庁にも公表 しない

郵 政 省 郵政統計年報
手・機械
処 理

一 無
綱 無 保険年金編をのぞいて,す

べて手集計

通 産 省 商業統計表 〃 28 有 編
工業統計調査 〃 35 〃 有 4万 円/1年 分,1巻

通産統計 〃 20 〃 綱 産 業 関連 表 も50本 有 り,

百貨店販売統計 〃 8 〃 無 4万 円/1本 順次機械処

生 産 ・出荷 ・在庫 統 計 " 21 〃 有 理を行い,販 売する予定

資 源 ・エ ネル ギー統 計
〃 一 〃 無 4万 円/1本

建 設 省 建築統計 〃 20 〃 〃 原 デ ー タの み,テ ー プ化 さ

道路統計年報 ρ 4 〃 〃 れ結果はテープに作成され

全国市町村面積調査報告 〃 一 〃 〃 てい ないo

経 済 企 画 庁 消費者動向予測調査 手集計 14 一 一 経済指標を中心にテープに

日本経済指数 … 21 有 無 格 納 され て いるが,販 売 ・

国民所得統計年報
手 ・機械
処 理

14 〃 〃 貸 出は 一切 行 っ て い ないo

国富調査 〃 9 〃 〃

日 本 銀 行 経済統計年報 手 集計 一 一 一 統計資料は外部に委託 して

統 計 局 都道府県別経済統計 〃 一 一 一 い るた め,内 部 で はほ とん

物価指数年報 〃 一 ㎜ 無 ど手計 算 で行 っ てい る。 ま

たテープは一切外 部 に販 売 ・

貸 出 を行 っ てい ないo

日本放送協会 国民生活時間調査 ⌒ 有 無 テープの販 売は行っていなし～

(注)「 統 計 デ ー タバ ン クに関 す る調 査研 究 」の需 要調 査 結果 に よ るo
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そ の場 合 に は,で きる だ け原 始 デ ー タの供 給 を望 む 声 が多 い。 す なわ ち,次 の

よ うな問 題 点 が ある。

① 各 省 庁 で の デ ー タの収集,蓄 積が 必ず しも整 備 され て い な い。

② 民 間 へ の 提供 体 制 が不 備 で,民 間 への 開 放 につ い て意識 が薄 弱 で ある。

③ 行政 が 縦割 りの た め,省 庁 間の 情 報交 流 が 円 滑 に行 わ れ る省 庁 間 の デー

タ処 理 の標 準 化 や 交換 のた め の シス テ ム化 が は か られ て い ない。

2.5.2業 界 団 体

(1)特 徴

我 国 の業 界 団体 は,主 と して業 界 を とりま とめ て ゆ く内 部調 整 機 能 と対 外 的

な折 衝機 能 を発揮 して お り,そ の ため に,委 員 会活 動 を軸 と した 統計 調 査,そ

の他 の 情報 の収 集,配 布,機 関誌 の刊 行 な どを行 う他,規 格 管 理検 査 や,展 示

会 な どの 共 同化 も推 進 してい る。 この なか で も情報 活 動 が大 きな柱 と な ってお

り,そ の 比 重 は,今 後 ます ます,増 大 してい くと思 われ る。 これ らの 情 報 活 動

の概要 を,以 下 に述 べ る。

⑦ 情報 の種 類

(a)数 値 情 報

業 界 団体 は,そ の 業 界 の動 向 の定量 的 把 握 の ため に何 らか の 統 計調 査 を行 っ

て い る。 経 団連 の 「民 間 統計 調 査 資料 一 覧 」に よる と約280の 団体 が この よ う

な作 業 を行 ってい る。

統計 の 主た る項 目と しては,業 界 の生 産,販 売,在 庫,貿 易,設 備,労 務,

経 理等 ル ー チ ン ワー ク に密 着 した ものが 多 い。

(b)文 章 情 報

業 界 団体 は文 章 情 報 を 各種 の情 報源 か ら入手 して お り,そ の 内 容 は広 範 囲 に

わた って い る。 多 くの場 合,そ れ らを組 合 わ せ た り,統 計 を併 用 す る こ とに よ

って業 界全 体 の 観 点 か ら分析 が 加 え られ,資 料 や刊 行 物 の形 で配 布 され て い る。

ω 情 報 の特 徴

業 界団 体 が取 り扱 う情 報 は,一 般 的 な経 済 ・社 会 の 動 きを示 す マク ロ情 報 と

企業 レベル の個 々の動 きを示 す ミク ロ情 報 の間 に位 置 す る もの で,企 業 の依 存

度 が高 い。 この よ うな業 界団体 が提 供 す る情 報 につ い て 次 の二 つ の特 徴 を指 摘
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で きる。

(a)情 報 の 半 公開 性

業 界 団体 の作成 す る情 報 の公 表 は,業 界団 体 の構成 会 員 に限 られ る ものが 多

い。 一 方 会 員外への配布資料は,会 報,機 関誌 の形 で流 通 して い るが,そ の部 数

は 少 ない。 ま た 刊 行 物 に な る と 一 般化 して価 値 が な くな るの で,重 要 情報 は

刊行 物 に な らな い と言 え る。

(b)統 計 情 報 の半 オ リジ ナル性

業 界団 体 が 入手 す る情 報 の 収集 源 は,政 府 お よびそ の 関連 機 関,新 聞 雑誌,

刊 行 物,各 種 専 門調 査 機 関,海 外 調査 機 関,他 産 業 企 業,業 界 団体,業 界 内企

業 で あ り,そ こ で取 り扱 う統 計 デー タ と して は,官 公 庁 の 統計 デー タの 調査項

目が粗 い場合 に再調 査 す る こ とが 多 く,ま た官 公庁 の 統 計 デ ー タを業 界 内 ニー

ズ に合 う よ うに再 編 成す る もの が 多 い。

② 機 関名 とデー タベ ース

日本鉄 鋼 連 盟 は,鉄 鋼 業 界 の 生産 ・販 売 ・流通 に関 す る情報 及 び関連 業 界の

情報 を収 集 し,短 期 ・長 期 の 予 測 を行 って構 成 会員 に配 布 して い る。 外部 へ の

デー タ ベー ス の開放 は,NISTへ の協 力以 外 は 目下 の と ころ考 慮 して い な い

との事 で あ る。

(3)情 報 提供 機 関 と して の 問題 点 及 び今 後 の動 向

業 界 団体 は,一 般 に政 府 関 係機 関 の情 報 と同様 に よ く利用 され てお り,情 報

に価 値 の あ る もの が多 い。 情 報 蓄 積量,使 用料金,提 供 す る情報 量,使 用 目的 な

どに おい て比較 的整 備 され て い る が,加 工 技 術,情 報 検 索 体 制 に お い てや や不

満 が残 る。 情報 の多 くがそ の業 界 内部 に の み 有効 な もの で あ るが,関 連 他 産 業

の動 向 は,企 業 独 自 で も収 集 す る 必要 が あ る。

大 部 分 の業 界 団体 は 予算 数 千 万 円 か ら5億 円,人 員 は数 人 か ら70人 ま で で

ある。 した が って デ ー タ ベー ス を所 有 して い る 日本 鉄 鋼連 盟(予 算14億8千

万 円,人 員180名)と 比 較 す る と規 模,予 算 面 にお い て大 き な開 きが あ る。 す

なわ ち,こ れ らの業 界団 体 が,業 務 の 多様 化,高 度 化 を シス テ ム的 に解 決 しよ

うとす る な らば,コ ン ピ ュー ター の導 入 や業 務 の外 注化 を 当然 伴 う もの と考 え

られ るの で,人 材,加 工技 術,検 索体 制 の面 で経 費 規 模 の 拡 大 が必 要 と なろ う。

一44一

づ



2.5.5金 融 機 関

(1)特 徴

金 融機 関 は,特 に与 信 業 務 にお い て あ らゆ る産業 分野 の企業 と取引関係 を結ん

で い る ため,国 民経 済 との対 応 関係 は ,他 の産 業 分野 の企業 に較 べ る と非 常 に

大 きい・ 餓 最近 は企業の海外投 資規模が大 きくなったこ些 関連 して,海 外

情 報 の収 集 に も相 当大 きな労 力 を費 や して い る。

θ 金 融機 関 の情 報 提供

金 融 機 関 の融 資 と投 資の 対 象 は,あ らゆ る産 業 にわ た り,さ らに取 引先 も巨

大 企 業 か ら中小 企業 に ま でわ た ってい る。 取 引先 で ある企業 に つい て の企 業 活

動 の結 果 を計 数化 した財務 諸 表 や その他 の計 数 を分析 した り,第 三 者 に対 す る

側 面調 査 や実査(面 談,工 場見学等)を 行 う ことに よっ て企業内容 を掌握 している。

なま㍉ 取 引先 の実 態調査 だ け で な く,取 引 先 の属 す る業 界 や地 域経 済 の 将来

動 向 の調査 分析 も行 って い るが,こ れ らの企 業 調 査 は行 内 限定 資 料 と して取 扱

われ,外 部に配布され ることは少 ない。 上記の財 務諸表については,各 社 の 客観 的 な情

報 を磁 気 テー プ化 して販 売 して い る銀 行 もあ る。 さ らに行 内 に お い て は,こ れ

らの 情 報 を高 度 に 加工 して,融 資等 の 信 用判 断 情報 と して使用 してい る。

ω 金 融機 関 の情 報収 集

金 融機 関 にお い て も個 別 企業 の管理 と将来 性 を掌 握 す る必要 性 か ら,各 種 の

統 計 調 査 を行 ってい る。貨幣価値の番人である 日本 銀 行 では 全 国 の金 融 機 関 諸 団

体 か ら金 融 諸活 動 の結 果 を数 値 情報 と して収集 ・集計 してお り,そ の統 計 は 日

本 経 済 の実 態,把 握 に極 め て有益 なの で広 く利 用 され てい る。 金 融 機 関 にお け

る調 査,研 究 活 動 に おい て 官 庁統 計 へ の 依 存度 はか な り高 く,官 庁 統 計 を加工,

再 編成 して利 用 しやす い もの に工 夫 もなされ て い る。 官 庁統計 に ない もの ある

い は官 庁 統計 を 補充 す るた め に独 自の 統 計調 査 を実施 してい る金 融機 関 も多 く

な って きてい るのが 現状 で ある。 また,官 庁 と同様 に収集 した諸統 計 を コ ン ピ

ュー ター処理 す るため に関 連 子 会 社 を設立 す る事例 が多 い。

② 機 関名 とデー タベ ー ス

金 融 業 は,産 業 界 の 中に あ って最 も コン ピュー ター化 の進 ん だ業 界 の一 つ で

あ る。 特 に,債 券銀 行 ・都 市銀 行 の ほ とん どが,主 に 官庁 の統計 デー タ を も と

に,自 社 で マ ク ロ経 済 情 報 を作成 して い る(日 本 開 発銀行,日 本 長 期 信用 銀行,
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商 工 組 合 中央金 庫,住 友銀 行,協 和銀 行 等)。

企 業財 務 情 報 は,日 本 開発 銀行,日 本 興業 銀 行,日 本長 期 信 用銀行 等 で 情報

を収 集 してお り,こ れ を磁 気 テ ー プの形 態 で業 界 内,政 府 官 公 庁,情 報機 関,

商 社 等 に販 売 して い る。

(3)情 報 提 供 の 問題 点 と今 後 の動 向

情報 蓄 積 量,信 頼 性 な どは 満 足 で きる状 態 に ある が,そ の他 に つい て は 「ど

の よ うな情報 が 蓄 積 され てい るの か よ くわ か らない 」,「 適 応 性 にや や問題 が

ある 」な どの欠 点 が指 摘 され てい る。 しか し銀 行 は マク ロ情 報,業 界情 報,ミ

ク ロ情 報 の収集 ・解 析 を行 うこ とが 行 内業 務 と して 必要 で あ り,こ れ らが発 展

して ニー ズ の強 い 同 業他 機 関 に 販 売す る よ うな経 過 を辿 ってい る。

さ らに最 近 は一 部 に おい て銀 行 に大 型 コン ピ ュー ター を導 入 し,計 算 処 理能

力 の余 力 を民 間 に賃 貸 す る傾 向 が強 くな りつつ あ る。 この よ うな状 況 か ら判断

す る と,金 融 機 関 が 情報 提 供 サ ー ビス にお い て重 要 な 役 割 の一部 を担 う ことに

な る可能 性 は十 分 に あ る と考 え られ る。

2.5.4マ ス コ ミ機 関

(1)特 徴

新 聞社,出 版 社 な どの マス コ ミ機 関 は多種 多量 の情 報 を収 集,分 析 し,解 説

を付 して流 通 させ る事 業 で ある ため,そ れ らの 情報 が適 確 に整 理 され て いれ ば,

か な りの価 値 を有 す る 情報 と して利 用 し うる。 ま た,数 値 デ ー タにつ い て見 て

も,官 公 庁 や銀 行 等 か ら得 た情 報 を,読 者 に理 解 しや す い形 で整理 を は か って

い る た め,時 系列 的 な デー タ と して利用 価 値 が 大 きい。

(2)機 関名 とデ ー タベ ー ス

⑦ 日本経 済 新 聞 社

NEEDSは 会 員制 で磁 気 テ ー プを販 売 してお り,AたTSSで 利 用 で きる

体 制vaな って い る・ 最 近 新 た な サ ー ・ス と9て 記 事検 索NEED-IRを 開 始 し

てお り,今 後 の発 展が 注 目され る。

現 在 利 用 可能 なデ ー タベ ー ス と して は 次 の ものが ある。

①NEEDS-TS/H総 合 経 済 フ ァイル
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②

③

④

⑤

ω

(一 般 環 境,生 産,販 売,流 通,企 業,商 品,消 費,生 活)

NEED-TS/1・ODRI宗 国 経 済 フ ァ イ ル

NEED-TS/1財 務,株 価 デ ー タ

興 銀,財 務 デ ー タ

S&P・COMPUS二TAT

ロイ ター ・COSTOM-PRICE

市 況 情 報 セ ン タ ー 株 価 デ ー タ

NEED-IR新 聞 記 事 検 索

朝 日 新 聞 社

朝 日新 聞社 の民 力 デー タベ ー ス とい う独 自の世 論 調査 の デ ー タベー ス を作 成

して お り,GE-MARK皿 に よ り利 用 可 能 であ る。

(ウ)毎 日新 聞社,東 洋 経 済 新報 社

これ らの機 関 は,官 公 庁 の 設 計 デ ー タを利 用 して,マ ク ロ情 報 の解 析 を行 っ

て い るo

(3)問 題 点 と今 後 の動 向

マ ス コ ミ関係 機 関 は 強力 な情 報取 扱 い能 力 と,独 自 の調 査 能 力,加 工 能 力

を有 してい るため,情 報 提 供機 関 と して の潜在 能 力 は大 きい。 しか しなが ら,

利 用 者 か ら見 た場 合 に は,マ ス コ ミ機 関 の間 には 情報 の偏 在 が あ り,複 数 の情

報 の リン クが行 い うる こ とが 望 ま しい。 特 に全 国 紙 と専 門紙,業 界 紙,地 方紙

な どの リンク を可 能 とす る よ うフ ォー マ ッ トや キー ワー ドの 統 一化 の 方 向 を模

索 して ゆ くこ とが必 要 とされ よ う。

2.5.5研 究 機 関

(1)特 徴

野 村 総 研,三 菱総 研,三 井 情報 開 発 の ような比較 的 規模 の 大 きい研 究 機 関 に

お い て は,官 庁 諸 関係 を始 め,公 用 情 報 をベ ース に受託 調 査 等 に よって独 自に

収 集 した 自主 デ ー タを付 加 して大 形 デ ー タベー ス を作成 し,イ ンハ ウス で の利

用 を行 って きた。 野 村総 研 が 「日本産 業経 済 デ ー タバ ンク(NR2/E)と して

デ ー タベー ス を大 々的 に販 売 し始 め た た め,大 手 各 研究機 関 も一 斉 に デ ー タベ
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一 スの 公 開 ,販 売 に 向 け て動 き始 めて い る状 況 に あ る。

② 機 関 名 とデ ー タベー ス

各研 究 機 関 の デー タベ ー スを表27に 示 す。

2.3.6.調 査 機 関

ω 特 徴

① 従来 か らの 固 有 の収 集 網 な どを整 備 し,組 織 的 なデ ー タの収 集 と蓄 積

を行 って きた帝 国 興 信所,社 会 調査 研 究 所 な どでは,そ れ らの デー タを

使 った個 別 情報 提 供 サ ー ビス を展 開 す る と と もに,こ れ らの デ ー タの積

極 的 な デ ー タベ ー ス化 を実 施 して,そ の 販 売に乗 り出 して い る。

② 他方,富 士 経 済,日 本 リサ ー チセ ンタ ーな どの よ うに,相 当量 の デー

タを コン ピ ュー ター を用 い て分 析 しな が ら,そ の結 果 は,レ ポー ト・サー

ビス な ど に よる会 員制 個 別 サ ー ビス に限 定 され,デ ー タ 自体 の外 部へ の

公 開 を意 識 的 に回避 してい る機 関 もある。

③ ニー ル セ ン ビデ オ リサ ー チ,日 本ABC協 会kど の広 告 関係 に は,他

の 研 究 ・調 査 機 関が ほ とん ど保 有 してい ない消費者のデータが あ るが,一

部 の もの を除 い て,デ ー タベ ース と して公 開,販 売 で きる状況 には至 っ

てい な い。

② 機 関名 とデ ー タベー ス

調査 機 関の デ ー タベ ー ス現 状 を表2.8に 示 す 。

2.4利 用 す る側 の 問題 点

現 在 の 情 報 入 手 方 法 に つ い て,ほ とん どの 利 用者 は何 らか の不 満 を持 って

お り,そ の具 体 例 を表2.9に 示 す 。

不 満 の 内容 は,「 調 査結 果 の入手 ま で に 日数 が か か る 」,「 情 報 サ ー ビス機

関等 が 近 くにな い 」とい った 情報 へ のア クセ スに 関す る もの と 「情 報 が 整理 さ

れ て い ない 」,「 回 答 の 内容 が こ ち らの意 図 と異 なる 」とい った情報 内容 そ の

もの に関 す る もの に大 別 され る。
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表27主 な 研 究 機 関 の デ ー タ ベ ー ス

デ 一 夕 ペ デ 一 夕 ペ 生産 企業 消費 広告 一 般

機 関 名 一 ス の 一 ス 入手 摘 要 デ ー タベ ー ス名 称 販売 ● マ ス

有 無 可,不 可 流通 商品 生活 コ ミ 環境

野村総合研究所 ○ △ 個 別 デ ー タベ ー スのMTで の 公 開 は,現 在 の と ころ行 っ 日本経済情報 ○ ○ ○ ○

て い ない が,MARK-1皿 端末 にMT装 置 をつ けれ ば入 経済一般 ○ ○ ○

手可能,将 来的にはMTの 個別販売も柔軟性をもって対 産業 ○ ○ ○

処 してい くとの こ と。 財務実績,企 業収益 ○

株価 ○

三井 情報 開発 ○ △ 政 府 系 統計 を 中心 に か な りのデ ー タ フ ァイル を持 っ てい ○ ○ ○

セ ン タ ー るが外 部 の販 売 は現 在の ところ計 画 してい な いo

三菱総合研究所 ○ × 一 時 期MEEPと して デー タ販 売 を展 開 してい た が
,最 国民所得 財政 金融 ○

近 は 中止。 目下,将 来 の 販 売計 画 に つい て,検 討 中oデ 物価,労 働雇用 ○

一 夕の メンテ ナ ンス は継 続 して実施 して い るo 消費家計 ○

国際収支・貿易 ○

生 産 ・在庫 ○

匡民生活 センター ○ × 欠陥商品検査データ ○

消費者苦情処理 ○

日通総合研究所 ○ × 運輸省関係データを若干保有 している模様o 運輸統計 ○

芙蓉情報センタ ○ × 環 境 庁,行 管庁 関係 の デ ー タ を用 い て,個 々の委 託 側 デ 行政管理庁関係 〇

一総 合研 究 所 "一 夕 と総 合 した 加工 分析 を行 って い る。 環境庁関係 ○

社会工学研究所 ○ × 国 勢調 査 の一 部 をデー タベ ー ス化 して い るo 国勢調査 ○

日 興 リ サ ー チ ○ × 「興銀財務 」に一部加工 を加えたデータを有価証券投資 有価証券投資報告 ○

報告として同業証券関係に提供しているo
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表2.8 調 査 機 関 の デ 一 夕 ベ ス

機 関 名
デ ー タベ
ー ス の

有 無

デ ー タベ
ー ス入手

可,不 可

摘 要 デ ー タベ ース名 称

生産
販売
流通

企業
■

商品

消費

生活

広告

;て

一般

環境

社会調査研究所 ○ ○ 地 域 情報 メッシュデータは公 開販 売 中。全 国 消費世 帯 パ ネ ル

調 査 はMTで 条件 付 き販売 中。 全 国薬 局 薬 店 パ ネル調 査

は薬 品 メー カー の みに 販売 中 で あるが,条 件 次第 で はそ

の 他 への 販 売 も不可 能 で ないo

地域情報データベース

全国消費世帯パネル

全国薬局薬店パネル調査

全国雑貨店パネル調査

全国電器店パネル調査

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

中 央 調 査 社 ○ ○

亀

ブラン ドレくロメ一 夕・リサーチ

人 口 ・産 業 統 計 ○

○

○

○

○

帝 国 興 信 所 ○ ○ MT販 売は可能であるが,使用目的により入手条件は異なるo 企業財務情報 ○ ○

商 工 リサ ー チ ○ ○ 東商コパ ス(企業財務個べ ○

西 友 ス ミ ス ○ ○ デ ー タフ ァイ ルの 機械 に不備 が あ り,不 完 全 なが ら も要

望 が あれ ば レ リー ズす るo

○

東 洋情報 システム ○ ○ 政 府系 統 計 と 自主 デ ー タ をMT化 して いて,条 件 次第 で

レ リー ズす るo

地域情報

工業統計

産業統計

○

○

○

○

○

○

オ ー バ ・シ ー ズ

デー タ・サ ー ビス

○ ○ 消費者関係データのMT販 売は条件次第o JNNブ ラン ド・リサーチ

JNNコ ンシューマ・リサーチ

JNNオ 商 工ンス・リサ ーチ

○

○

○

A・Cニ ール セ ン ○ ○ 販 売 を 目的 と した デ ー タ フ ァイル は視 聴率 デー タの み で

他 の デー タは加 工処 理 の 結果 を外部 に出 してい るo

全国視聴率調査 ○

ビデオ ・リサ ー チ ○ ○ 視聴率関係以外にも若干のデータを保有 しているが,入

手は現在困難。

全国視聴率調査 ○

社会行動研究所 ○ △ データ内容は衣食住に関する世論調査データであるが,

委託先の了解が得られればMTを 販売しても差支えなへ

○

日本ABC協 会 ○ △ 現在電通 博報堂への販売を計画中で 会員制ナーピスを考えていそり
○

日本 リナ チ センター ○ × デ ているが,委託先との関連で販 売していないo
○

富 士 経 済 ○ × データベースの確 立 された所があれば積 極 的に利用 した い。 ○ ○ ○

孝乙手骨∪ジタユ ○ × オ リジナ ル ・デ ー タは委 託 契 約上 販 売 で き ない○ 国際貿易統計 ○

4



表2.9利 用 者 か ら見 た デ ー タベ ース に対 す る不 満

'

不 満 の 理 由 回 答 数

調査結果(回 答)の 入手までに 日数がかかる 78(461%)

情報が整理 されていない 63(37.2%)

情報 サ ー ゼ ス機 関等 が近 くに な い 54(320%)

回答の内容 が こち らの意図 と異 なる 46(27.2%)

依頼の手 続 きが面倒 である 36(21.3%)

ど こで調 べ て よい の か わか らな い 34(2α1%)

回答の件数が少 ない 14(&3%)

そ の 他 16(95%)

52年 「TSS利 用 者 調査 」NTT

注()内 は,回 答 ユーザ数 に対 す る比 率 を 示 す 。

重 複 回 答 を許 した た め合 計 は,1'00%を 越 えて い る。

2.5今 後 の 方 向 性

以 上 に述 べ た よ うに,我 国 に おい て も,官 民 を含 め て相 当広範 な情 報 が集 め

られ て い る こ とは 事実 で あ り,今 後 の 努 力は 主 と して,そ れ らの デ ー タの組 織

化,デ ー タベ ー ス間 の整 合,お よび流通 体系 の 確立 な どに傾注 され るべ きで あ

る と考 え られ る。

情 報 提 供 の主 体 とな るの は,① 官公 庁 セク ター,② 業界 団体 等 の 民 間 セ クタ

ー
,お よび③ マ ス コ ミ,調 査機 関 等 の 情報 提供 業 セ ク ターの3つ に大 分 類 して

考 え る こ とが で きる。

この3つ の セ ク ターは,そ れ ぞ れ 前項 までに述 べ た ように,利 用者 サ イ ドか

ら見 る とい くつか の欠 陥 を 有 してお り,今 後 そ れ らの 問題 点 を克 服 しつ つ本 来

の情 報 提供 機 関 と して相 互 の整 合 性 を は か りつつ 発 展 して ゆ くこ とが 望 まれ る。

この 中 で特 に国 家的 に見 て意 識 的 に 育成 して ゆ く必 要 が あ るのは 業 界団 体 を

中心 とした民間 セクターで あり,2.6項 以下 にそれ らの あり方について述 べる。
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2.6産 業 界 に お け る情 報 拠 点構 想 とそ のあ リ方

本 章 の 目的 は,産 業 界 に おけ る情 報拠 点 の 機 能 をめ ぐる さま ざま な論 点 を抽

出 ・整 理 し,こ れに もとつ い て,望 ま しい情報 拠 点 の あ り方 及 び その 形成 の方

策 を論 じる こ とに あ る。

従 って,本 章 の前 半部 は論 点 の 抽 出 ・整 理 に当 て られ最 終 節 が産 業 界 に おけ

る情報 拠 点 の あ り方 及 び形 成の 方 策 に 関す る提 言 に 当て られ る とい う構 成 にな

って い る。

前半 部 では,ま ず産 業 活 動 に お いて 必要 とされ る情報 が どの よ うな もの で あ

るか につ い て産 業 の活 動 類 型 との対 比 で論 じ られ,次 に こ う した情報 が,企 業

及 び業 界 とい うふ た つ の レベル に お い て どの よ うな形 で 分散,集 中す る メ カニ

ズ ムが 存 在 す る のか とい う問 題 が論 じ られ る。 そ して これ らの 分析 か ら,企 業

及 び産 業 組織 が,そ の情 報 機 能 の側 面 か ら新 たに位 置 づけ られ る。 又,こ う し

た 分析 は 当然 の こ となが ら,よ り高 次 の 問題 と して の経 済体 制 の 問題 に我 々を

導 く。 経 済 体 制 の 問題 は そ の 主要 な側 面 に お い て,産 業 活動 な い し生産 活動 に

関す る情 報 をい かに して組 織化 す る か とい う問 題 で あ り,産 業 界 にお け る情報

拠 点 をい か に形 造 るか とい う問題 と無 関 係 で は な い。

そ して,最 後 に前半 部 にお け る原 理 的 な分析 を踏 まえ て,我 が 国 に おけ る現

実 の動 向 を に らみ なが ら,産 業 界 に おけ る情 報拠 点 の あ り方 及 びそ の形 成 の方

策 に関 す る提 言 を示 す。 そ の た め に,競 争原 理,コ ス ト原 理,動 機性 とい う三

つ の 視点 が導 入 され,そ れぞ れの 視 点 か ら あるべ き姿 お よび現実 的 な形成 の方

策 が論 じられ る。

や

■

2.6.1産 業 の活 動 類 型 と情 報

どの よ うな 情報 拠 点 を考 察 す る際 に も,考 察 の対 象 とな る情 報 拠点 が い か な

る意 味 内 容 の 情 報 の 拠点 で あ るか に つ い て分 析 す る ことは,我 々 の なす べ き

第 一 の作 業 で あ る。

そ こで,本 節 に お い ては,主 と して製 造業 を念 頭 にお き,そ こで取 り扱 わ れ

る情 報 の意 味内容 に つ い て論 じる こ とに した い。 言 うま で もな く,製 造 業 と言

って もそ の 活動 類 型 は様 々で あ り,消 費 財 産 業 で あるの か投 資財 産業,生 産 財
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産 業 で あ るの か に よって,顧 客 の性格 は全 く異 な る し,又,生 産 の技 術 的基 盤

が 資本 集 約的 で あ るの か,労 働 集 約 的 で ある のか に よ って,経 営 上 の管 理 計 画

の対 象 に関 す る比 重 の置 き方 は大 き く異 な っ て くる。 これに伴 って,経 営 上 必

要 とされ る情 報 の種 類,性 質,意 味 内容 も大 き く異 な るので あ るか ら,我 々は

産 業 をそ の活 動 類型 に よって区 分 し,そ のそ れぞ れ に つ いて必要 とされ る情 報

の性 質 につ い て論 じなけ れ ば な らない。 こ う した区 分 は,企 業規 模 の大 小 を問

わ ず,企 業 経 営者 の経 営 方針 等 は ほぼ 独 立 に,当 該産 業 の置 かれ た産 業 構 造 上

の位置 及 び当 該 産業 の 技術 的 基盤 そ の もの に よ って完全 に決 定 されるものである。

従 って本 節 で は,製 造 業 をその経 営 機 能 の活 動 類 型 に よっ て4つ の 類 型 に区

分 し,各 々につ い て,要 求 され る経 営 機 能 及 び情 報 を明 らか にす る こ と とす る。

な お以 下 の整 理 に あ た って は,渡 辺 龍 雄 氏の 所 論(文 献4)を 参 考 に させ て い

ただ い た こ とを こ こでお断 り してお く。

a)鉄 鉱業,化 学工 業 な どの 装 置産 業 に おい ては,大 規 模 プ ラ ン トに よる一

貫 生 産 が行 われ,一 般 には工 程 に フ レキ シ ビ リテ ィが小 さ く製 品 の安 定 供

給 とい う社 会 的責 任 が あ る とい う特 徴か ら,プ ラ ンニ ン グ ・フ ァ ンク シ ョ

ンでは,長 期 に重点 を おい た 需要 予測 ・設 備計 画 ・運 転 計 画 ・購 買計 画 ・

販 売組 織 な どに関連 した情報 処 理 が行 われ,リ ア ライ ズ及 び コ ン トロール

の フ ァンク シ ョンい わ ゆ るオ ペ レー シ ョナル な面 では,工 程 管 理 ・品質 管

理 ・取 引 情報 に基 づ く製 品化 な らび に 出荷 管理 な どに関連 した情 報 処理 が

行 われ て い る。 前者 は,計 画 指 向 型,後 者 は,工 程管 理 指 向型 の 情 報 処理

が 行 われ て い る といえ よ う。

b)繊 維 ・衣 料 ・化 粧 品 ・感光 材 ・食 品 加工 品 な どの非 耐久 消費財 産 業 では,

消費者 大 衆 の 嗜考 は比 較 的短 時 間 に変 化 す る た め,消 費者 の需 要 動 向 を的

確 かつ 迅 速 に把 え る必要 が あ り,個 々の販 売単 位 は小 さいが,大 き な販 売

組 織 に よって トー タ ル量 は大 き い な どの特 徴か ら,プ ラ ンニ ング ・フ ァン

ク シ ョンにお い ては,マ ー ケテ ィ ング と販 売組 織 ・需 要創 造(広 告)な ど

を 中心 と した諸計 画 に関連 す る情 報 処 理 が行 われ,オ ペ レー テ ィ ング ・フ

ァ ンク シ ョンに お いて は,官 能 検査 を含 む品 質 管理,生 産 ・出荷 ・在庫 管

理 ・販 売 組織 管 理 な どに 関連 した 情報 処 理 が行 われ て お り,販 売 管 理 指 向

型 に な って い る。
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c)重 電機 ・産 業 機 械 ・造 船 な どの重機 械 製 造 業 に おい て は,資 本 財 の受 注

生 産 とい う特 徴か ら,受 注 品 の 設計 は そ れぞ れ異 な り,製 品 の取 り引 き先

は 限 られ て い る。 このた め,プ ランニ ン グ ・フ ァン ク シ ョンで は,技 術 の

標 準 化,ス ケ ジ ュー リン グ,原 価計 画 な どを中心 と した見積 り設計 に関連

す る情 報 処 理 が 行 われ,オ ペ レー テ ィング ・ファ ンク シ ョンで は,資 材 購

買 管理,部 品発 注 管理,作 業 振 興管 理 な どに関 連 した 情報 処理 が行 わ れ て

お り,設 計 管 理 指 向 型 に な って い る。

d)自 動 車 ・家庭 電 気 製 品 ・カ メラな どの耐 久 消費 財 産 業 に おい て は,販 売

組 織 が大 き く,そ の機 能 の 中に は割 賦条 件,ア フ ター ・サ ー ビス条 件 が含

まれ,ま た製 品 の ライ フ タイ ム と新 製 品計 画 問題 が 大 きい な どの特徴 が あ

り,プ ラン ニ ング ・フ ァ ンク シ ョンでは,大 衆 の心 理 お よび行動 分析 を含

む マー ケ テ ィング,新 製 品計 画 に関 す る多様 な予測 業 務,需 要 創 造(広 告)

・販 売組 織 ・機 能 な どを 中心 と した諸計 画 に 関連 す る情 報 処理 が行 われ,

オ ペ レーテ ィング ・フ.アンク シ ョンで は,材 料 購 買,管 理,定 時 ・定 点 ・

定 量 化 を含 む部 品発 注 管 理,製 品 の オ プ シ ョン とア セ ンブ リ ・ライ ンの同

期 化,販 売 網 にお け る パ ー ツ補 給 機 能 を含 む ア フ ター サ ー ビス管 理 な ど,

多 岐 に わ た る機 能 に関連 した 情報 処 理 が行 われ てい る。 情 報 処 理 の タイ プ

と しては総 合 型 といえ よ う。

2.6.2産 業組織形態 と情報 の集 中 ・分散

前 節では,主 として製造業におけ る生産,販 売,設 備投資等の活動類型に着

目 して,そ こで組織 される内部,外 部情報 の性質 に関す る分析 を行 ったが,本

節 では特定の業種 ない し市場 における産業組織論的 な意味での構造が,そ の業

種全体 の中 での情報の集中 と分散 と どの ような関係 にあるかを分析す る。

言 い換 えれば,前 節 での分析は特定の業種 が,経 済 全般の 中に 占める位置や

その生産技術上 の特 質 とそ こで組織 され る情報 の性質 との関係 を分析 する こと

を試みた ものであるの に対 し,本 節 での分析は,特 定の業種 におけ る生産者間

の競争 と協調 の関係が情報の組織化やその集中 と分散 に どの ような影響 を与え

る か を 分析 し よ うとす る もの で ある。 従 って前 者 は産 業 構 造 論 的 ア プ ロー チ と



呼 ぶ こ とが で き よ う。

(1)情 報 の組 織 化 の 単位 と して の企 業

「そ もそ も企 業 とは 何 か 」とい う根 源的 な 問い か け か ら,本 節 におけ る ア プ

ローチ をは じめ る こ と と し よ う。

古典 的 な経 済 理 論 の 指定 す る企 業観 は極 め て単 純 で あ る。 そ れ は特 定 の生 産

資本 の 保 有者 と して 市場 に登 場 し,市 場 に おけ る各 種 財 貨 の与 件 的 な相 対価 格

体 系の 下 で,利 潤 極大 化 原 理 に もとつい て 財貨 の生 産,供 給 を行 う主体 で ある

と考 え られ る。 よ り抽 象的 な一 般的均衡理 論 の体系の中では,企 業 は単 な る生 産

関数 に す ぎない。

もちろん こ う した単 純 明解 な企業 観 が,現 代 の複 雑 な経 済 現 象 の 理 解 分析 に

とって不 充 分 で ある こ とは 言 うま で もない。

そ して実 際様 々な角 度 か ら,古 典 的 な企 業概 念 の 修 正 ・豊 富 化 の 努 力 が積 み

重 ね られ て い るが,こ こでは,本 節 の分所と関 わる次の2つ の業績 を紹介 してtoく 。

そ の第1は,経 営 学 ない し組 織 化 学の 分野 か らの 企業 概 念 の 修 正 ・豊 富化 の

作 業 で ある。 古典 的 な'経済理 論 や現 代の 高 度 に抽 象 的 な一 般 均 衡 理 論 に お い

ては,古 典 力学 に お け る 「質点 」の概 念 同様,企 業 は広 が りの ない 点 と して と

らえ られ てお り,企 業 の持 つ人 的 ・組織 的 な内部構 造 が す っか り捨 象 されて い

る。 こ う した企 業 観 が,現 実 に お け る経 営 実践 の た め の科 学 と しての経 営 学 な

い し組 織 科学 に とっ て極 めて不 充 分 な もの で しか ない こ とは,新 た め て指 摘 す

るまで もない こ とで あ る。 こ うした こ とか ら,組 織 内 部 にお け る構 成 単 位 相互

間 の個 別 的 目的の 衝 突 ・競 合 ・調 製の プ ロセスや組 織 内部 に お け る情報 処 理 ・

伝達 ・意 志決 定 の プ ロセス を解 明 しよ う と試 みた の が い わ ゆ る カ ー ネ ギー学 派

の 行動 理論 で あ り,マ ー チ ・サ イモ ンの 業 績(文 献)や ライベ ン シ ュ タイ ンの

研究(文 献)は そ の代 表 的 な もの で ある。

その 第2は,市 場 メ カニ ズ ムの性質 に関 す る原 理 的 考 察 が導 か れ る。 い わ ゆ

る 「市 場 の失 敗 」を もた らす メカ ニズ ムの欠 陥 は 「外 部 性 や 不 確 実 性 とい う現

象 に対 処 す る ため に は,何 らかの 市場 メカニ ズ ムか ら永 離 した 対 策 が 必要 で あ

ろ う。 … …… 資 本主 義 制 度 は,い わ ばそ の よ うな方 策 を 自主 的 に生 み だ して き

た。 そ れ は巨 大 企業 の形 成 で あ る。 現代 の巨 大企 業 の規 模 は,と うに規 模 の経

済性 とい った技 術 的要 因で 説 明 され うる それ を こえ て い る。 しか し,外 部 的影
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響を相互 に及ぼ してい る生産単位同志が合併すれば,当 然に外部性は合併後の

主 体 の 内部計 算 と して あ らわれ る。交 渉 に よる費用 や,あ る いは 外 部経

済 の不充分な活用に もとつ く損失 は,こ の ような内部計算の結果 消滅す る。巨

大 企業 は リス ク に対 す る抵 抗 力 を強 め る。」(P.12～P.13)

この よ うに見 て くる時,現 代 の 企業 は 単 な る生 産 資本 の集 合 体 で は な く,市

場 に おけ る価 格 体系 を与 件 と して受 け とる受動 的存 在 で もない。 そ れ は,常 に

外 部 環 境 の もつ不確 実 性 や外 部 経 済 の内 部化,内 部計 算 化 を集 め よ うとす る能

動 的 存在 で ある。 企業 の 主体 性 は与 え られ た外 部情 報(価 格体 系 等)の 下 での

利 潤 極大 化 行動 とい う側 面 にお い て の み発揮 され るば か りで な く,外 部 情報 そ

の ものの 企業 内 部へ の取 り囲 み とい う側 面 にお いて も発揮 さ れ る もの で あ る。

そ して こ うした 積極 的 活動 を支 え るた め に,企 業 の 内部 組織 も高 に分 化,外 部

環 境 及 び内部 計 算 に 関 す る各種 情 報 の 組織 化 を行 って い るわ け で ある。

② 企業 間 の競 争 一 協 調 関係 と情 報 の集 中 一 分散

現 代 に おけ る企 業 の概 念 を以 上 の よ うに と らえ る な らば,特 定 の事 業 分 野 で

展 開 され る企 業 間 の競 争 一 協 調 関 係 が,情 報 の組 織 化 をめ ぐる 問題 に極 めて

強 い影 響 を及ぼ す と考 え るの は極 め て 自然 な ことで あ る。

例 え ば,カ ル テ ル行 為 とい うの は,単 に価 格 や 数量 に関 す る 企 業 間 の共 同行

動 とい う表 面 的 な現 象 で は な く,共 同行 動 に関す る合 意 が形 成 され るま での 各

企業 間 に お け る内 部 情報 の交 流 が あ って は じめて成 立 す る もの で あ り,そ の 意

味 では カル テ ル行 為 の 存続 期 間 中 に限 って は企 業 間 に お け る内 部 情報 の より高

次の 組織 化 が行 われ る のは 合併 とい う現 象 で あ り,合 併 を通 じた 外 部情 報 の 内

部化 に よ り,企 業 は外 部 環 境 へ の 適 応 力 を増大 させ て い く訳 で あ る。

一 方 ,逆 に企 業 間 に お い て競 争 的 な関係 が 支配 的 で あ る場 合 には,情 報 の組

織化 は決 して企 業 の枠 を越 え る こ とが な く,当 該 産 業 全 体 と して は,分 散的 な

情 報 の組 織化 が行 な わ れ る こ とに な る。現在 に おい て,こ の よ うな分 散 的 な情

報 の組 織 化 が最 も顕 著 に観 察 され る のが,自 動 車,家 電 製 品等 とい った極 め て

競 争的 な事 業 分野 で ある こ とは,こ の こ とを裏 づ け てい る。
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2.6.3産 業 界 にお け る情 報拠 点 の あ り方

産 業 界 に お け る情 報 の流通,組 織化 現 状 を め ぐる以 上 の よ うな分 析 に もとつ

い て,本 節 では,産 業 界 に お け る情報 拠 点 の 機 能 及 び そ の構 築 の方 策 につ い て

論 じて み よ う。

(1)競 争 原理 の維 持 と拠 点 の あ り方

先 に,産 業 組織 構 造 ない し企業 間 の 競争 一 協調 関 係 と情報 の集 中,分 散 と

の 関係 に つ い て論 じたが,こ う した 中で,産 業 界 に お け る情報 拠 点 の機 能 を論

ず る場 合 に も,競 争 原 理 との 調和 を どの よ うに考 え るか とい うこ とが問 題 とな

るo

数 年 前,新 機 械 シス テ ムセ ン ター の 依 頼 を受 け て㈱ 三井 情 報 開発 が行 った調

査研 究 「業 界団 体 を中心 と した情報 流 通 シス テ ムに関 す るパ イ ロ ッ トモ デ ルの

研 究 」に お い て も同様 の こ とが 指摘 され てい る。 本 レポ ー トは,そ の 冒頭 にお

い て,第2'次 大 戦 以 降 に お いて我 が国 の 業 界 団体 の果 して きた役割 を論 じてい

るが,戦 中期 にお け る物 資統制 団体 と して の 業 界 団体 が 強大 な内 部 情報 の流 通

組 織 化 シス テ ムを有 して い た事 業 者 団体 が,戦 後 にお け る一 連 の 改 革過 程 で,

GHQか らの 指令 に よ り,そ の解 体 を命 ぜ られ,以 降 そ の活 動 は事 業 者 団体法

に よっ て規 制 され る こ とに至 った過程 を 詳細 に論 じて い る。 現 在 にお い ては,

これ らの事 業 者 団体法 は廃 止 され,事 業 者 団 体 の様 々 な情報 活 動 は 専 ら独 占禁

止 法 に よって規 制 され る こ とに な って い るが,こ う した こと も,ひ とつ の業 界

に おけ る情 報拠 点 と して の事 業 者 団体 の情 報 活 動 が,ま さに そ の業 界 の 競 争条

件 に大 きな 影 響 を及 ぼ す こ とを示 す ひ とつ の査 証 と言 え よ う。 も ちろん,事 業

者 団 体 以外 の組 織 体 が,何 らかの 情報 拠 点 と して の役 割 を果 す こ とに な った場

・合 にお い て も,そ れが 当該業 界 にお け る 競争条 件 に悪 影 響 を与 え る場 合,そ の

情 報 活 動 は独 占禁 止 法 に よ る規 制 の 対 象 とな る。

こ う した こ とか ら,我 が国 に おけ る現 在 の事 業 者 団体 の 情報 拠 点 と して の活

動 は 常 に,当 該 業 界 に おけ る競 争 原 理 の維 持 とい う観 点か ら制 約 を受 け る こと

に なる。 先 に紹 介 した㈱三 井 情報 開 発 の レポ ー トもこ うした点 を踏 ま え て,事

業 者 団 体 の 活動 を第2.2図 に示 され る よ うな型 で と らえ,そ の 情報 活 動 を,

イ.他 団体 及 び他 の外 部情 報 拠点 との 情報 ネ ッ トワー ク機 能

ロ.外 部 情報 の収 集 等 に関 す る会 員 企 業 間 の総 合機 能
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の 二 つ と して,と らえ てい る。

こ こで,事 業者 団体 が 収 集,組 織化 の対 策 と してい るの が専 ら外 部 情報 に 限

られ てい る とい うこ とは重 要 な こ とで あ る。何 故 な らば,事 業 者 団 体 が会 員 企

業 間 の 内部 情 報 の 交換 の場 と なる時,そ れ は 当該業 界に お け る競 争機 能 を大 き

く脅 か す可 能 性 が 発生 す るか らで あ る。 例 え ば,多 くの 業 界 団体 が 数 々の 自主

統 計 を作 成 し,会 員 企 業 か ら生 産 数 量 等 につ いて の報 告 を受 け,又 そ の 集計 結

果 を 会員 企 業 に 還 元 して い るが,収 集 す る情報 が,生 産 数 量 の よ うな事 後 的 情

報 で は な く,設 備 投 資計 画 の よ うな事 前的 情報 に よ り,し か も集計 結 果 では な

くそ の個 別情 報 が 会 員企 業 に還 元 され る場 合 に は,そ の もた らす結 果 は 設備投

資 調 整 カル テル とほ とん ど変 わ らな い もの と なる で あろ う。 従 って,各 企 業 の

内 部 情 報 の うち,特 に事 前 的,計 画 的 情報 一 生 産 計 画,設 備 計画,価 格 予想

等 一 は 決 して情 報 拠 点 に おい て組 織 さ れ るべ き対 象 とな る情 報 では ない の で

あ る。 こ う した こ とは 当 然 で ある,と の 見解 が ある か も しれ ない が,事 前 的,

計 画 的情 報 と事後 的 情 報 との区 別 は,そ れ程 は っ き り した もの で は ない。 例 え

ば,新 技 術 に関 す る 情報 は ど うで あ ろ うか。 新 技術 に 関す る情報 は,そ れ が現

実 の生 産 ライ ンに お い て活 用 され てい ない とい う意味 に おい て は事 前 的情 報 で

ある が,既 に 発 見さ れ開 発 さ れ た技 術 で あ る とい う意 味 にお い て は事 後 的 な情

報 で あ る。 こ う した 情報 の拠 点 に おけ る組 織 化 と流通 は,当 該 業 界 にお け る競

争 を 阻害 す るで あ ろ うか。 問 題 は極 め て複 雑 で ある。

以上 の よ うな考案 か ら得 られ る結 論 は 次 の通 りで あ る。

まず第 一 に,実 体上 どの よ うな情報 拠 点 が構 想 され るに せ よ,そ の情 報拠 点

が果 す べ き機 能 は,競 争環 境 の維 持 とい う観 点 か ら考 えて,① 外 部 情報 拠 点 と

の ネ ッ トワー ク交 換 にお け る 節(ノ ー ド)と して の機 能,及 び② 外 部 情報 の統

合 的 収 集 機 能 に限 られ るべ き こ と。

第 二 に,以 上 の機 能 の他 に,内 部 情 報 の 流通 及 び組 織 化 に関 して一 定 の 機能

を果 す と して も,そ れ は 事 前 的 な諸 情報 の 収集,整 理,組 織化 に 限 定 され るべ

き こ と。

第 三 に,中 小 企 業組 合法 に よる カル テ ルや い わ ゆ る構造 不 況 カル テル等,政

策 的 に一 定期 間 当該 業 界 にお け る競 争環 境 を緩 和 して業 界 の安 定 を 図 ろ うとす

る場 合,第 一,第 二 に述 べ た主 張 とは丁 度 逆 に,当 該 業 界 に お け る 内部 情報 の
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流 通,組 織 化機 能 の整 備 に充 分 な注意 が払 われ る べ き こ と。

第 三 の主張 は,安 定成 長 下 に おい て急 激 な産業 構 造 の 再編 を求 め られ てい る

現 在,.数 多 くの構 造 不 況業 種 に おい て 有効 か つ 自主 的 な構 造 転 換 を進 め て い く

に あた って極 めて重要 な問 題 で あ る と思 われ る。 実 際,繊 維,平 電炉,印 刷,

合板 等,今 後,構 造 改 善事 業 を推 進 してい か な くて はな らな い多 くの業 界 にお

い て,こ うした 情報 セ ンター機 能 の育成 強化 が政 策 的 に も追 求 され て い る とこ

ろ で あ るが,今 後 と もます ま す こ うした対 策 の必 要 性 は 高 まる で あ ろ う。

② コス ト原 理 の導 入 と拠 点 の あ り方

産 業 界 に おけ る情報 拠 点 の あ り方 を め ぐる第2の 論 点 は,コ ス ト原理 の導入

をい か に図 るか とい う問題 で ある。

い うま で もな く,集 中 と分 散 をめ ぐる議 論 にお い て 常 にそ の ひ とつの 軸 を占

め るの は コス トの 問題 で あ るが,こ の場 合 に お いて もそ れは 例 外 で は ない。

前 節 にお い て整 理 した よ うに,現 在 に おい て産 業 界 にお け る情報 拠 点 を構 想

す る場 合,情 報 拠 点 が組 織 化 の対 象 とす べ き情 報 は,主 と して 当該産 業 に と っ

て の外 部 情報 が 中心 とな る。 この よ うな場 合,情 報 の収 集,整 理,蓄 積 に当 っ

て,各 個 別企 業 が 独立 に これ を行 う よりは業 界 を代 表 す る何 らか の情報 拠 点 が

これ を総 合 的 に行 う方 が,は る か に低 コス トで済 む とい うこ とは 自明 の理 で あ

る。 に も拘 らず,現 状 にお い て こ う した拠 点 を中心 に した外 部 情報 の収 集 ・整

備 ・蓄積 が不充 分 に しか行 わ れ て い ない場 合 が しば しば あ るの は,お そ ら く次

の よ うな理 由 に もとつ くもの と思 われ る。

そ の第 一 は,よ く言 われ る よ うに,我 が 国 に おい て情 報 の コス トとい う概 念

が 必 ず しも充 分 に 発達 してい ない とい う事 情 で あ る。 例 え ば,あ る企業 が 従来

か ら 自社 内 で収 集 して い た情 報 を事 業 者 団体 に一 括 して集 中 し よう とす る場合,

収 集 整 備 作業 の 外 部化 に伴 って 一定 の コス トが要求 され る こ とに なる。 もちろ

ん,自 社 内 で これ を行 って いた場 合 も,相 当 の コス トが 内部的 に支 出さ れ てい た

訳 で あ るが,通 常 内 部 的 コス トよ りは外 部 的 に請 求 され る コス トの 方 が高 く感

ぜ られ る もの で あ り,し か も,そ れ が情 報 の対 価 で あ る場 合,そ の コス ト観 は

一 層重 くな る。 こ う した こ とか ら,各 企 業 は情報 収 集 作 業 の外 部 化 に しば しち

ゅ うち ょす るの で ある。

第 こ は,広 義 のデ ー タマ ネー ジ メ ン ト技 術 の 未発 達 とい う問 題 で あ る。 こ こ
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で広 義 とい うの は,デ ー タ マ ネー ジ メン トとい うと即,コ ン ピ ュー ター利 用が 連

想 され るた め,コ ン ピュー ター利 用 以 前 の デー タ整理,加 工技 術 を指 す た めに

敢 え て形容 を加 え た もの で ある。 自社 内 にお い てデ ー タ を整 備 蓄積 して お く場

合 に は,必 要 に応 じた デ ー タの 加 工 ・分析 が比 較的 容 易 に行 え'るが,一 掴 そ れ

を外 部 化 した場 合,情 報 拠 点 に おけ るデ ー タマ ネー ジメ ン ト技 術 が未 発 達 の場

合 には,会 員 企業 の求 め に応 じた機 動 的 なデー タの加工 ・分析 が極 め て不 充 分

と な り,せ っか く蓄 積 さ れ た デー タの価 値 が有 効 に利 用 さ れ な い とい う事 態 が

しば しば起 こる。 こ う した こ とも会 員 企業 を して拠 点 の 育成 に二 の足 を踏 ませ

る第 二 の要 因 なの で あ る。

第三 の 要 因は,皮 肉 な ことに会 員 企業 間 の競 争意識 の過 剰 とい う問題 で ある。

特 に海 外 市場 に関 す る情報 収集 に 関 しては,こ の傾 向 が強 く観 察 され る。 即 ち,

他 社 との競争 関係 にお い て優 位 に立 て るな らば,若 干 の コス ト負 担 は 我 慢 して

も情報 収 集 活動 を内 部化 し よ うとす る意欲 が,時 に競 争 的 な産 業 分 野 に お い て

は広 く見 られ る の で ある 。

こ う した こ とか ら,本 来 情 報 拠 点 の形成 に あ た って最 も説 得 力 を もつ は ずの

コ ス ト原理 も,そ の導 入 を妨 げ る い くつ かの 要因 が ある ことが わ か る。 これ を

米 国 にお け る事 情 と対 比 す れ ば事 態 は一 層 鮮 明 にな る。

米 国 に お い ては周 知 の よ うに 社 団 法人 の ような形 態 を とった事 業 者 団体 は存

在 せず,す べ て の事 業 者 団 体 は 調 査研 究 や情 報 収集,提 供 を 目的 と した営 利 企

業 の形態 を と って い る。 これ は 米 国 に お いて独 占禁 止法 の規定 及 び 運 用 が厳 し

く,我 が国 の よ うな活動 を行 う曖 昧 な形 の 事業 者団 体 の存在 を許 さ ない こ とに

よ る もの で あ るが,そ の 背景 の 下 で,我 が 国 の事 業 者 団 体 に相 当す る これ らの

機 関 は本 来的 に情 報 を営 業 の 対 象 と して扱 って お り,こ れ を購 入 す る企業 の側

も提 供 され る情 報 に 相応 す る コス トの支 出を 当然の こ と と して受 け 入 れ る と と

もに,提 供 す る側 も,対 価 を受 け る にふ さ わ しいデ ー タマ ネ ー ジメ ン トの技 術

を蓄 積 して きてい る。 こ う した情 報 提供 機 関 の多 くの もの は,当 該 業 界 に 属す

る企 業 ば か りで な く,他 業 界 に属 す る企業 に対 して も充分 評 価 され るだ け の力

量 を もって お り,又,実 際 中 に は,専 門 的 な調 査機 関,情 報 サ ー ビス機 関 と し

て成 長 して い く企業 もあ る。

従 って,我 が国 に おい て も,こ う した形 で業 界 団体 を 中核 と した情 報 拠 点 を
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構 想 してい く こ とは,ひ とつ の道 で ある が,現 在 に お け る業 界 団 体の 位置 づ け,

特 に会 員企 業 と業 界 団 体 との 関係 とい う問題 を考 え る時,米 国 的 な発 展形 態 を

た どる こ とは 極め て 困難 な よ うに 思 われ る。

(3)動 機 性 の導 入 と拠 点 の あ り方

競 争 原 理 お よび コス ト原 理 とい うふ たつ の視 点 か らの 拠 点 の あ り方 をめ ぐる

考 察 に続 い て,拠 点 形 成 へ の動 機 性 とい う問題 を論 じる こ とに よって本 章 の し

め く くりを行 うこ とに す る。

情報 拠 点 を形成 して い くに あた って,形 成 へ の動 機 性 を いか に確 保 す る か と

い う問題 は極 め て重 要 な問題 で あ り,NationalInformationSystemの 構想の

中 で も極 め て枢 要 な位 置 を 占 める 問題 で ある。 た とえ何 らか の強制 力 に よって

情 報拠 点 が 形成 さ れ た と して も,そ の維 持発 展 に関 す る動機 づ けが 保 障 され な

い な らば,情 報 拠 点 の 活動 は直 ちに停 止 す るで あろ う。 又,実 際 の ところ,こ

の動機 性 な しには,情 報 拠 点 の形 成 す ら困難 で ある とい うの が 現状 で あ る。

従 って,本 節 では,前 節 ま で の様 々 な議 論 を踏 まえ て,情 報 拠点 の形 成へ の

動 機 性 をい か に形 成 してい くか とい う問題 に関 す る二,三 の提 言 を行 う。

その 第一 は,業 界団 体 を 中核 と した情報 拠 点 の形 成 を特 に 国 際間 に おけ る競

争 原理 の導 入 に よって動 機 づ け る とい う問 題 で あ る。 即 ち,今 日多 くの業 界 に

お いて国 際 競 争 力 の維 持 ・強化 或 い は国 際 的 な 摩 擦現 象 へ の対処 とい う問題 が

重 要 な関心 を集 め てい るが,こ の ため に は海 外 情報 の収 集 ・分 析 力強 化 とい う

問題 が極 め て重 要 な役 割 を持 って いる。 その 故 に こそ,一 方 に お いて,各 社 間

の競 争 意欲 が過 剰 に働 く分 野 で もあ り,業 界 と して の協 調 的 な収 集,整 備体 制

を形成 しに くい 分野 で も ある のは 前節 に お い て既 に指 摘 した点 で もあ るが,逆

に,コ ス ト原 理 の 観 点 か ら見 れ ば,統 合 的 な情 報 収 集,整 備 蓄 積 に よる コス ト

削減 効果 が最 も端 的 に現 わ れ る分 野 で あ り,そ れ だ け情 報 拠 点 形成 へ の動 機 性

も強 い と考 え られ るの で ある。

実 際,い くつ か の先 進 的 な産 業 界 にお け る情 報 拠 点 形成 へ の動 きが,主 と し

て海 外 問題 へ の対 処 を契 機 と して形 成 され た とい う事 実 は 注 目に値 す る。 例 え

ば,鉄 鋼 業 界 は そ の好 例 で あ る し,又,最 近 エ ネル ギ ー問題 を め ぐって議 論 さ

れ る 情報 収集,整 備体 制 の強 化 とい う問 題 も,部 分 的 に は国 家 的 な施 策 に よっ

て解 決 され よ うが,基 本 的 ・長 期 的 に は,我 が国 エ ネル ギー産 業 の独 自の 動機
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性 に もとつ いて遂 行 され るで あろ うと考 え られ る。

そ の 第二 は,広 義 の デー タマ ネ ー ジ メ ン ト技術 の整 備 普 及 とい う問 題 で あ る。

前 節 で も述 べ た よ うに,デ ー タが,そ の利 用 され る現 場 か ら離 れ て,あ る程 度

自己 目的的 な蓄積 を続 け る場 合,即 ち一 定 の情 報拠 点 へ の 蓄積 を続 け る場 合,

これ を利 用 す る者 の 多様 な ニ ー ズに 合 わせ て活 用す るた めに は相 当高 度 な技 術

が 要 求 され る。 くり返 し言 え ば,そ れ は単 な るデ ー タ ベー ス マネー ジメ ン トシ

ス テ ムの技 術 や ネ ッ トワー ク技術 の よ うない わ ゆ る情 報 処理 技 術 に限 らず ,デ

ー タの評 価 ,デ ー タの リンク等 に関 ず る情報 処 理 以 前 の様 々 な技 術 を 必要 とす

るの で ある。 米 国等 に お け る専 門 的 な情 報 サ ー ビス機 関 と しての 事 業 者 団 体 な

ど と比 較 す る時,我 が国 に おけ る事 業 者 団体 の こ こに述 べ た よ うな意 味 での デ

ー タマ ネー ジ メン ト技 術 は 貧 弱 で あ り
,経 験 不 足 で あ る場 合 が 多 い。

こ う した 現 状 を打 開 して い くた め には相 当長 期 に わ た る努 力 が 必要 で ある と

考 え られ る し,デ ー タ マ ネー ジメ ン ト技 術 の 情報 拠 点 へ の蓄 積 が人 的 に も保障

され る よ うになる ま でに は,よ り一層 長 期 に わた る努 力 が 必要 とな る と考 え ら

れ るが,是 非 とも解 決 して い かね ば な らぬ問 題 で あ ろ う。

又,特 に この問題 に 関 して,最 大 の デ ー タ保 有 者 と して の公 共 部 門の 果す 役

割 は重 要 で ある。 様 々 な官 庁総 計 をは じめ と して,公 共部 門 が各 産 業 界に提 供

する情報は膨大 である。こ う した情 報 を有 効 に活用 す る上 で,公 共 部 門が 提供 す る

デ ー タ の有 効 性 を拡 大 す る ため に あ らゆ る努 力 をす る こ とが,今,求 め られ て

い る と言 え るの では ない だ ろ うか。
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3情 報 リンケー ジに係 る利用 的側面

5.1利 用 的側 面 の現 状

情報 の利 用 面 に おけ る,日 本 にお け る最 近 の 傾 向 を 見 る と企 業 内 では 各部 門,

部 門 の シ ステ ム 化が ほ ぼ 完 了 し,各 部 門,あ るい は,各 業 務 個 有 の デ ー タベ ー

ス が完 成 し,そ れ らのデ ー タベ ー ス間 の有機 的 利 用が 行な わ れ っつ あ る。 こ の

有機 的 利 用 面 は大 き く分 け て2っ の方 向が あ る と考 え られ る。1っ の 方 向は,各

部 門 あ るい は 各業 務 で個 有 に開 発 され た各業 務 シス テ ム各 々 では 非 常 に効 率 的

に 作成 され た デ ー タ ベ ー スを 結合 しよ うとす る動 き で ある 。 これ は例 えば,電

力 ・ガス等 の公 益 企 業 で は,配 電 叉 は,ガ ス パ イ プ ラ イン のデ ー タベ ー ス と,

需要 家 デ ー タベ ー ス との 結合 な どが あげ られ よ う。 又,も う一 方 は,こ れ らの

個有 のデ ー タベ ー スか らア プ リケ ー シ ョン別 に,目 的 別 デ ー タベ ー ス を作 ろ う

とい う動 きで あ る。 これ は,例 えば,経 営 計 画策 定 等 の シ ミ三 レー シ ョンのた

め のデ ー タベ ース 等 が あ る。

前者 の場 合 には,一 般 的 に各 々 のデ ー タベ ー ス のデ ー タボ リュー ムが 膨 大 で

あ り,か っ 各 々は業 務 オ リエ テ ィ・ドに作成 され て い る こと,又,互 い に異 な る

デ ー タベ ー ス構 造 で で き上 ってい る こ と,両 者 を 結合 す る共 通 の キ ーが ほ とん

どの場合 存 在 しない こ と等 か ら,こ れ らのデ ー タベ ー スの デ ー タ リンケ ー ジは

非 常 に困難 で あ り,一 般 的解 決 方 式 は今 の所 見受 け られない 。対 応方 法 は,ケ ー

スバ イケ ー ス で異 な るが,現 在 の所,対 応 テ ー ブ ルを 間 に介 在 させ る方 式が,

よ く採 られ てい る。 又,二 つ の巨 大 デ ー タベ ース を統 合 し一 つ のデ ー タベ ー ス

を 作成 しなお す とい う方 式を採 る と ころ もあ るが,こ の場 合 は,デ ー タベ ー ス

再構 築 の費 用 お よび統 合 す る こ とに よる全 体 的 な効率 の低 下(現 在 のデータベー

ス の不 完 全 性 に よる とこ ろが 大 きい。)等 か らの制 約 が大 き い よ うで あ る。

後 者 の 目的 指 向型 デ ー タベ ース の場合 には,話 しは,比 較 的 簡 単 であ る。 こ

れ は 多 く の 場 合 そ の 目的 に対応 す る よ うに元 の デ ー タベ ース か ら必要 デ ー タ

を抽 出 し,編 集 し直す とい うプ ロセス で,目 的 に合 致 した デ ー タベ ー スが得 ら

れ るか らで あ る。 これ は,抽 出 され た デ ー タが,元 デ ー タに 比べ,タ イムス パ

ンが 長 い こ と,よ り集 約 された 加 工 デ ー タで あ る こ と等 か ら作 成 が 比 較 的 容 易
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で あ る こ とも,大 き な理 由 とな って い る。 この代 表 的 な 例 と して は,工 場 にお

け る生産 管理 シス テ ム と本 社 の コ ン トロール シ ス テ ムを 結 ん だ ハ ィアーラーキー

シス テ ムや,前 述 した よ うな経 営 計 画策 定 のため の デ ー タベ ー スが あげ られ る。

次 に企 業 と企 業 の間 のデ ー タベ ース の リンケ ー ジにつ い て み て み る と,現 在

の ところ本 格 的 な分散 型 ネ ッ トワ ーク と呼 べ る ものは,日 本 では 出現 してい な

い。 省 庁 間 ネ ッ トワー ク等 計 画 中 の もの は,あ る もの の,そ の他 は トランザ ク

シ ョンデ ー タ の授 受が 中心 で あ る。

トランザ ク シ ョンデ ー タを 中心 と した コン ピ ュー ター ネ ッ トワ ーク は,全 銀

シス テ ム等 に見 受け られ るが,こ れ らの システ ムは デ ー タ交 換 に コン ピューター

が利 用 されて い るにす ぎない 。 した が って各企 業 で 開発 され た 大規 模 データベー

ス を結合 す る(例 えば,異 な る銀 行 間 の オ ンラ イ ン,電 力 ・ガス ・水 道 間 のオ

ン ラ イン)ネ ッ トワー クは,企 業 内 ネ ッ トワ ーク と同様,な か なか難 しい面 を

も ってい る。 企業 間 デ ー タ で も,こ れ が 目的 指 向別 に編 集 し,相 互 に 利 用 し合

う場 合 には比較 的容 易 に な る。 これ は企 業 内の 場合 と同様,磁 気 テ ー プ等 で編

集 さ れ,比 較 的 簡単 に交 換 さ れて い る。 欧 米 諸 国 で も座 標 を ベ ー ス と した地 理

情 報(建 物 ・道 路 ・etc.),国 勢 調 査 情 報 等は磁 気 テ ー プ で市 販 され て い る。

次 に,ユ ー テ ィ リテ ィデ ー タ(例 えば,特 許 情 報,文 献 情 報)等 のデータベー

ス とそ の利 用形 態 の 現状 につ い て,な がめ てみ る と,現 在 の とこ ろ分散 型 デ ー

タベ ース の リン ケ ー ジ とい う よ りは,む しろ大規 模 なTSSに よるサ ー ビスが

定 着 し,そ れ を利 用 す る形態 が 普 及 しつ つ あ る よ うに見 受け られ る。

この代 表 的 な例 と して は,GE社 が 行 って い るMARK皿 サ ー ビスが あ り,

最 近 同社 で行 ってい るマ ク ドナ ル ドハ ンバ ーガ ー の全 世 界 対 象 の販 売 ・在 庫 管

理 シス テ ムが顕 著 な例 で あ る。 マ ク ドナ ル ドチ ェー ン レス トラ ンは,全 世 界 に

約5,000店 舗 を 有 し,そ れ らの 経 営 ・販 売 ・給 一与管 理 をMARK皿 を ベ ース

と した 全世 界 ネ ッ トワ ーク とデ ー タベ ース を利 用 して 行 って い る。

又,最 近 日本 に上 陸 したTYMNETに よるSDCの 文献 情 報 サ ー ビスが あ る。

これ は,ORBITIV(OnlineRetrievalofBibliographicInformation

TimeShared)シ ス テ ム,す なわ ちア メリ カのARPAシ ス テ ムの 中枢 と し

て 開 発 され,以 来15年 の実 績 を 通 じ,改 良が 加 え られ て来 た シ ステ ムを 通 し

て 利 用 され,文 献 検 索情 報 約60種 類 を オ ン ライ ンで提 供 す る も ので あ る。
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以 上 述 べ て来 た よ うに,企 業 内 部 では 対応 テ ー ブル を介 して の情 報 の リンケー

ジ,機 能 別 に 分化 す る こ とに よ り目的 指 向型 デ ー タベ ー スへ の分散 化 が お きて

お り,企 業 間,ユ ー テ ィ リテ ィ間 では,ネ ッ トワー ク供 給業 者 とデ ー タベ ース

供 給 業者 が 相 互 に結 合 して,情 報 提 供 を行 って い る。

こ の よ うな現 象 は,情 報 の 蓄積,流 通 とい った事 象が 経済 の メカ ニズ ム の支

配 を 受け て い る よ うに見 受け られ る。 経 済 現 象 と同様 に情報 に も集 中化 が生 じ,

流 通 チ ャネル(ネ ッ トワー ク)の か 占化 が進 行 してい る よ うで あ る。

そ の原因 と して は・ 情 報 収 集・ 蓄積 に非 常 に 多額 の コス トが か か るた め,資

本 力が とぼ しい と維 持 で き ない とい うこ と,ま た,情 報 の 価 値 ・質 等 が そ の

国 の文 化 お よび 科 学 水準 の高 さに大 き く依存 して い る こ と,又,採 算 を と るた

め には,全 世 界的 な ネ ッ トワー ク で充 分使 い こん で も ら う必要 が あ る,等 が考

え られ る。

情報 の流 通 面 で も同様 で あ る と考 え られ る。 マ ク ドナ ル ド社 の例 の よ うに既

存 の ネ ッ トワ ーク業 者 の サ ー ビス網 を利 用 すれ ば,デ ー タ リン ケ ー ジ とい う問

題 を心 配 せ ず に,シ ス テ ム構築 が で き る ので あ る。

個 々 の分散 型 デ ー タベ ー スを 結合 して い くた め にデ ー タ リン ケー ジをそ の都

度 考 慮 し,よ り高 位 の もの に発展 させ て い くか,ネ ッ トワ ーク提 供 業 者 のサ ー

ビス網 を利 用 してい くか,今 の とこ ろ解 答は で て い な いが ,い ず れ にせ よ 日本

の文化 水準 の高 さを 諸 外 国 に示 す デ ー タベ ース の作 成 とそ れを 支 えるネ ットワー

クユ ー テ ィ リテ ィの作成 が 急 務 で あ る と考 え られ る。

5.2デ ー タ リンケ ー ジの 利 用 例

5.2.1公 益 事 業 の 生 産 ・供 給 コ ン トロール シス テム

この シス テ ムは 都 市 ガス の製 造 ・供給 を 総合 的 に 計画 ・整 理 ・管理 す るため

に開発 さ れた シス テ ムで あ る。 都 市 ガスは 現 在海 岸 線 にな らぶ5工 場 で各 種 の

原 料(ナ フサ,LNGetc.)か ら製 造 され,東 京,神 奈川,埼 玉 の一 都 二 県

に また が り一 体 とな った パ イ プ ラ イ ンネ ッ トワー ク に よ って 消費者 に届け られ

るが,そ の間 の製 造 量 と需 要 量 の 差 の ク ッシ ・ン の役 割 は,ガ ス ホ ル ダ ーが 受

け 持 って い る。 とこ ろが,こ の 需要 と供給 の シス テ ム に於 い て,都 市 ガ ス の需

要 量 は 時 々刻 々大 き く変 動 す る とい う性格 が あ り,こ の シス テ ム を効 率 的 ・安
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定 的 に運営 す るため には,常 時 全 供 給 エ リアの 需要 の状態 ガ ス の圧 力,ガ ス ホ

ル ダ ー の貯蔵 量,工 場 の製 造 量 を 的 確 に把 握 し,そ の上 で 需要 の動 向を 予 測 し,

そ れ に即 応 して 製 造 量 ホ ル ダ ー の受 入 量,送 出量 を効 率 的 に コ ン トロー ルす る

こ とが 極め て重 要 で あ り,全 社 的 な集 中 コ ン トロー ルが 必 要 不 可 決 に な る。

(1)ハ ー ドウ エア構成

この システ ムの ハ ー ドウ ェア は,(イ)コ ン ピ ュー タ シス テ ム,(ロ}テ レ メ ー タ ・

テ レコ ン トロール シス テ ム,内 通 信 回線 網,←)デ ー タベ ー ス よ り構 成 され て い

る。

図3.1に コ ン ピュー タ シス テ ム,テ レ メー タ コ ン トロール シス テ ム,図3.2

に通信 回線構 成 図 を示 す 。

この シ ステ ム に必 要 な リア ル タ イ ム情 報 は東 京,神 奈 川,埼 玉 の一 部 二 県 に

総 延 長 約25,000た 沈に お よぶ パ イ プ ラ インネ ッ トワー ク上 の情 報 と5つ の工 場

の情 報 で あ る。

即 ち,工 場 か らの ガス送 出量,圧 力,ホ ル ダ在 高,各 所 パ イ プ ラ イ ン上 の圧

力が主 な もの で,そ の他 温度,気 象 デ ー タ等 で あ る。

これ らのデ ー タは テ レ メ三 夕装 置 に よって,遠 隔 地 の ス テ ー シ ョンか ら電 々

公社 専 用 回線 お よび 当社 の マ イク ロ ・VHF回 線 を 用 い て,本 社 に集 中 的 に伝

送 され,コ ン ピ ュ ー タ シス テ ム に入 力 さ れ る。(IBMS/7)

又,本 社 の .IBM1800と も 直接通 信 回線 で 結合 され て お り,工 場 の稼 動

情 報が 入 力 され る。

コン ピ ュ ー タ シス テ ムは 入 力 さ れ た情 報 を も とに各 種業 務を 行 うが,特 に,

s/7は ガス ホ ル ダ ー の ガス の受 入,送 出流 量 の 自動 コ ン トロー ル,圧 力 調 整

器 の圧 力設 定 の 自動 コン トロ ール の ため にそ の コ ン トロール 値 を 自動 的 に計 算

し,、そ の信 号 を テ レ コ ン トロール 装 置 に 出力す る。 テ レコ ン トロール装 置は 本

社 か ら集 中 的 に通 信 回 線 を通 じて,ホ ル ダ ーや ガバ ナ ステ ー シ ョンの機 器 を 自

動 的 に遠 隔制 御 す る。 又,こ れ らの デ ー タ処 理 をベ ース に工 場 へ の製 造 指令 が

出 され る と同 時 に,工 場 コ ン ピ ュー タヘ デ 一 夕伝 送 され る。 この ハ ー ドウ ェア

構 成 の特徴 を 列 記 す る と以 下 の よ うにな る。

ω 業 務 に 対応 した ハ イア ラー キ ー シス テ ムで あ る こ と

回 計算 磯 間 コ ミュ ニ ケ ー シ ョンが 効 果 的 に な され て い る こ と
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内 バ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム が 完 備 し て い る こ と

等 が あ る 。

② ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

こ の シ ス テ ム の 業 務 総 合 体 系 図 を 図3 .3に 示 す 。 図3.2の ハ ー ド ウ ェ ア

構 成 図 か ら 明 ら か の よ う に こ の シ ス テ ム は ハ ー ド ウ ェ ア と リ ン ク して ハ イ ア ラ ー

キ ー シ ス テ ム を と っ て い る 。

各 コ ン ピ ュ ー タ で 行 わ れ て い る 業 務 は 以 下 の 通 り で あ る 。

(イ)大 型 コ ン ピ ュ ー タS/370 ,では,送 出 量 予 測,LP(LinearProg-

ra㎜ing)に ょ る 最 適 稼 動 計 算 導 管 網 シ ミ ー レ ー シ ・ ン,製 造 供 給 情 報 デ ー

タ ベ ー ス 等 大 規 模 な 計 算 お よ び,フ ァイル を 必 要 とす る年 間 生 産 計 画
,週 間 ・日 間 生

産 計 画,生 産 管 理 の シ ステ ムが 実 行 され る年 間 お よび 月 間 生 産 計 画 は オ フ ライ ン で 実 行 さ

れ,週 間 お よび 日間 生 産 計 画,生 産 管 理 シ ス テ ム は2,250グ ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ

レ イ 装 置 も し く は1,800を 用 い て オ ン ラ イ ン 処 理 が 行 わ れ る
。S/370

はS/360と 互 い に バ ッ ク ア ッ プ 可 能 な デ ュ ブ レ ッ ク 構 成 を と り,2314

磁 気 デ ィ ス ク 装 置 が リ ア ル デ ー タ フ ァ イ ル に3,330磁 気 デ ィ ス ク 装 置 は リ ア

ル デ ー タ フ ァ イ ル の バ ッ ク ア ッ プ お よ び 各 種 計 画 業 務 ,お よ び 製 造 供 給 部 門 の

デ ー タベ ース と して用 い られ る。

(司 中型 製御 用 コ ンピ ュー タ1,800で は5分 か ら1時 間 間 隔 の比較 的周 期

の長 い 日間 製造 供 給 調 整,自 動 コ ン トロール システ ム の オ ン ライ ン リアル タ イ

ム処 理が 行 わ れ る。 即 ち,下 位 のS/7か ら来 る製造 供 給 情 報 を 用 い て ,製 造

供 給 管理 のため の各 種 管 理 レ ポ ー トの作成,お よび 日間 の製 造 供 給 状 況 表 の作

成,ま た 下 位 シス テ ムか ら来 る情 報 を一 時 蓄積 し,適 当 な タイ ミングでS/370

へ伝 送 す る。 またS/7を 補 佐 し製 造 供 給網 の監視 オ ペ レー タへ の ガ イ ドを 行

う。 また 工場 との コ ン ピ ュ一 夕コ ミ ュニケ ー シ ・ン に よ リ工 場 チ ー タの処 理,

工 場 へ の伝 送 を行 う。 又LNG配 船 計 画 の オ ン ライ ン処 理が 行 わ れ る。

←')・ 」'型制 御 用 コ ン ピ ー 一 夕S/・ でtま ミ リ秒 ～ ・頒 隔 の 非 難 短 かL・・'s日
、

間 製 造 供 給 自 動 コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム の リ ア ル タ イ ム 処 理 が 専 用 に 行 わ れ る 。

S/7は 製 造 供 給 網 テ レ メ ー タ テ レ コ ン ト ロ ー ル 装 置 と 直 接 結 合 し,デ ー タ 収

集,監 視,自 動 コ ン ト ロ ー ル 等 の 制 御 の た め の 専 用 シ ス テ ム と し て 用 い られ,

又,プ ロ セ ス オ ペ レ ー タ コ ン ソ ー ル を 介 し て オ ペ レ ー タ の 密 接 な コ ミ ュ ニ ケ ー
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シ ・ンを 行 う。 製 造 供 給 自動 コ ン ト・一 ル シス テ ム は製 造供 給 網 の 管理 範 囲 を

各 々分 担 した2台S/7コ ン ピ ュ ー タで 実行 され る。

この よ うに都 市 ガ ス製 造供 給 に関す る総合 業 務 は ハ イア ラー キ ーシ ステ ムを

構 成 し有機 的 に結合 して 効果 的 な 運 用が 可 能 とな る よ うな シ ステ ム 設 計が 行 わ

れ てい る。

5.2.2公 益事 業 に お け る経 営情 報 フ ァイ ル に つい て

(1)全 体構 成 につ い て

効 率 的 な 経営 は 経 営 活動 に必要 な情 報 の能率 の よい 収集 と利 用 に大 き く依存

す る。

経 営 情 報 フ ァイル の構 築 ・開発 に 際 して は ト ップダ ウン に ょる帰 納的 方 法 と

現場 のニ ー ズを取 捨 選択 した ボ トム ア ップに よる演繹 的 な方 法 の2種 類 を 行 い

そ の 両者 を 勘案 して 行 う必要 が あ る。 す な わ ち経 営 情 報 フ ァイル とは計 画 作成

のため の情 報 フ ァイル で あ り,そ の情 報 フ ァイ ル の範 囲は 計 画立 案 とい う目的

で規 定 さ れ る。 これ に よ って一 企 業 体 が取 り扱 う荘漠 た る情 報が 取 捨 選択 さ れ

20～30%に 集 約 され る。

これ はす なわ ち 目的 指 向型 のデ ー タベ ース で あ り,こ れ らの デ ー タベ ース は

当 然大 型 の大 容 量デ ー タベ ー スか ら抽 出 され,集 約 さ れ作成 され る。一 般 的 に

目的 指 向型 デ ー タベ ース は プ ラ ニ ン グモ デル と結 び つ いて お り,都 市 ガス の プ

ラニ ン グモ デ ル と目的 指 向型 デ ー タベ ー ス とそ の情 報源 との概 念図 は 次 の 図3.

4の よ うにな る。

プ ラニ ングモ デ ル としては,以 下 の よ うな ものが あ る。 す なわ ち,計 画期 間

の レベ ル に ょ って長 期 的 見通 しの ため の超 長期 計画 と3～5年 先 を 見通 す数 年

間 の レ ン ジ計 画 が存 在 す る。

超 長 期 計画 は① 事 業 の外 部環 境 予測 と,② 外 部 環境 下 に おけ る政 策 決定 も含

め た上 で の当 社 の経 営状態 の 予 測 の2種 類存 在 す る。① に対 して は 国 家経 済 的

レベ ル で の各 種 予測 が 必 要 で あ り例 えば④ 都 市 の経 済 予測,◎ 都 市 エ ネ ル ギ ー

需 給 の 予測,◎ 都 市 入 口の 予測 等 が あ る。

② につ い て はそ れ に対応 す るモ デル と して経 営 計 画 モデ ルが あ り,そ れ は い

くつ か のサ プモ デル(販 売 量 予 測 モ デ ル,導 管投 資 モ デル,生 産 計 画 モ デ ル,
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総合 収 支モ デル)か ら構成 され て い るが こ のモ デ ル に必要 な情 報 とそ の情 報源

を 図3.5に 示 す。

数年 間 の レン ジ計 画 と,そ れ に 必要 な情 報 と情報 源 に つい て は 図3.4に 示 し

た通 りで ある が,そ の主 な もの は下 記 の 通 りで あ る。

① ガ ス販 売 計 画

ガス の販 売 量 を 日別地 域 別 に作成 す る も ので ガス販 売 量計 画 モ デ ルが あ る。

デ ー タの情 報 源 と して は 需 要 家 情報 シ ス テ ムetc.か らデ ー タを とる。

② ガス 製 造 計画

ガス の販 売計 画 に基 づ き,ガ ス 送 出量 か ら各 工場 別 の原 料 使 用 量 プ ラン トの

稼 動 時間 を 決定 す る もの で 生産 計 画モ デ ルが あ り,情 報 源 と して は 製造,供 給

調整 シ ス テ ムが あ る。

③ 中高圧 導 管網 計 画

ガ ス の中 高圧 導 管 網 の設 備 投 資計 画 で 中 高圧 導 管網 計 算 モ デ ルが あ る。 デ ー

タの情 報 源 と しては 需要 家 情 報 フ ァイルetc .が あ る。

以 下 に この 中 で と りわけ 重要 で あ る営業 関 係 のモ デ ル とそ の デ ー タベ ー ス に

つ い て述 べ る。

(2)ガ ス 販売 量 計 画 シス テ ム につ い て

この シス テ ム は前 述 した 如 く約600万 件 に のぼ る需 要 家 情報 フ ァイル お よ

び 製 造 供 給調 整 シス テ ムか ら必要 情 報 を と り出 しそ れ を分散 型 デ ー タベ ー ス と

して プ ラニ ング シ ステ ムを 構 築 して い る点が 特 徴 で あ る。 この 分散 型データベー

スは 大 容量 の大 型 デ ー タベ ー スか らオ ン ラ イ ンで直接 情 報 を 引 ぎ出 す の では な

く,使 用側 の ニ ーズ に対 応 して 必 要 情 報 を機 能 別 に抽 出 して い る。 こ の シ ステ

ムは この よ うに して 作成 され た デ ー タベ ースを 基 に次 の3っ の システ ムか ら構

成 され て い る。

① 年 間 ガ ス販 売 量 計画 シ ステ ム ② 販 売 量 計画 対 実 績差 異 分 析 シス テ ム

③ 短 期 収入 予 測 シス テ ム で あ る。

各 シス テ ムは オ ン ライ ン タ ー ミナ ルa270よ り計 画 作成 デ ー タ のInguiry

が可 能 とな って い る。

実績 デ ー タ収 集は 月 単 位 は 日単 位 で 需要 家 情 報 フ ァイル よ り収 集 され,経 営

情 報 フ ァイル の デ ー タベ ース に蓄績 され る。 主 なデ ー タは以 下の通 りで あ る。
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① 販売 量実 績

需要 家情 報 ファイル より月別,検 針 回 分 別,地 域 別 に細 分化 した ガ ス販 売量 実 績

デ ー タを毎 月一 回集 計 しデ ー タベ ー ス内 に蓄 積 す る。

② 送 出量 実 績

生 産 ・供給 ファイルに蓄積されてい るデー タを毎 日抽出 しデータベース内に蓄積す る。

③ 日別 気 温 実 績

同 上

④ 需 要 家 件 数

需 要 家 情 報 フ ァイル よ り月別,地 域 別,需 要 家 件数,新 設 需 要 家件 数,撤 去

需 要 家 件 数 が 集 計 され,デ ー タベ ース 内に 蓄 積 さ れ る。

⑤ 大 口需要 家実 績

④ と同様 月 別,地 域別 の大 口需要 家 実 績 件 数 を 収録 す る。

⑥ 器 具 販 売 実 績

これ は器 具 の販 売 実績 のデ ー タ で器具 情 報 シス テ ム よ り得 られ る。

⑦ 日別 売上 高 実績

これ は 日 々 の ガス 売上 高 収入 額 を抽 出 して い る。

以 上 の デ ー タを基 にい くつ か の係 数(ex.① 月 別送 出量係 数,② 需 要 家一 件

当 り販 売 量etc.)を 算 出 しデ ー タベ ース に 蓄積 す る。 図3.6に 情 報 の全 体 図 を

示 す。

この シス テ ム は本 社 の端 末 お よび16営 業 所4支 社 の端末 か らオ ン ラ イ ンで

実 行 す る こ とが で き る。 本 社 の 端 末 か らは16営 業所 各 々の 計画 作成 が で き,

支 社 の端 末 か らは,そ の支 社 の 管轄 下 の営 業 所 の計 画 作成 が で き,営 業 所 で は

自分 自身 だけ の計 画 作成 が 可 能 とな って い る。

各端 末 で は 自分 自身の ワ ーク フ ァイル,テ ンポ ラ リー フ ァイル,デ シジ ョン

フ ァイ ル の3種 類 の フ ァイル を もち,ワ ー ク フ ァイル には ケー ス ス タデ ィ の 結

果 が 常 に ス トア され る。 す な わ ち各 端末 は 各 々 プ ラ イベ ー トな フ ァイル を もっ

て い る こ とを 意味 してい る。
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5.2.5マ ク ドナ ル ド社 のMARK皿TSS

サ ー ビス に よ る販 売 管理 シス テ ム

マ ク ドナル ド社 は 全 世界 にチ ェー ン店 を もっ世 界で も有 数 の ハ ンバ ー ガ ー レ

ス トラ ンであ り,ア メ リカ ・カナ ダ で約aoOO店 舗,7 ,500億 円(51年

度)売 上 の実 績 を も ち,日 本 で も110店,160億 円 の売上 実績 を あげ てい

る。 この マク ドナ ル ド社 は 各 チ ェー ン店 の 販売 在 庫 管 理等 を 行 うた め にGE

MARK皿 を ペ ー ス に した 経 営 管 理 シ ステ ムを 作成 した 。すなわ ちGEMARK

皿 に デ ー タベ ー スを 作 成 し端末 を 各 チ ェー ン店 に設 置 し端末 か ら必 要 情 報 を 入

力 し販 売 管 理 か ら給 与 管 理 等 すべ てを 行 うこ とを 目的 としてい る。GEMARK

皿 を選 定 した理 由 と して は,①MARK皿 が 全 世 界 ネ ットワー クで マ ク ドナ ル

ドの よ うな全 世界 にチ ェー ン店 を もつ レス トラ ン産 業 としては 便 利 で ある こ と,

② 売上 デ ー タが 日 々入 力 さ れ,集 中 的 に売上 情 報 を集 積 で き,経 営 資料 まで 簡

一単 に得 られ る こ と,③ 各 プ ・グ ラ ムが共 有 して 使用 で きる こ と等 の 理 由が あげ

られ よ う。

MARK皿 を 使 用 した場 合 の シス テ ムの概 要 構 成 図は 次 の 図3.7に 示 す 通 り

で あ る。

図 に示 す ご と くこの シス テ ムは,① 販 売管 理,② 原 材 料管 理,③ 作業 管理,

④ 経 営 管理,⑤ 給与 管 理 か ら構成 さ れ てい る。

販 売 管理 ではMARK皿 端 末 よ り売上 情 報 を入 力 し各種 レポ ー トを得 る。

売上 情 報 と して は 当 日売上,ギ フ ト売上,来 客 数,ク ルー 時 間etc.が あ り,

レ ポー トと して は週 刊 売上 累 計,日 刊売上 累 計,前 年 同期 対比,週 刊 ク ル ー労

働 時間 表,等 が あ る。

原材 料 管 理 では 原 材 料 使 用 報告,従 業 員食 事,ネ ッ トセー ル ス等 を 入 力 し,

商 品別 売上(販 売数,価 格,販 売金 額etc.)を 得 る。

作業 管 理 では セ ー ル スマ ンの ス ケ ジュー リン グ なされ,特 に過 去 数 週 間 の,

セ ー ルス ヒス ト リー か ら次 週 の セ ー ルス 方 式,予 測値 が 出され る。 す なわ ち曜

日別,時 間 帯別 に時 間 当 りセ ール ス予 想,必 要 ク ル ー人 数が 算 出 され る。

経 営 管 理 では 月 次 のP/Lの レ ポ ー トと前年 実績 売上,現 在 ま で の 実績 売上,

お よび 計 画売上 よ りP/Lの 予 測 を 行 う。

給 与 管理 では パ ー トタ イマ ーの 給与 計 算 お よび 社 員 の 給与 管 理 を 行 って い る。
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5.2.4行 政 に お け るデ ー タ ・リン ケ ー ジの 動 向

近年 の行 政 需 要 の複 雑化 に伴 い,各 行 政 官 庁が 必要 とす る情 報は 拡 大 の一 途

を た ど って お り,様 々な デ ー タ リンケ ー ジ の様 相 が み られ る。 そ の一 例 は,各

省庁 で 毎年 発 行 す る 日書 で 引用 して い る統 計 類 にみ られ る。 例 え ば,総 理府 統

計 局 の 「国 勢 調 査 」 「家 計 調査 」 「消 費者 物 価 」 等,経 済企 画 庁 の 「国 民 所得 」

通 産 省 の 「工 業 」 「生 産 動態 」,労 働 省 の 「毎 月 勤 労 」,大 蔵 省 の 「貿 易 統 計 」

等 の各統 計 は各 省 庁 の 日書 類 に広 く引 用 され,各 省 独 自の統 計 類 と組 み 合 せ て

利 用 ・分析 され てい る。 も ちろ ん,各 省 で行 政 判 断 に利 用 してい る情報 は この

日書 類 で 利用 され てい る他 に多 く存 在 す る はず で あ るが,傾 向 と して他 の機 関

特 に 中央 省庁 の 作成 した統 計 類 の重要 性が 高 まって お り,こ れ らが 組合 せ て 利

用 ・分 析 され て い る と言 え よ う。

この例 は行 政 の企 画 ・立 案 におけ る もの で あ った が,事 務処 理 におけ る 例 も

あ る。 っ ま り,個 別 デ ー タの流 通 で あ り,警 察 庁 と運 輸 省間 の 自動 車登 録 関 係

デ ー タ の例が あ る。

これ らの各 業 務 で採 用 され てい る デ ー タ リンケ ー ジの手 法は 一 概 には 言 え な

いが ほ とん どは,リ ンケー ジす るた め の 係 数又 は表 を 用い て い る。 このた め の

係数 又 は 表 は,公 表 され て い る場合 と,利 用 側 で作 成 す る場合 が ある。 前者 め

例 と しては,指 数 の基 準 改 定 が あ る。 指 数 の算 出は 基 準 時 点の 実 数 を基 に そ の

デ ー タ の ウ ェ イ トを決 定 し,こ の ウ ェイ トに よ り毎 朝 計算が 行 わ れ る。 しか し,

社会 構 造 が変 化 す る と,こ の ウ ェイ トも変 化 す る。 従 って,通 常5年 毎 に 見 直

しを 行 い,改 定 す る。 す る と,改 定 前 と後 で は ウ ェ イ トが 異 な り,意 味 的 に 時

系 列 性 が 欠け る こ とに な る。 そ こで,こ の 時系 列 接 続 を行 うため の係 数が 発表

され る事 が 多 い。 も う一 つ の例 では貿 易 品 目分 類 の改 定 であ る。 我 が 国 の貿 易

統 計 は75年 ま で はSITC分 類を 採 用 して いた が76年 よ りCCCN分 類へ

と大 幅 な変 更が 行 われ た。 この 時,両 分 類 同 の 対応 表が 発表 され た。 この様 に,

同一 統 計 内 の変 更 では,前 後 接続 のた め の何 らか の 情 報が 発表 され る事 が 多 い。

一 方,後 者 の例 は,異 な るデ ー タの接 続 の場 合 で,例 えば,前 述 の貿 易 分 類

に して も利 用者 の 必要 とす る分類 とは異 な ってい る 場合 には,対 応 表 を 作成 し

て結 合 しなけ れ ば な らない。 又貿 易 デ ー タ,生 産 デ ー タ等を 中小 企業 関連 分 に

つ い て のみ必 要 とい う様 な 場合,製 品 毎 の 中小 企 業 の割合 を算 出,又 は 推定 し
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て,デ ー タを 作成 しな け れ ば な らな い。 この様 に して作 成 さ れ た デ ー タ と・ 手

持 ち のデ ー タが 対 応 され て,つ ま り,デ ー タ リンケ ー ジが 行 わ れ て・ 最 終 的 に

使 用 され る事 に な る。

それ では,こ れ ら行 政 面 で の デ ー タ リンケ ー ジに 対す る具 体 的 ア プ ロー チ の

1っ と して,現 在,建 設 が 進め られ てい る,通 産 省 と経 済企 画 庁 の間 のネ ッ ト

ワ ー クを 述べ て み る。 通 産 省,経 済企 画 庁 は,共 に経済 官 庁 と して 関連 す る場

面が 多 く,古 くか ら情 報 の交 流 が 盛 ん で あ った。 近年 に おい て は,磁 気 テ ー プ

の相 互 交 換 に よる情 報 交流 も行 わ れ て いた 。 しか し,そ の一 層 の高度 化 を 目指

し,数 年 前 よ り両省 庁 保有 コ ンピ ュー タの相 互 接 続を 実 現 す るた め共 同研 究 を

重 ね,54年 度 に運 用 を 開 始 す る 予定 で現 在 開発 中 で あ る。

ネ ッ トワー クは,両 省庁 の コ ン ピ ュー タ間 を,各 々の ミニ コ ン ピ ュー タ及 び

寛 々公 社 が提 供 す るDDXで 接 続 した 形を とってい る。 端 末 は,こ の各 ミニ コ

ン ピ ュ_タ に接続 さ れ,ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ間 は相 手 を 端 末 とみ な して 通 信が 行

わ れ てい る。 つ ま り,端 末 は,こ の ミニコンピュータを介 して 両省 庁 の コンピュー

タを 使 用 す る。 この方 式 は,ネ ッ トワー ク接続 の機能 を ミニ コ ン ピ ュー タが 負

担 す るため,'メ イ ンの コ ン ピ ュー タ の改造 が不 要 で あ り,ネ ッ トワ ーク 運 用へ

の 移行 が 容 易 で あ る点 が特 徴 で あ る。 ネ ッ トワ ーク に よ りサ ー ビス され る機 能

は,当 面 オ ン ラ イン相 互 利 用 で あ る。っ ま り,一 台 の端末 か ら両 省 庁 のコンピュー

タ のTSSA及 び,RJEサ ー ビス が 受け られ る。 従 って,同 時 に両 省 庁のデー

タを 使 う様 な事 は不 可 能 で あ り,次 の 目標 とな ってい る。

両 者 共,各 々特有 な ア プ リケ ー シ ョンシス テ ム及 び,デ ー タベ ース を有 して

お り,経 済 企画 庁 は国 民所得 統 計 関連 デー タベ ー ス及 び,そ の 検 索 ・分 析 シス

テ ム,通 産 省 は,や は り経 済 生 産 ・貿 易関係 デ ー タベ ー ス及 びそ の 検 索 ・分 析

シス テ ムが移 動 してtoり,1台 の端 末 か ら これ らア プ リケー シ ョン シス テ ムを

全 て使 用 可能 とな る。 しか し,両 省 庁 の デ ー タベ ース を組 み 合 せ て利 用 し,デ

ー タ リン ケー ジを行 うの は ,今 後 の課題 として残 され て い る 。
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4情 報 リンケー ジに係 る技術 的側面

4.1コ ン ピ ュー タ ・リソー スの 共 用

分 散 情 報処 理系 は ハ ー ドウ エア技 術あ るいは ソ フ トウ ェア技 術 の発 展を 背 景

と した 情 報処 理技 術 の高 度 化 お よび 多 様 化 の流 れ の 中で言 わ ゆ る情 報 の集 中処

理系 と対比 した 形で 出現 して きた。 す な わち コンピ ュー タの 利 用 形 態 か ら抱 え

る とバ ッチ処理 を 主体 とした 単独 的 利 用形 態か ら タ イ ムシ ェア リ ング に よ る利

用形 態 に発 展 し,今 日 にお い て は コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク技 術 が普 及 し地

域 的 な拡 が りを も って配 置 さ れ てい る複 数 の コ ン ピュ ータ ・シス テ ムを 利 用 者

の 要求 す る問題 解 決 に適 した 形 で 利 用す るこ とを 可能 に して い る。

この コ ンピュ ータ の利 用 形 態 の発 展 に 見 られ る流れ はそ れ ぞ れ の 利 用形 態 を

さ さ え る諸 技 術の 発 展は も と よ り,問 題 解 決のた め の情報 処 理 に必 要 な リソース

(資 源)を 共 用 す る こ とを 目指 して い る と言 え よ う。 すな わ ち コン ピュ ー タ ・

ネ ッ トワークは 地域 的 な 広が りを も って 配 置され て い るコ ン ピュ ー タ ・シ ス テ

ムを 回線 を 介 して結合 す る こ と に よ って ,そ れぞ れ の シス テ ム の もつ リソ ース

を 総 合 的 に共 用 す るため の 利 用体 系 で あ る。 こ こで 共 用 の対 象 とな る リソ ース

には 大 別 してつ ぎ の3種 類 が あ り,そ れぞ れ の リソ ー スに よ って そ の 共 用 の た

め の技 術的 側 面 も異 な って い る。

(1)ハ ー ドウ ェア の共 用

コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー クを 介 して結 合 さ れて い る コ ン ピュ ー タ に付 属 す

る中央 演算 処 理 装 置 あ るい は 主記 憶 お よび 補助 記 憶 装 置を 利 用 す るこ と に よ'り,

利 用 者 の 問題 解 決 に適 した コ ン ピュ ー タを選択 した り,ま た ネ ッ トワー クを構

成 す る コ ン ピュー タ の負 担 を一 様 化 する ことを目指 した共 用 の 形 態 が ハ ー ドウ エ

アの共 用 で あ る。 これ に よ って ネ ッ トワー クを 介 して結合 さ れ て い る コン ピュ

ータ の もつ ハ ー ドウ ェア リソー ス を総 合 的 に利 用 す るこ とが 可能 とな る
。 言 い

換 えれ ば 利 用 者は特 定 の コ ン ピ ュー タ に よ って 問題 解 決 のた め の情 報処 理 を お

こ な うとい う利用形 態 か ら,ネ ッ トワー クを介 して結 合 さ れ て い る多種 類 の コ

ン ピュ ータ を要 素 と す るよ うな仮 想 的 な情 報 処理 系 を 利用 す る とい う形 態 とな

って い る。 この ハ ー ドウ ェアの 共 用 は 多種 多様 な コン ピュ ータ に対 す る負荷 の
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一 様 化 の ほか に,図 形 出力 な ど特 殊 な 周辺 装 置 の共 用 を も含 ん で い る。

(2)ソ フ トウ ェアの 共 用

ハ ー ドウ ェアの 共 用が 言 わ ば 情報 処 理 装 置の 効率 的 利 用 を 目指 してい る の に

対 して,ソ フ トウ ェ アの 共 用は 情報 処 理 手 法 の 有効 利 用を 目指 した もの で あ る。

す なわ ち利 用 者 の問 題 解 決 に適 した ソ フ トウ ェアを コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー

クを介 して 利 用 す る こ と に よ り独 自で ソ フ トウ ェアを 開発 す るこ とな く,問 題

の解 決 に あた れ るこ とにな る。

この ウ ェ アの共 用 と い う側 面 に おい て は これ まで オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ

ムの よ うな基 本 ソ フ トウ ェア よ り,適 用業 務 ご との問 題解 決の ため に開 発 され

た言 わ ゆ る ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ムの利 用が 中心 とな ってい る。 これは

オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムが ハ ー ドウ ェアに依 存 す る部分 が 大 きい とい うこ

とに帰 因 してい るが,ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラム も フ ァイル 操 作 な どを 含

む 基本 ソ フ トウ ェ ア に依存 す る部分が あ り,コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ークを 介

して ソ フ トウ ェアを 利 用 す る場 合 におい て も利 用 者 の もつ 問題を 解 決 す るの に

適 した ソ フ トウ ェアを 有 す る コ ン ピュー タ ・シ ス テ ムにお い て処 理 を お こな う

とい う形 態を と るこ と にな る。

元来 ソ フ トウ ェアは 情 報 処理 装 置 と して のハ ー ドウ ェア に対 す る利 用技 術 と

い う観 点 か ら担 え られ て きた傾 向が あ り,そ の意味 か らす る とソ フ トウ ェアは

ハ ー ドウ ェア に依 存 す るこ と にな る。 とこ ろが 多 種 多様 な業 務 にお い て発 生 す

る問 題解 決 の ため の情 報処 理 とい う観 点 か らみ れぱ ソ フ トウ ェアは ハ ー ドウ ェ

ア とは独 立 した 問題 解 決手続 き とな る。 そ こで最 近 ソ フ トウ ェア開 発 にあた つ

て の考 え方 と して 「メ タ ・ソ フ ト的 ア プ ローチ」 が 提 案 され てい る。 この メタ ・

ソ フ ト的 ア プ ローチ とい う考 え方 にお い て は ソ フ トウ ェアを 問題 解 決手 続 き と

して担 え,ハ ー ドウ エアは そ のた め の手 段 と して位 置づ け てい る。 これ に よっ

て ソフ トウ エ アが ハ ー ドウ ェ アは も と よ りオペ レー テ ィン グ シス テムや プ ログ

ラ ム言 語 か ら も独 立 した もの とな る。
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コ ン ピ ュ ー タ

A

メ タ ソ フ ト に よ る

問 題 解 決 手 続 き

コ ン ピ ュ ー タ

D

コン ピュー タ ・ネ ッ トワー クを 契機 と した ソ フ トウ ェアの 共 用は将 来 的 には 多

種類 の ハ ー ドウ ェア にわ た るソ フ トウ ェ アの流 通 とい う観 点 か ら,こ の メタ ・

ソ フ ト的 ア プ ローチ が重 要 な役 割 を果 す こ とが 予 想 さ れ る。

(3)デ ー タ の 共用

フ ァ イル 処理 技 術 あ るい は デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ムの発 展 を 背 景 と して,

補助 記 憶 媒体 上 に大 量 のデ ー タを 蓄 積 し,そ のデ ータベ ー ス に も とつ い た 検 索

処理 や分 析 処 理 を お こな うコン ピ ュー タ ・シス テ ムが 多 くな って い る。 コ ン ピ

ュー タ ・ネ ッ トワー ク環 境 にお け るデ ー タ の共 用は ネ ッ トワ ークを 介 して結 合

され て い る コ ン ピュ ータ に付随 す る多 種 多 様 な デ ータ ベ ース を 総合 的 に利 用 し

なが ら利 用 者 の問 題 解 決 にあた る こ とを 目指 した もの で あ る。

コ ン ピ ュ ー タに よ る情 報 処理 の 目的は 言 うまで もな く利 用 者 の 問題 を ハ ー ド

ウ ェ ア と ソ フ トウ ェアお よび デ ータを有 機 的 かつ 総合 的 に利 用 しなが ら解 決 す

るこ とで あ るが,最 近 と くに分 散 したデ ー タベ ー ス の 共 用 の問 題 が研 究 され そ

の技 術 が 開発 段 階 に入 って い る。

と ころが コン ピュ ータ ・ネ ッ トワー ク環 境 に おい て 分散 した 多種 類 の デ ー タ

ベ ー スを 総 合 的 に利 用 す るた め には 残 さ れ た 問 題 も多 い。 そ こで コ ン ピュー タ

リソー ス の 共用 の一 環 と して の デ ータベ ー スの 共 用 に係 る技 術的 側面 につ い て

は次 第 以 下 で論 じ る。

4.2デ ー タ ベ ー ス の 分 散 と 集 中

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク の 構 成 的 側 面 を 観 る と 大 別 し て 集 中 型 ネ ッ トワ一
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ク と 分 散 型 ネ ッ ト ワ ー ク と が あ る。 集 中 型 ネ ッ ト ワ ー ク は 中 央 の 制 御 コ ン ピュ ー

タ が ネ ッ ト ワ ー ク の 制 御 を お こ な う と い う構 成 を と る の に 対 し て 分 散 型 ネ ッ ト

ワ ー ク は そ れ ぞ れ の コ ン ピ ュ ー タ の 独 自 性 を 保 存 し た 形 で ネ ッ ト ワ ー ク に 結 合

す る と い う構 成 を と っ て い る 。

集 中 型 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

また 分 散 型 ネ ッ トワー ク にお いて も相 互 に互換 性 の あ る同機 種 の コ ン ピュ ー

タ のみ を 結 合 した 同機 種 コン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー ク と互換 性 の な い 多種 類 の

コ ン ピュー タを構 成 要 素 と しな が ら互 を結 合 した 多機 種 コ ン ピュ ー タ'ネ ッ ト

ヲー ク とが あ る。

分 散 型 コ ン ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

こ こで と くに多機 種 コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クに お い ては ネ ッ トワ ーク を

介 して の コ ン ピュー タの交信 手続 す な わ ち プ ロ トコル の 形 態が 問 題 とな るが,

分 散 した デ ー タベ ース を 共用 す る場 合 も この問 題 が あ る。 す な わち 異 な る分 野
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を扱 って お り,さ らに異 な る形 式 で 表 現 さ れ てい るデ ータベ ー スを 統 一 的 に操

作 す る手続 に関す る問 題 で あ る。

と ころ で コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー クの構 成 に集 中型 と分 散 型が あ る よ うに,

デ ー タベ ー ス の構 成 に お い て も集 中方 式 と分散 方式 とが考 え られ る。データベ ー

スは 通 常分 野 ご との情報 の集 合 で あ りデ ータベ ース操 作 シス テ ムを 介 して蓄 積

あ るい は操 作 が お こな わ れ る。 この デ ータベ ー ス操 作 シス テ ムは フ ァイ ル 処理

技 術の拡 張 とい う流れ の 中で 発 展 して お り,そ の 主眼 と して デ ータ の 総合 的一

括 管 理 と多 目的利 用が あげ られ て きた。 この 考 え方 は閉 じた 組 織体 た と えば 企

業 におけ る在庫 管 理 とか の場 面 では デ ータベ ー スの集 中化 とい う面 で一 応 の 成

果が あ げ られ た もの の,最 近再 び デ ータベ ー ス の分 散化 に 対 す る再 評 価 が お こ

なわ れて きて い る。 そ れ忙 ほつ ぎ の よ うな 理 由が あげ られ よ う。

(1)デ ータベ ー スの生 命は そ こ に含 まれ る情 報 の質 と量で あ る。 こ れは 情 報

源 か らの情報 の 収集 と組 織化 お よび メ ンテナ ンス体 制の 充 実 に よ ると こ ろが大 ,

きい。 した が っ てデ ータベ ー スは 情 報 源 に対 して 身 近 にい る専 門家 が お こな う

こ とが適 当 であ る。 言 い換 えれ ば 情 報 収集 者 が 情報 の発生 に応 じ てそ れ を 組 織

化 しデ ータベ ー スを 作成 あ るい は メ ン テナ ンスす る ことを 適 当 とす る考 え方 で

あ る。

(2)利 用者 が そ れ ぞれ の分 野 におけ る問 題 を解 決す るにあ た って利 用者 の も

つ限 られ た 範 囲 の情 報 だ け では 不 充分 で あ る。 そ の場 合 独 自に情 報 を 収集 す る

よ りは他 の組 織体 に よ って 作成 さ れた デ ータベ ー スを利 用 す る方 が 効果 的 で あ

る。

もち ろん 上 に挙 げ た デ ータベ ー ス分 散 化 の考 え方 にも とつ い て 作 成 さ れ た

デ ー タベ ース を総 合 的 に利 用 す るため には異 な るデ ータベ ー ス に対 す るア クセ

ス の問 題 や コ ン ピュ ータ間 での 交信 の 問題 が あ るが,近 年 顕 著 な発 展 を とげ て

い るコ ン ピ ュ ータ ・ネ ッ トワー クの技 術 を 背 景 と して技 術 的問 題 の解 決可 能 性

が 明確 な もの とな って い る。 言 い換 え れば コ ン ピュータ ・ネ ッ トワー ク環 境 に

おい て は このデ ータベ ー スの 分 散化 が 増 々普 及 してい く もの と予 想 され る。

4.3デ ー タ ベ ー ス 共 用 の 技 術 的 側 面

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 分 散 し た デ ー タ ベ ー ス を 利 用 す る に あ
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た っ て は コ ン ピ ュ ー タ 間 の 交 信 手 続 き と し て の プ ロ ト コ ル を 踏 ま え た 上 で の

デ ー タ ベ ー ス 操 作 あ る い は デ ー タ ベ ー ス ・ ア ク セ ス の た め の プ ・ ト コ ル が 必 要

と な る 。 こ の 分 散 デ ー タ ベ ー ス に 対 す る ア ク セ ス 手 法 に は つ ぎ の も の が あ る 。

(1)フ ァ イ ル 転 送

コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 結 合 さ れ た ひ と つ の コ ン ピ ュ ー タ に 付

随 す る デ ー タ ベ ー ス の 全 体 ま た は 一 部 を 別 の コ ン ピ ュ ー タ に 付 随 す る フ ァ イ ル

に 転 送 す る の が フ ァ イ ル 転 送 手 法 で あ る 。

A

フ ァ イル転 送

この フ ァイル 転 送 手法 に よって分 散 した 多種 類 のデ ータベ ース か ら ネ ッ ト

ワ ーク を介 して必要 な デ ー タを 処理 を お こな うコン ピ ュー タ の も とに転 送 す る

こ とが 可能 とな る。 と ころ がデ ータベ ー スは 先 に も述 べ た とお りそ れぞ れ の コ

ン ピュー タ に付 随 す るデ ー タベ ー ス操 作 シス テ ムの も とで 蓄積 や 操作 が お こな

わ れ るため,転 送 され た デ ー タは 処理 の対 象 とな るデ ータベ ー ス操 作 シス テ ム

の 構造 に適 った形 で蓄 積 す るこ とが 必 要 とな る。 こ のた め フ ァイル 転送 にあ た

っ ては 送信 側 デ ータ ベ ー ス操作 シ ス テ ムの 構 造 を受 信 側 デ ータ ベ ース操 作 シ ス

テ ムの 構造 に変 換 す る手続 きが 介在 す る。 これ は デ ー タベ ース操 作 システ ム間

に おけ る互換 性 の欠 如 に帰 因 す る こ とは も とよ り;同 一 のデ ー タベ ー ス操 作 シ

ス テ ム間 の ファイ ル 転送 で あ って もそ れ ぞ れ の利 用 者 に よって 設 定 され た デ ー

タベ ー ス構 造 が 異 な れ ば やは りこのデ ータ 構造 の変換 手 続 きが必 要 とな る。 そ

こで こ の変 換 手続 きを 容易 にす るため あ るいは 多様 な デ ー タベ ー ス構 造 を もつ
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デ ータベ ー ス に対 す るフ ァイル転 送 に拡張性 を も た せ るた め に
,そ れ ぞれ の

ア 一 夕ベ ー ス構 造 を 汎 用 的 なデ ータ 定 義言 語を もち い て記述 しそ の汎 用 デ_タ

ベ ー ス構 造 を 介 して変 換 す る とい う手 続 きが と られ る
。

`

6

上に述 べ た よ うな手 法を もち い てデ ータベ ー ス構 造 の 変換 を お こな うこ とに

よつ て,コ ン ピュータ ・ネ ッ トワー ク に新 た な デ ー タベ ー ス構造 を もつ デ ータ

ベ ー スが 結合 され た場 合 で も,そ のデ ータ ベ ース構 造 と汎 用 デ ータ ベ ース構 造

との間 の変 換 手続 きだ け を用 意 す れ ば コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ーク におけ るす

べ て の フ ァイ ル転送 体 系へ の 拡張 が 可 能 とな る
。 この汎 用 デ ータ ベ ー ス構 造 と

しては リ レー シ ョナ ル モデ ルで もち い られ てい るデ ータ記 述 が そ の 表現 能 力 の

豊富 さ か ら して も有 望 で あろ う。

(2)分 散 デ ー タベ ー スの 同時 操作

コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワー クを介 して結 合 さ れ て い る分 散 デ ータベ ー スを 総

合 的 に利 用 す るため の 手法 と しての フ ァイ ル転 送 技 術 にお い ては ,利 用者 が 問

題 を 解 決 す るに あ た って必 要 な デ ータ を あ らか じめ 処 理 の対 象 と な る コ ン ピ

ュ ータ の も とに転 送 しそ の後 で デ ータ処 理 を お こな うとい う形 態 を と ってい る
。

これ に対 して特 定 の コ ン ピュータ で デ ータ の 処 理 を お こない なが ら遂 次 必 要 な

デ ー タ を ネ ッ トワ ー ク経 由で適 当 な デー タベ ー ス か ら取 り出す 手 続 き が 分 散

デ ータベ ー スの 同 時操 作手 法 で あ る。
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こ の分 散 デ ータベ ー ス の 同時 操 作 にお い て もア クセ スの 対 象 とな る デ ー タ

ベ ー スの もつ デ ータ構 造 の多様 性 が 問 題 とな るが,こ の ほか にデ ータベ ー ス操

作 シス テ ムの 用意 して い るデ ータ 操 作 言 語 の多 様 性 とい う問題 が あ る。 す なわ

ち デ ータベ ー スを ア クセ ス す る場 合 には そ れ を管 理 してい るデ ータベ ー ス操 作

シス テ ム個有 の デ ータ操 作 言 語を も ちい る必 要 が あ る。 した が って 多様 な デ ー

タベ ー スを 直接 的 に ア クセ ス しよ うとす れ ば対 象 とな るデ ー タベ ー ス ご と に

デ ータ の検 索要 求 方 法 を 用 意 す る こ とに な る。'

そ こで 分 散 デ ー タベ ー ス の同時 操 作 を 容易 な もの とす るため に,フ ァ イ ル転

送 技 術 に おい て もち い た 汎用 デ ー タ構 造 の ほか に,そ の 汎 用 デ ータ 構 造 に も と

つ い た汎 用 デ ータ操 作 を 用 意 す る手 法 が 提案 され て い る。 す な わ ちデ ータ 処理

用 コ ン ピュ ータ にお いて は,ア クセ ス の対 象 とな る デー タベ ー スに対 して 汎用

デ ータ構 造 に も とつ い た 汎 用 デ ータ 操 作 に よる検 索要 求 を お こな うこ とにな る。

一 方 検 索要 求 を 受け た 側 の コ ン ピュ ータ におい て は
,そ の汎 用 デ ータ操 作 を 個

有 の デ ータベ ー ス操作 シス テ ムに も とつ くデ ータ操 作 に変 換 しデータ ベ ー スの

ア クセ スを お こな うこ とにな る。
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コ ン ピ ュー タ

汎 用 デ ー タ操 作

汎 用 デ ー タ 構造

コ

ン
ピ

ュ

ー

タ

A

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

データ操作
B

1

デー タベ ース

操 作 システ ム

B

デ ー タベ ース デ ー タベ ース

これ まで は分 散 デ ータ ベ ース に対 す る ア クセ スの手 続 きを 中心 に観 て きた が,

分 散 デ ー タベ ース の 同時 処 理 に おい て は デ ータベ ー ス操作 の 開始終 了 とデ ー タ

転 送 の同 期を と る問題 や デ 三夕ベ ース に 対 す る ・ ックの問 題 が この ほか に あ る。

s
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情報の総合的利用技法
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5情 報の総合的利用技法

前 章 におい て は分 散 デ ー タベ ー ス の共 用 とい う観 点 か らそ の技 術 的 側面 を観

て きた が,分 散 した デ ータベ ー ス か ら必 要 な デ ータを 抽 出 し利 用す る とい う場

面 では 単 にデ ータベ ース に対 す る テ クセ ス手続 きだけ では 不充 分 で あ る。 そ こ

で こ の章 で は多 様 な デ ータベ ー スを 総 合 的 に利 用す る場 面 におけ る技 法 につ い

て検 討 す る。

γ

5.1ク リア リング 機能

利 用者 が 問題 解 決 に必 要 とす るデ ータ を コ ン ピュー タネ ッ ト ワー クを介 して

入 手 す る場 合 にお い てそ の デ ータ が 含 まれ て いる デ ータベ ー ス に 関す る知 識 が

既 知 の と き とそ うでな い ときが あ る。 前 者 の場合 は所 定 のデ ー タベ ー ス に対 し

て検 索 要 求を お こな うこ とに よ って 要 求 が 満た され るが,後 者 の場 合 は た とえ

必 要 とす るデ ータベ ー スが ネ ッ トワー ク に結合 され て い て も利 用 す る こ とは 不

可 能 で あ る。

そ こで ネ ッ トワ ーク に結 合 され て い るデ ータ とデ ータベ ー ス に関 す る所 在 情

報 と利 用情 報 を提 供す る こ とを 目的 と した も のが ク リア リング機 能 で あ る。 言

い換 え れば 利 用者 は こ の ク リア リン グ機 能を 利用 す る こと に よ って必 要 な情 報

を 含 ん でい るデ ータベ ー スの所 在 と操作 方法 に関 す る知 識 を 得 る こ とが で き そ

の知 識 に も とつ いて検 索 要求 を お こな うこ とにな る。

この ク リア リング機 能 の拡 張 と して ク リア リン グ機能 を ネ ッ ト ワー クの 中 に

組 み込 み,利 用者 の検 索 要求 に応 じて所 定の コン ピュータ あ るい は デ ータベ ー

ス に対 して検 索 要 求 を送 信 す る方式 もあ ろ う。
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5.2デ ー タ ・リンケ ー ジ

分 散 した デ ータベ ースか ら必要 なデ ータ を呼 び 出す た め の技 法 につ い ては こ

れ まで に述 べ て きた が,異 な る組 織体 で 作成 さ れ る多様 な デ ータベ ー ス に含 ま

れ るデ ータを 有 機 的 な 関連 づ け の も とで 総合 的 に利 用す る よ うな場 合 は そ れ ぞ

れ の デ ー タの もつ意 味合 い を考慮 しな が らデ ー タの処 理 をお こな う必 要 が あ る。

一 般 に デ ータ は デ ータ項 目名 とデ ー タ項 目値 の組 で表 現 され るが ,こ の項 目

名 と項 目値 の 関係 は対 象 とな る個体(情 報 源)に 対 して あ る値 を設 定 す る基 準

を しめ してい る。 した が って異 な る デ ータベ ー ス にお い ては 同 じ項 目名 を もち

い て い て も項 目値 の 設定 基 準 が異 な る こ とが あ る。 た とえぱ 重 さや 長 さな どの

尺 度 を あ らわ す 項 目名 に対 して は単位 が 異 な る こ とが あろ うし,ま た 分 析 統計

処 理 を お こな った結 果 と して得 られ る値 は 分析 手 法 に よって異 る こ とは 日常 よ

く見 受 け られ る。

そ こで この 項 目値 の 設 定基 準 を考 慮 してデ ータ を有 機 的 に関 連 づけ る技 法 が

デ ータ ・ リン ケ ー ジで あ る。

こ の デ ー タ リン ケ ー ジ におい ては まず 設 定 基 準 を 明確 にす るこ とが必 要 で あ

る こ とは言 うまで も ない が,と くに こ の基 準 が 不 明確 な場 合 は デ ータ の総 合 的

利 用 が 困難 とな る。 先 に挙 げ た単 位 の例 では そ の設 定 基準 が 明確 なた め複 数 の

デ ータ の リン クが 容易 で あ るが,分 類 な どに な る と不 明確 な要 素 もあ りシソ ー

e
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ラスが これ を補 う手 段 とな って い る。

1
↓

項 目名/項 目値 一

▽
リ ン ケ ー ジ

設 定 基 準

1
↓

一 項 目名/項 目値

)
設 定 基 準
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